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【序章】





　アメリカ合がつ衆しゆう国こく、ニューヨーク州しゆう。

　そして、この地をゆるやかに流れる大河がハドソン川。

　その河口付近にある中州を指して、マンハッタン島と呼ぶ。かつてはニューヨーク市の中心であり、ある意味で世界の中心でもあった。

　摩ま天てん楼ろうのそびえ立つ大都会。経済と文化の一大中心地──。

　しかし今、この小島を埋うめつくすビル・家屋・建造物のことごとくが無人であり、虚むなしく屹きつ立りつするのみの廃はい墟きよであった。かつての喧けん噪そうが信じられないほど、今のマンハッタンは静寂につつまれている。

　この広大な廃はい墟きよ群ぐんを人類はこう呼ぶ。旧マンハッタン竜りゆう族ぞく租そ借しやく地ちと。

「ふふ。ひさしぶりだな、地上の風は」

　人間などいないはずの滅びた都市。しかし、彼女はそこにいた。

　かつてエンパイアステート・ビルと呼ばれた場所だ。摩天楼のなかでもひときわ高くそびえる高層建築。地上から高さ三八〇メートルのビル屋上に、六〇メートルの尖せん塔とうをさらに継ぎ足した構造が特徴的だった。

　このビルの屋上、あと一歩進めば空へ踏み出せるという縁のぎりぎりに立ち。

　彼女は悠ゆう々ゆうと空を眺ながめていた。

「うむ。長く留守にしていたが、やはり故ヽ郷ヽはいい」

　心地よさげに目を細め、彼女はささやく。

　吹き抜ける風の感触を全身で確かめている。身にまとう白いワンピースの裾すそが、みごとなほど長くのびた黒髪が風になびいていく。その動きを目で追いかける。

　どうということのない行為が実に楽しい。

　彼女はいつしか微笑を浮かべていた。しかし──。

　ここは超高層建築の天てつ辺ぺんに近い高み。吹き抜ける風は轟ごう々ごうと音を立てる大強風であり、華きや奢しやな少女の肢し体たいなど一瞬にして吹き飛ばしてしまうはずだった。

　だというのに風を楽しみ、下界を見わたし、悠ゆう然ぜんと摩ま天てん楼ろうの景観を観賞する。

　地上的人種区分でいうところの東洋人である。年齢は一五歳前後。その面差しには雪の精かと見まごうほど静せい謐ひつな美が満ちている……。

　地上三八〇メートルの高みを吹く強風も、彼女を打ち倒すことはできない。

　あらゆる秘境に挑み、苦難を突破し、危険という危険を乗り越えてきた彼女。その長き冒険の旅で鍛え抜いた『加護』があるかぎり、彼女は不ふ朽きゆうであり不敗なのだ。

「あいつめ、あいかわらず目立ちたがりだ」

　遙はるか彼方かなたの空に旧知の姿を見つけて、彼女は微苦笑した。

　快晴である。澄みわたった青空の下にいるだけで心がうきうきしてくる。遠くを見やれば、厚みのある白い雲が悠々と空に浮かんでいるのだが。

　この雲に負けないほど巨大な『獣』が威い風ふう堂どう々どうと雲間を飛んでいた。

　当代の人類がドラゴンと呼ぶ生物だった。

　竜りゆう鱗りんと翼の色はあざやかな真しん紅く。胸のあたりの鱗は甲かつ冑ちゆうを思わせる形状に外がい骨こつ格かく化している。そして、手には長大な『槍やり』を一振り持っていた。

　巨竜の背丈よりも長い槍の柄は黒色。穂先は鈍にぶい鋼はがね色いろ──。

　ニューヨーク州しゆうやその近隣では、ひんぱんに目撃される魁かい偉いな姿。人間世界より『紅あかきハンニバル』の呼称を贈おくられた、ドラゴン王の飛ひ翔しようであった。

　しかし、彼女は同族だけが知る呼び名で、遙か彼方を飛ぶ彼に呼びかけた。

「旧交をあたために来てやったぞ、炎えん帝てい！」

　多少、声を張りあげただけの呼びかけ。しかし、これで十分だった。

　三〇秒後、彼方の空より炎帝の姿は消えうせ、代わりに忽こつ然ぜんと顕あらわれた紅き竜鱗が頭上の空を埋うめつくした。

　瞬間転移の魔術で空間を越え、マンハッタンの空にやってきたのである。

　それにしても無む駄だに大きい。彼女は美しい眉をひそめ、おびただしい量の紅い竜鱗が広がる空を見あげた。紅あかき竜王は今、数キロにもおよぶ体長なのだ。

　真下にいれば、全身の形状などわかるはずもない。

「あなたが派手好きなのは承知しているし、気にもしない。が、わざわざ会いにきてやった客人の前だぞ。しっかり顔を見せるのが礼儀だろう」

『ははははは！　招かれてもない客の分際で、あいかわらず図ずう々ずうしい！』

　不満をつぶやいた瞬間、天が大いに震えた。

　紅き巨竜が豪快に笑ったせいで、震動が駆かけ抜けたのだ。天空だけでなく、マンハッタンの大地とそこに建つ廃はい墟きよまでもがびりびりと震える。

　しかし、すらりとした彼女の体だけは小揺るぎもしなかった。

『姫よ！　雪ゆき風かぜの姫ひめよ！　すぐに参るゆえ、そう急せかすな！』

　ふたたび天地が揺れると、上空を埋うめつくしていた竜りゆう鱗りんが全て消えうせた。

　代わりに一体のドラゴンが降下してくる。紅き鱗に長ちよう槍そうを持った姿は、まちがいなく炎えん帝てい──またの名を『紅きハンニバル』のもの。

　しかし、そのサイズは全長二〇メートルほどだった。

　地上を足で真っ平らにしたい等の欲求がなければ、あんな巨体になる意味はない。

　竜族本来のサイズでいる方が遙はるかにすばやく動きまわれるのだ。なのに、バカげた巨体となって飛びまわる。おそらく下界の人間たちを驚おどろかせるつもりなのだろう。

　子供っぽい遊びだ。しかし。

　こういうイタズラ、きらいではない。彼女──雪風の姫はにやりと笑った。

「まあ、特に変わりがないようで何よりだ。雷らい帝ていや海王のように陰いん気きな連中が相手では、腰こしを据すえて語らう気にもなれぬ。うん」

「ははは。姫のお気に召めしたとあれば幸いだ！」

　エンパイアステート・ビルの屋上に腰かけるワンピース姿の少女。

　巨大な翼を広げて空中で静止し、少女と向き合うドラゴン王。なんとも異様な取り合わせだった。だが、当人たちは平然と話をはじめる。

「ところで炎帝よ」

「待て。実はな、最近では地ち上じよう人びとの付けた名の方が気に入っている」

「紅きなんとやら……ハンニバルといったか？」

　中ちゆう欧おうにひそむ黒の雷帝は、自らの呼び名を地球人類にも布告している。

　対して、炎帝は適当な名乗りですませていたのだが。人間たちは独自に称号を設け、その名で紅きドラゴン王を呼ぶようになったのだ。

「炎帝の名も悪くはない。が、陰気さと高こう慢まんさでは比類なき傑けつ物ぶつ・黒の雷帝……やつの名と似ていることが少々──いや、そこそこ気にくわなかったのだ。前々から」

　偉大なる竜王でありながら、稚ち気きにも富む猛も者さ。

　その片へん鱗りんを見せながら、炎えん帝ていあらためハンニバルは朗ろう々ろうと語る。その声は驚おどろくべきゆたかなバリトンであった。

「それにな。この名の原典だという武将、なかなかの傑けつ物ぶつだったらしい。ただ一軍をひきいるのみで大帝国を蹂じゆう躙りんし、焼きはらい、最後には夢ついえて敗れたのだとか……」

　苦難に満ちた名将の生しよう涯がいを舌したで味わうように、ハンニバルはささやく。

「男子たる者、また戦士たる者、そのような道にこそ生きる甲か斐いを見みい出だすべきなのだ。常に勝者でいたいなどという面白みのない望み、犬にでも食わせてしまえ」

「そうか？　雪ゆき風かぜはいつだって勝つ側でいたいぞ？」

　紅あかきハンニバルは百億以上の戦場で常に最強でありつづけた大英えい雄ゆう。

　その果てに勝利などという『凡庸な結末』に何の魅み力りよくも感じなくなった。しかし、雪風の姫ひめはまだ若い。そこまで達観する気にはまったくなれない。

「正直に言って、負けるのは好かん」

「小娘だな、姫よ！　敗北を愉たのしめぬうちは、真の戦士にあらず！」

「などとほざく御ご仁じんに訊きこう。その生涯で敗北を喫きつしたこと、幾いく度どある？」

「む……。二度──いや一度か。いや、待て。もうすこしあったような気もするのだが、よく覚えてはおらぬ。しばし考えさせてくれ、姫」

「ハンニバル王。あなたは竜王のなかでも、最強の高みに最も近いかもしれぬ者だ」

　豪快さがゆきすぎて、時に粗そ忽こつでさえある竜族の盟めい主しゆ。

　彼のうかつさを知る雪風の姫ひめは、遠えん慮りよなく言った。

「雪風が思うにだな。あなたは生しよう涯がいでただ一度も敗れたことがないのでは？」

「むむ。言われてみれば、そんな気がしないでもない。そうだったかもしれぬ。ひとたび戦いはじめれば、“〝つい勝ってしまう”〟のはたしかに余よの悪わる癖ぐせだった」

　己の不行状を嘆なげくように、ハンニバルはため息を吐き出した。

　それは竜族よりもむしろ人間族がやりそうな、地上的感情表現だった。

「何処かに余の覇権をおびやかす強者が顕あらわれぬものか……。それはそうと姫。こんな形で向き合っているのも、話しにくくてかなわぬ」

　つぶやいた直後、空より紅あかき巨竜の雄姿が消えた。

　入れ替わるように、エンパイアステート・ビルにいる姫のそばに巨きよ漢かんが顕れる。

　人間である。すくなくとも、姿形だけは。身長一九〇センチ前後。壮そう年ねんの大男で、ひどく逞たくましい体つきだった。顔立ちはまあまあ端整で、不思議な愛あい嬌きようがある。

　服装は紅いロングコートにシャツ、スラックス。地上を歩いても違和感のない格好だ。

「よし、よし。これでずいぶんと話しやすくなった」

　大男の驚くべきゆたかなバリトン。それはハンニバルの声と完全に同じだった。

　この姿は超常の魔力によって、ドラゴン王が変化したものなのだ。

「ところで姫ひめよ。おぬし、まだ上う手まく竜になヽれヽぬヽままか？」

「ままだ。が、いいではないか。変わらなければ困るほどの敵と仕合うときは、勝手に竜となヽるヽのだから。不都合はない」

　竜王たちのなかでは最も歳若く、いまだ荒あら削けずりな雪ゆき風かぜの姫。

　その肉体と魂たましいが秘める超魔力を完全に掌握しきってはいないのだ。

　しかし、別段それは気にならない。ハンニバルもそうだが、彼女もまた『雑種』の生まれ。純血の輩やからとちがい、人間体でいることを恥ち辱じよくに思ったりはしない。

「それよりもハンニバル王。この地上に屠と竜りゆうの弓ゆみが顕あらわれたようだぞ」

「ほう。紅ぐ蓮れんの女王と共に消えた竜りゆう弑ごろしが！」

「あなたなら何か知っているかと思い、わざわざ訪ねてきたのだがな」

「ははは。対の弓ゆみ箭やを持つ者としては気になるか。だが、すまんな。知るわけがない。そういうことはあヽのヽ人ヽ間ヽにでも訊きくがよいさ！」

　人の姿で語らっていた竜王たちだが、同時に西の空へ視線を向けた。

　彼方かなたより飛来するドラゴンの影に気づいたのだ。

「ジズーか。珍めずらしいな。余の都に飛び込んでくる竜族はめったにいないのだが」

　人類がドラゴン上位種と名づけた種族を、竜たちは『ジズー』と呼ぶ。

　言語と魔術を使いこなす、知恵ある竜。こちらに飛んでくるジズーはメタリックシルバーの竜りゆう鱗りんだった。太陽の光を浴びて、銀色に輝いている。

















　彼はほどなくエンパイアステート・ビルの上空までやってきた。

「竜王ギルダルたちよ。王への道を乗り越え、真なる王者に登りつめた方々よ」

　竜鱗をきらめかせながら、白銀のドラゴンは言った。

「あなたがたの偉業と権けん威いを承知のうえで告げよう。わたしはパヴェル・ガラド。いまだ探求者ジズーのひとりにすぎぬ身だが、王への叛はん逆ぎやくを企てる不届き者だ」

「ほう。聞いたか姫よ。こやつ、竜王ふたりに牙をむくという」

「聞いた。なかなかに心躍おどる宣言だ。気が昂たかぶるぞ」

　堂々たる名乗りに、竜王ふたりはそろってうなずいた。

　特に雪ゆき風かぜの姫ひめは口元が自然にほころぶのを自覚し、その笑みをさらに大きくした。冒険・挑戦・闘争のどれかに類することを全て愛する性分なのだ。

　そして、雪の精めいた美び貌ぼうを銀竜パヴェル・ガラドに向け、問う。

「訊きこう。なぜわれらに挑む？」

「たいした理由ではない。わたしもまたジズーのひとりとして竜弑しの文字を求め、『王への道』に挑む準備を進めてきた。だが、その旅路のなかばで心金に傷を負った。この傷は不治であり、わたしは遠からぬうちに死ぬだろう」

　自らの死をパヴェル・ガラドは淡たん々たんと語る。

「そこで考えた。我が生のしめくくりに何を為なそうと。わたしをふくめ全てのジズーは竜王ギルダルになることを悲願とする。が、それを成なし遂とげる時間はもうない。ならば、全てを懸かけて竜王に挑み、勝利をもって王位の代わりにできまいかと──」

「王への道を走りきれぬ代わりに、王を越えようと願うか、銀竜！」

　たたきつけるように雪風の姫が言うと、ガラドは力強く首肯した。

「御意。我が血の熱さを刃に変えて、御身らを弑しい逆ぎやくさせていただく」

「ははっ！　よくぞ言い切った！」

　姫は陽気に笑い、痛快な気分を味わった。

「ハンニバル王。こいつは譲ってくれ。我が『屠と竜りゆうの矢や』で心金を貫つらぬき、手ずから冥めい府ふに送ってやりたくなった。このような男には壮そう麗れいな最期をくれてやらねばならぬ。それこそが雪風の──覇は者しやたる者のつとめ！」

「ふむ。まあ、おぬしがその気なら好きにするがいいさ。余よに異論はない」



　それから起きた戦いに、特筆すべきことはあまりない。

　パヴェル・ガラドは格別に強い竜族だった。魔術をよくきわめ、これ以上ないほど強きよう靱じんな肉体と精神を所有していた。

　彼の挑戦を姫は正面から受けとめ、しのぎ、返り討うちにしたのである。

　苦戦はしなかった。雪ゆき風かぜの姫ひめは若くとも竜王。『竜弑し』すら持たないジズーに手こずることなど、ありはしない。

　竜体にも化身せず、眷けん属ぞくも呼ばず、我が身と魔ま導どうの杖つえだけで銀竜を撃げき破はした。

　戦いは数分もかからなかっただろう。力尽きたパヴェル・ガラドは地上へ──かつてニューヨーク市民が憩いこいの場としたセントラルパークへ墜つい落らくしていった。

　いくつもの湖を擁ようする、広い造られた公園である。

　かつては擬似的な自然を楽しむため、美しく管理されていた。しかし、今では手つかずの雑ぞう木き林ばやしや背の高い草などが無む秩ちつ序じよに生いしげり、この一帯を占拠している。

　そして上空。雪風の姫が快晴の空に浮ヽいヽてヽいヽたヽ。

「おまえの武勇、この雪風の胸にしかと刻みこんだ。それを手た向むけに逝け、銀竜よ。今日はこんなにも空が青い。死ぬにはまずまずいい日だろう」

　弔とむらいの詩うたを謡うたうように、雪風の姫は告げる。

　地上から一〇メートルほどの空中にいる。静止しているのだ。彼女を空に浮かべるのは、足もとのうすい板だった。流線形である。

　地上人が見れば、形とサイズからサーフボードの一種と思うかもしれない。

　これこそ、雪風の姫が愛用する『魔導の杖』だった。

　白き流線形に乗ったまま、姫は地上を見おろす。

　パヴェル・ガラドの巨体が横たわっていた。白銀色の胸に大穴を開けたのは、さきほど彼女が放った『箭』の一撃だ。

「最期に訊きいておこう。命長らえたいという未練がもしあるのなら、この雪風の眷も属のとなれ。おまえほどの戦士だ。我が軍勢に加わる資格は十分にある」

　パヴェル・ガラドは答えなかった。

　ただ大地に横たわるのみ。声も出せないのだろう。しかし、『早くとどめを』と請こうように目を閉ざす。静かだが、明確な意思表示だった。

「ふふ。よい覚悟、よい散り際だ。雪風はおまえを賞しよう賛さんするぞ！」

　姫は足もとの流線形を操るべく、念を凝こらした。

　ガラドの命をできうるかぎり峻しゆん烈れつに断ち切り、この男の死を壮そう麗れいに彩ってやりたい。とどめの一撃に我が身の全力を込めなくては──。

　雪風の姫が誓ちかった瞬間、全身が熱くなりはじめた。竜化の前兆だ！

　心の昂たかぶりに体が応えて、最強の力を爆発させようとしている。ならばと、雪風の姫が全身の熱を外ヽに解きはなとうとした瞬間だった。

「お待ちあれ、竜王ロードよ」

　錆さびをふくんだような、渋しぶ味みの強い声で訴えられた。

　旧知の男の声だった。雪風の姫は竜化をやめ、あらためて地上を見おろす。横たわる銀竜のそばに、ひとりの人ヽ間ヽがいつのまにか立っていた。

「なつかしい顔だな。来ていたのか」

「必要とあらば、どこにでも現れるのが私の役目。海底にも、天上のヒューペルボレアにも。その遙はるか先、星海の門を越えて忘却の彼方フオーゴトン・レルムへも参りましょう」

　旧知の男がつむぐ言葉は慇いん懃ぎんだった。物もの腰ごしも口調も丁てい寧ねいである。

　しかし、そこに卑ひ屈くつさはない。王の宮廷に仕える実直な執しつ事じのごとく、淡たん々たんと話し、洗練された物腰でうやうやしくしている。

「そこに『王への道』を志こころざす者がおり、継けい承しよう者しやの資質を見せるのであれば」

「ほう。つまり、今日の目当てはこいつか」

　雪ゆき風かぜの姫ひめが問うと、男は黙もく然ぜんと頭を垂れた。

　彼は壮そう年ねんであり、よく日焼けしていた。どこの都市でも入手できそうな、平凡な黒い背広を身につけていた。声と同様、端整な顔立ちも渋しぶ味みが強かった。

「御意。この竜、これまでの長き探索で燧すい石せきを手に入れております」

「燧ひうち星ぼしのかけらを？　資格のひとつをすでに満たしていたとは、なかなかやる」

　パヴェル・ガラドが傑けつ物ぶつと知り、雪風の姫は満足感を覚えた。

　己の見立てにあやまりはなかったと。そして、黒背広の男をあらためて見つめる。偶ぐう然ぜんにもさっきハンニバルが口にした『あの人間』の到とう来らいだった。

　竜王ならざる者のなかでは、最もルルク・ソウンの秘奥に近い男。

　ということは、つまり──。男の思惑を見抜いて、雪風の姫はフッと笑う。とどめを刺す気も失うせ、全身の熱は一気に引いた。

　さっと流線形のボードより飛び降り、地上に降り立ちながら言う。

「おまえ、この銀竜にどの文字をくれてやるつもりだ？」

「彼が望むのであれば──これを」

　黒背広の男が手を開くと、その掌てのひらのうえにルルク・ソウンの秘ひ文も字じが顕あらわれた。

　それは不等号の印『』を三つ、一直線に重ねたような魔術記号であった。鋭するどい武具の形状をかたどっている。

　屠と竜りゆうの力を宿した、竜弑しの文字にほかならない。

　雪風の姫がうなずくと、紅あかいコートの男がこちらに近づいてきた。

「おお、なつかしい。《剣の秘文字》ではないか」

　ハンニバルの嘆声だった。いつのまにか人間体のまま地上に降りてきたらしい。

「屠竜の剣の鋭さ、よく覚えているぞ。あれはよい文字だった！」

「そういうことだ、パヴェル・ガラド」

　黒背広の男は倒れたままの銀竜に呼びかけた。

「聞こえているなら、死力を尽くせ。これをつかみとることができれば、君は王の階きざはしに足をかける。剣の竜弑しを継ぐ者となり、『王への道』に挑めるのだ」

　悪魔的というには真摯すぎる口調で、男は誘い文句を告げていく。

　王への道。その言葉が出るや、銀竜の閉ざされていた目がかすかに開いた。

「無論、屠と竜りゆうの力を授ける代わりに条件もある。君にはまず、私が提案する試練クエストに挑んでもらいたい。この盟めい約やくに異論がなければ──手をのばせ」

　びくりとパヴェル・ガラドの巨体が震えた。

　胸の心金を貫つらぬかれ、もはや死を待つ以外の何もできないはずの体で。

　ゆっくりと、ぎこちなく、白銀の左ひだり腕うでが持ち上がっていく。五本指の竜りゆう掌しようが黒背広の男に向けて、すこしずつのびていく。

　それは死にゆく銀竜が盟約を受けいれた瞬間だった。








【第一章　放課後と魔女たちと】
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　四月もすでに下旬、東とう京きよう新しん都とは春はる爛らん漫まんだった。

　この春、関かん東とう地ち方ほうは温暖で、気持ちのいい快晴続き。だというのに、一年Ｆ組の教室でしかめ面をしている美少女がいた。

　アナスタシア・ルバシヴィリ。通称アーシャ。

　すこし前に転入してきた留学生──ということにしてある。もっとも、もう何年も『ふつう』の学校とは縁がない。彼女はヨーロッパ各地で研けん鑽さんを積んだ魔女、形けい而じ上じよう的知識体系『魔術』のスペシャリストなのだ。

　一時期は軍隊で『研修』もしていた。火器のあつかいや近接格闘の心得もある。

　あらゆる環境で生き抜くサバイバル技術については才能を絶ぜつ賛さんされ、特殊部隊の訓練に誘われたほどだ。

　そう、どんな環境にも順応できるのがアーシャの特技。

　幼なじみの春はる賀が晴はる臣おみと同じクラスに編入され、『女子高生』をはじめたのは数日前。しかし、すでにアーシャは得意の順応力を発揮していた。

　たまにとまどうこともあるが、おおむね快適な日々を送っている。

　だから、慣れない学校生活のストレスが不機嫌の理由ではなかった。

「知ってる!?　なんかね、十じゆう條じよう地じさんと春賀くんが今度の黄金連休ゴールデンウイーク、旅行に行く計画を立ててるらしいよ！　もちろん、ふたりっきりで！」

　これだった。これがアーシャをいらつかせる原因なのだ。

　話しかけてきたのは、うわさ好きの同級生女子・船ふな木きさんだった。

「そ、そんなうわさがあるんですか？」

　機嫌の悪さが声に出ないよう努力しつつ、アーシャは作り笑いした。

「で、でも、晴臣の幼なじみである私が聞いてないくらいです。あまり信用できる話じゃなさそうですよ？」

「いやいやあ。つきあいはじめたばっかの彼ヽ女ヽと旅行に行くんだよお」

　ゴシップが大好物の船木さんはにこにことコメントする。小柄で、頭の両サイドで髪をまとめ、ツインテールにしている。そして、

「幼なじみに報告する男子っているかなあ。春賀くん、絶対そういうの隠しそう」

　浮ついているだけに見えて、意外と観察眼がある船木さんだった。

　たしかに、そういうとき晴臣が饒じよう舌ぜつになるとは思わない。アーシャも同意見だった。

「そこがわかるなら、あのふたりが恋人なんてデマ、信じなくていいでしょうに……」

　思わず、口のなかでモゴモゴやってしまう。

　幼なじみと十條地織おり姫ひめが通う私し立りつ胡こ月げつ学がく園えんに転入した直後。

　アーシャを愕がく然ぜんとさせ、そして不機嫌にさせた原因がこのうわさだった。

　当事者たちが放置しているのも腹立たしい。晴臣と織姫いわく『さんざん否定したけど無意味だった』とか。ならばと、転入まもないアーシャが『私、そんな事実は知りませんっ。ただのうわさです！』と主張したところ。

『ふたりとも照れくさくて、なかなか言い出せないんだよお（船木さん談）』

　このようなリアクションばかりだった。

　今日も休み時間中に『早弁』なる日本式食事法を実践していたら、うれしそうに船木さんが新情報を教えにきたのである。

　アーシャは空にした弁当箱のふたを静かにしめた。認識をあらためる。

　これは一種の情報戦なのだ。人はしばしば真実よりも、己が信じたいと願う虚きよ報ほうを事実として受けいれる。本当らしく粉飾された虚きよ言げんを真に受けてしまう。

　晴臣＆織姫が『恋人』だと信じたい人々にそれを否定してまわっても無意味。

　ならば、より過激な情報を発信し、すでに流布した情報を上書きしてしまうのだ！

「──今までないしょにしていたことがあります」

　アーシャはシリアスな表情を作り、声を低めた。

「晴はる臣おみの恋の相手は織おり姫ひめさんだけではありませんっ。実は、晴臣は幼なじみの私にも色目を使い、二ふた股またをかけている人間のクズ、最低のゲス野郎なんです！」

「またまた冗じよう談だん言って～。春はる賀がくんとアーシャさんにかぎって、それはないよ絶対」

　あっさりと切り捨てられたが。アーシャは唖あ然ぜんとした。

　船ふな木きさんなら裏も取らずに面白がり、うわさを広めてくれると思ったのに！

「じ、冗談でも仮想現実でもオンラインゲームの話でもなくて、本当にウソ偽いつわりない真実なんですよ？　最近の若者風に言うと『マジだから！』です」

「あはは。アーシャさん、日本語が上う手まいよね。でも、冗談はイマイチかな」

　船木さんは朗ほがらかに笑い、取りあってくれない。

「ど、どうして信じてくれないんですか!?」

「そりゃ女子の勘、乙女のフィーリングだよお。春賀くんとアーシャさんからはね、そヽうヽいヽうヽ雰ヽ囲ヽ気ヽを全然感じないもん！」

「そういう雰ふん囲い気きとは!?」

「んー。恋愛関係になりそう／なってる／なっていた雰囲気」



「まったくもう。この画期的な新戦術で、みなさんのあやまった認識を修正できると思ったのに……。がっかりです、ほんと」

　特盛りＳ定食をパクパクたいらげながら、アーシャは嘆なげいた。

　昼休みの学生食堂に、ハル・織姫と共にやってきたのだ。尚なお、定食の『Ｓ』はスペシャルを意味する。特大メンチカツ、唐から揚あげ五個、ゆでたジャガイモ＆バター、付け合わせとは言いがたい量のナポリタン、千切りキャベツ特盛りとどんぶり飯の組み合わせだ。

「その新戦術とやらが成功してたらさ」

　ワカメラーメンの麺めんをちゅるりと吸いこんでから、ハルは言った。

「僕がどれだけの風ふう評ひよう被害をこうむったと思うんだ？　アーシャ、君にはもうすこし慎しん重ちような作戦行動を要求したいな」

「そこはほら。こういうとき泥をかぶるのも男の甲か斐い性しようと言いますか」

「でも、作戦が失敗した理由、春賀くんにもありそうよね。ものぐさして、女の子とまめに連絡取ったりとか絶対にしなさそうだし」

　しれっとハルを批評したのは、配はい慮りよはしても遠えん慮りよはしない織姫だった。

　ショウガ焼き定食をきれいな箸はし使いで食しながらの発言である。

　尚、この面子めんつが同じクラスなのは偶ぐう然ぜんではない。ここは《S.A.U.R.U.サウル》の出資で創設された学園。魔女関係者を一箇か所しよに集めておくつもりらしい。

「言っておくけど十じゆう條じよう地じ。そんな僕の相手と思われているのが君なんだからな」

「そうでした……。わたしたち、そこまでお似合いのふたりに見えるのかしら？」

　織おり姫ひめは不思議そうに首をかしげた。

「アーシャさんと春はる賀がくんの方が、よっぽど息が合ってるように思うけど」

「ほ、本当ですか？　こほん。特に意味はありませんが織姫さん、よかったら唐から揚あげをひとつどうぞ。ごちそうします」

「え、いいの？　ふふっ、ありがとう。じゃあ遠えん慮りよなく」

「でもなあ。僕らの場合、つきあいが長すぎて発はつ酵こうしてそうな腐くされ縁えんだしさ。息のひとつやふたつ、合って当然というか、特別なことじゃない気がするよ」

「は、晴はる臣おみはそのチャーシューを供出してください、大至急！」

　ああだこうだと騒ぎながらの学食ランチ。三人がひととおり食べ終えたあたりでアーシャがまたむずかしい顔になり、不意につぶやいた。

「まあ、晴臣と織姫さんの関係があやまって認識されているのも遺い憾かんですが。私、それとはべつに大きな不満がひとつあります」

「へえ。珍めずらしいな」

　幼なじみの不満アピールにハルは驚おどろいた。

　断食節ラマダンのイスラム圏以外なら、どんな国と環境でも故国と同じ快適さで食べ、暮らし、眠れてしまう。それがアーシャの特技なのだ。

















「転入するにあたり、この国の学生生活を予習したんです。そのとき調べた資料から、日本の教育機関には容よう姿し端たん麗れいな女子生徒を一種の偶像アイドルとして崇すう拝はいし、賛さん美びする習慣があることを知りました」

「その資料ってさ。マンガ・アニメ・小説のどれに分類されるんだい？」

「全部です。事実、織おり姫ひめさんもそういう立ち位置ですし」

「わたし？　とんでもないわ。わたし、べつに人気者でも何でもないし」

「こ、この人はまたさらりと天然発言を……。ま、それはともかく。だというのに、私の下げ駄た箱ばこにはいまだ一通のラブレターも届いていません。おかしいじゃありませんか」

「アーシャさん、実は結構いい性格よね……」

「それはさ。家から持参した弁当箱をふたつとも午前中の早弁で空にして、昼休みにはがっつり定食をたいらげてるアーシャに原因があると思うよ？　この間の調理実習でも、園えん芸げい部ぶが飼かってるウサギをシチューの食材にしようとしただろ」

「あ、あれはてっきり、非常食用に学校で飼育しているものだと思ったからです！　代金だって、ちゃんと払うつもりでしたし！」

「あのとき、園芸部の近こん藤どうさん泣いてたわね……」

　アーシャが憤ふん慨がいし、ハルはつっこみ、織姫は天然にまかせてコメントしていると。

　ショートカットの快かい活かつそうな同級生・武む藤とうさんが近づいてきた。ハルと織姫が『ＵＦＯユーエフオー研究会』とやらに入部するきっかけをくれた張本人である。

「お、ふたりともいるね。留学生ちゃんもいっしょか」

　いつもの気やすいノリで武藤さんは言った。

「十じゆう條じよう地じさん、この間、ＵＦＯユーフオー研けんの例会に出たいって言ってたでしょ。ちょうど今日あるから来る？　春はる賀がくんも暇ひまならいっしょにさ」

「今日？　よかったわ。今日なら予定もないし、ばっちり大丈夫」

「ええと。僕はどうしようかな……」

　ハルが言葉を濁にごそうとしたら、織姫にじっと見つめられた。にっこり微笑ほほえまれるおまけつきだ。この間の約束『そのうちいっしょに』を思い出してしまう。

「……まあ、今日は僕もちょうど暇だったよ」

　満足そうにうなずく織姫。妙に照れくさくて、ハルはごまかすように頭をかいた。

　すると、それを見てアーシャがなぜかガタンと立ちあがる。

「は、晴はる臣おみたちが入ったという課外活動の話ですね。私もごいっしょしていいですか!?」

「おおー、留学生ちゃんも？　もちろん大歓迎だよ」

「ついでに入部もしちゃいます！　定員オーバーなんてありませんよね!?」

「ないない。あってもなかったことにする。うれしいなあ、この間まで定員割れで悩んでたのに、六人目の部員が勧かん誘ゆうなしで来てくれるんだから」

　アーシャの申し出に、武む藤とうさんは満面の笑顔だった。

　ハルは幼なじみの突然すぎる入部志望に首をかしげつつ、話題を変えた。

「ところでさ。ＵＦＯ研って僕以外に男はいる？　武藤さん、十じゆう條じよう地じ、アーシャでもう三人も女子だろ。男ひとりはさすがに肩身がせまいような……」

「男女比は半々……かな。一応ね」

　微妙な返答に「一応？」と眉をひそめたら、武藤さんはさらに言った。

「部員は五人。女子はあたしと十條地さん。男子は春はる賀がくんと、あとひとり。だから、ちょうど二・五対二・五で半分ずつなの」

「……その『・五』って何なのさ？」

「実はさ。部員にひとり、性別不詳の人がいんの」

「「「性別不詳!?」」」

　ハル・織おり姫ひめ・アーシャはそろって驚おどろいた。
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　胡こ月げつ学がく園えんの所在地は墨すみ田だ区くの両りよう国ごく。設立は約一〇年前だ。

　学園ができる前、東京近辺は人口の減少が進んでいた。旧東京租そ借しや地くちができた影響だ。また幾いく度どかのラプトル襲来を受けて、各地が荒こう廃はいしていた。

　そのままでは過か疎そ化かの一途をたどるだけだったろう。

　しかし、新たに新しん都ととして『再開発』する流れとなり、同時期に学園は新設された。

　おかげで土地が確保しやすかったらしく、ふつうの学校よりも敷しき地ちが広い。

　学園には中等部と高等部があるのだが、どちらの校舎も同じ敷地内だ。雑ぞう木き林ばやしもあちこちにあって、校内を散歩するだけで『広い公園でピクニック』気分を味わえる。

「グラウンドも広いから、運動部の子たちはよろこんでるわよね」

「文化部にはべつの意見がありそうだけどね。校舎から歩いて一〇分以上かかる部室って、結構めんどくさそうだよ」

　織姫にあいづちを打ちつつ、ハルは道のりを思い浮かべる。

　高等部の校舎を出ると、すぐに雑木林。そのなかの小道を抜け、野球場のそばを進み、ようやく隣り合う鉄筋校舎ふたつの前にやってきた……。

　これが図書館と、文化部クラブハウスだった。

　前者は読んで字のごとく。後者は一いつ棟とうまるまる文化部の部室だけを集めた場所。

　クラブハウスは四階建て。ＵＦＯ研の部室は三階だという。ここへ顔を出すため、ハルたちは放課後わざわざやってきたのだ。

「ついに来ましたね。うわさのオトコの娘こがいるところへ……」

「何だって、アーシャ？　おとこのこ？」

　幼なじみのつぶやきをハルは聞きとがめた。

「武む藤とうさんが言ってたじゃないですか。ＵＦＯ研の部長は性別不詳だと。たぶん日本の学校に必ずひとりはいるという、オトコの娘のことでしょう」

　訳知り顔でアーシャはうんちく（？）を披ひ露ろうした。

「男子でありながら女子以上に美しい、反則的な生き物にちがいありません。メイド服とか着ているかもしれませんね」

「反則的というか二次元的というか……」

「五つの部で部長をやってるとも、武藤さん言ってたわよね」

　面白そうに織おり姫ひめも口をはさんだ。

「ＵＦＯ研、演劇部、マスコミ研究会、文芸部、科学特捜部……文化系のクラブ五つを兼部している人で性別不詳……。なんだか面白そうだわ」

「まあ、没個性とは縁がない人なんだろうなあ。絶対に」

　ハルはつぶやいた。武藤さんの説明を思い出す。

『あの人はねー。半端に説明するより会ってもらうのがいちばんかな。前まえ田ださんっていうんだけど。あんまりすごいから、みんなＭ部長って呼んでるの』

『なんでイニシャル？』

『本名を呼ぶの、畏おそれ多おおいんだよね。尊敬の証あかしってやつ？』

　武藤さんは先に部室で待っている。ハルたちはクラブハウスに入った。

　階段を上がり、廊下を進み、『ＵＦＯ研』の札がかかったドアをノックして……。

「お、来たねー。入って入って」

　武藤さんに迎えられ、通された部室にいたのは──

「よく来たわね。アタシがＭよ」

　イニシャルで名乗る怪人物だった。Ｍ部長はマタニティドレスのような黒い女物の服を着ていた。推すい定てい体重一四〇キロ。体型はふくよかであり豊満だった。

　ハルは土ど偶ぐうを思い出した。縄じよう文もん時代の土人形。『母性』の象徴だという説がある。

　色白で瞳はつぶらだ。決して美少年でも美少女でもなかったが。

「アンタたちが例の新入部員？　これから、暇ひまなときはアタシの顔を見にきなさい。この部屋にいなくても、きっとクラブハウスのどこかにいるわ」

　つやのあるハスキーな声。男の作り声にも、れっきとした女性の声にも聞こえる。

　いわゆるオネエ……だろうか。それとも本当に女性なのか？　性差ジエンダーのむずかしさをハルが考えこんだとき、織姫が口を開いた。

「ここにいないかもしれないのは、ほかの部にも行くからですか？」

　怪人物にも自然に話しかける。さすが十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめというべき順応力だ。

「そうよ。アタシには所属する部のみんなを部長として、母として見守る義務があるの。だから、あちこちふらふらしてんのよ」

「母！　お母さんですか!?」

「ええ。選ばれし者、力のある者はね。その能力に見合う責任を果たさなきゃいけないの。だから、アタシはみんなを守り、導くのよ」

　つっこみどころが多い、Ｍ部長の発言だった。しかし、そこをつつく意欲がわいてこないハルだった。織姫も感心＆びっくりした体でうなずいている。部長の存在感ゆえに納得してしまったのだろう。

　特に最大の疑問点である『オネエか女子か』。本人の主張が『母』なんだから、性別・母でいいやと早くも諦観の境地に達して、ハルは挨あい拶さつした。

「見守っていただく必要はあまりないですが、よろしくお願いします」

「ふうん……そう。アンタ、そういう子」

「へ？」

「すぐには心を開かない、めんどくさい性格みたいね」

「…………」

「ま、いいわ。いずれアンタもアタシの愛に気づいて、感謝する日が来るでしょ。深く静かに見守ってこその母なのよ」

　超然たる口調でＭ部長は言った。日本の高校にもここまでの変人がいたか──。

　ハルが感じ入っていると、今まで黙だまっていたアーシャが口を開いた。

「ところで、すいません。私も入部希望者です。手続き、いいですか？」

　ごく平然と訴える。部長の異質さにまったく動じていない。

　特級認定マスタークラスの魔女には変人が多いので、慣れているのだろう。

「これで私も晴はる臣おみや織姫さんと同じ立場。ふたりだけで部活するからって仲間はずれにされることもなく、公然といっしょにいられます。ふふっ」

「あ。アンタはちょっと待ちなさい」

　のんきに微笑ほほえむアーシャへ、部長が待ったをかけた。

「ＵＦＯ研はね……定員割れの五人をもうクリアしてるの。今、手薄なのは文芸部。そっちに人が欲しいわ。アンタは文芸部所属にしなさい」

「な、何を言ってるんですか？　私、そんな部に興味ありませんよ？」

「その方がアンタにとっても都合がよくなるわよ。そうね……そこのところをくわしく説明してあげる。ついてらっしゃい！」

　海を割って浮上してくる巨きよ鯨げいのように、Ｍ部長が“〝ぬっ”〟と動いた。

　巨体のくせに動きが速い。鉄砲水が低地へ向かうように“〝どどっ”〟と部室のドアへ突進する。しかも、いつのまにかアーシャの手をつかみ、道連れにして。

「へっ？　ち、ちょっと部長さん!?　私、そんな説明受けなくても──！」

　抗こう弁べんもむなしくアーシャは拉ら致ちされ、部室の外へ連れていかれる。

　さすがにウエイトがちがいすぎる。《筋力増強》の魔術でも使わなければ、妖精のように細身の幼なじみが部長にかなうはずないのだ。

「ほかのみんなは適当に時間をつぶしてなさい！」

　この指示を残して、Ｍ部長は去っていった。



「こ、ここは一体どこなんですかっ？」

「文芸部の部室よ。つっても、部長のアタシしか部員はいないけど」

　アーシャが連れこまれたのは、クラブハウス三階つきあたりの一室だった。

　壁かべ際ぎわにはスチール製の本棚。大量の小説やマンガがならんでいた。

「私には、ＵＦＯ研でないとダメな理由があるんです」

　Ｍ部長はかなりの変人具合だが、アーシャはひるまない。同じ魔女仲間とのつきあいで、こういう手合いとのつきあいに慣れているのだ。

「せっかくのお誘いですけど、ご縁がなかったということで──」

「アンタがどうしてもって言うなら、無理強いはしないけど……。でもいいの？　あっちの部であの娘といっしょにいたら、たぶん負けるわよ」

　胡う乱ろんなことを言われて、アーシャは首をかしげた。負ける？

「あの十じゆう條じよう地じって娘に、春はる賀がってのを取られたくないんでしょ？」

　アーシャは「!?」と絶句した。出会って一〇分も経たってないのに、どうしてそれを？

　だが認めるわけにもいかず、必死に言葉を探す。

「そんなことありませんっ。適当なこと言わないでください」

「ふふふ……わかるのよ。アタシには、ふつうの人間にはない特別な力があるから」

「特別な力!?」

　超能力伝奇アクション風味のセリフをささやくＭ部長。

　丸みと、意外に愛あい嬌きようもある顔が妖しく微笑ほほえむのをアーシャはたしかに見た。

「ええ。アタシのスキル《恋愛事情察知フイーリングラブ》をもってすれば、その程度の恋愛模様を読み解くのはたやすいことなのよ！」

「恋愛模様とか言われても、何のことやらですっ」

「ずばり、友達以上恋人未満の男を取られたくない、アンタの乙女心！」

「きゃあああああっ！」

　思い切り心の裡うちを看かん破ぱされて、ついに悲鳴をあげるアーシャだった。

　スキル。異様にすぐれた観察眼によって、人間関係のほつれを見破る眼力という意味だろうか？　アーシャはＭ部長の圧力に呑のまれつつあった。

「まだいろいろ読めるわよ……。基本的に『押せ押せ』でいくくせに、肝かん心じんなところでヘタレる負け犬根性がアンタにはあるようね……」

「痛っ！　その言葉のナイフ、すっごく胸に刺さります！」

「そんな半端肉食系ヘタレ女が『押せ押せ』で部活をいっしょにしたって、どうせ今までと同じよ。いいえ、隣にいる太陽みたいな娘が比較対象になるから、もっと悪いわね」

「あ痛たたたた！」

「ついでだから、もうひとつのスキル《結婚運気観測ウエデイングアイ》で将来を見とおしてあげる。……視えてきたわ。今から二〇年後のアンタがね」

「死者を鞭むち打うつ発言なら、お願いですからやめてくださいねっ」

「……職種はわからないけど、二〇年後のアンタはバリバリのキャリアウーマンみたい。とびきり仕事のできる女として、充実した日々を送っている。でも、購入したばかりのマンションに帰ってきても、誰だれもいない……。むなしさとさびしさがアンタの胸に去来する。心を慰なぐさめてくれるのはお酒だけ……」

「ううっ」

「あら。二〇年後のアンタ、いいワインをためこんでるみたいね。専用のセラーまで用意しちゃって、ずいぶん稼かせいでるじゃない。……ま、変な男と縁があるより、お金だけある方が幸せな人生かもしれないしね……」

「ところどころリアルで本当にありそうだから、勘弁してくださいっ！」

　打ちひしがれて頭をかかえ、文芸部の床にアーシャはへたりこんだ。

「し、仕方ないじゃないですか。どうやったら自分を上う手まくアピールできるのか、よくわからないんですから……」

　アーシャは心細い気持ちで床のタイルを人差し指でぐりぐりした。

「晴はる臣おみはあんな感じのトンチンカン野郎ですし、織おり姫ひめさんは天然にまかせているだけなのに好感度をアップさせまくりだし。私としてはせめて部活だけでもいっしょにと……」

「その判断、基本的には悪くないわ」

　ぽんとアーシャの肩に手を置いて、Ｍ部長は言った。

「アンタに欠けているのはね。自分の潜せん在ざい能力を活いかすためのセンスと運と決断力、バイタリティ、演技力、ヴィジョン、セルフプロモーション……」

「ち、ちょっと言いすぎです。それじゃいいところまるでなしです」

「仕方ないわよ。アンタ、女子力と恋愛偏差値低いもの」

「うううっ」

「でもね。アタシのところに来たのも何かの縁。アタシについてくる気があるなら……いっちょ鍛えてやってもいいわよ？」

「──部長！　どうしてそこまで!?」

　ハッと顔を上げ、アーシャが訊たずねると、Ｍ部長はふふんと鼻息を荒くした。

「言ったでしょ？　部の全員を守り、導くのがアタシの役目だって！」

　実はこの出会いが人生の転機になるとは露知らず、Ｍ部長の不敵な顔を呆ぼう然ぜんと見あげるアーシャだった。



　一方、部長＆アーシャが去ったＵＦＯ研究会の部室では。

「いきなり静かになったな……」

　ハルはしみじみとつぶやいた。

「でもさ。部長さんの性別くらい、すこし調べればわかりそうなもんだけど」

「たしかにそうよね。学校で身体測定だってあるわけだし」

　織おり姫ひめもうなずく。しかし、武む藤とうさんはかぶりを振った。

「そこがこの学校の変なところでさ。そういう個人情報を隠したいなら最大限に便べん宜ぎをはかるし、本人の許可なく公開もしないんだよね。ほら、校内に一箇か所しよ『第三の性』の人向けトイレだってあるし」

「そういえば、タイの高校とかもそうだっけな……」

　ハルはもう詮索しないことにした。代わりにあらためて部室を見まわす。

　どこの高校にもありそうな、広くもない無個性な部屋である。まんなかのあたりで六個の学校机を長方形にならべて、会議机の代わりにしている。

　しかし、備品の充実ぶりがすばらしい。

　デスクトップＰＣ二台にノートＰＣが二台。出版業界ではおなじみ、赤い果実がシンボルのメーカー製ＰＣも一台。Ａ３印刷可能なインクジェットプリンターにレーザープリンター、カメラ類、資料とおぼしき書籍やファイルの数々……。

「これだけの物、高校の部活がどうやって調達したんだ？」

「歴代部員のカンパとか、Ｍ部長がコネでもらってきたりとかみたい」

　ハルの疑問に武藤さんが答えてくれた。

　部長がいない今、会の活動を知る唯一の部員である。すると織姫が訊ねた。

「そういえば、春はる賀がくんのほかにも男子がいるんでしょう？　その人はいないの？」

「ああ、桜さくら庭ば先輩ね。あの人にはめったに会えないと思うよ」

「幽霊部員とか？」

「その逆。放課後になると学校をすぐに出て、ドラゴン関係の情報を集めにいくの」

　ＵＦＯ研究会は『未確認飛行物体＝ドラゴン』について情報収集し、広く一般に公開することを活動内容としている。

　どうやら桜庭先輩、その活動にかなり熱心な人らしい。

「ろくに家にも帰らず、引きこもりの逆をいく生活みたいでさ。でも、それだけにすごい情報をいろいろ仕入れてくれんの。こんなふうに」

　武む藤とうさんが机の上のノートＰＣをひとつ引きよせた。

　モニターを開いてスリープ状態から回復させ、ある画像を表示する。

「これ、今まで関東じゃ確認されてない『蛇へび』なんだって。もしかしたら“〝新型”〟じゃないかって、桜さくら庭ば先輩が活動報告に書いてたよ」

　一匹の獣を写した画像。ハルは大いに驚おどろいた。織おり姫ひめもそうだろう。

　毛皮の色は白だ。しかし、光を反射する部分は紅ぐ蓮れん色に輝いている。狼おおかみと狐きつねを合わせたような風ふう貌ぼう。何より特徴的なのは、九つもある太く長い尾──。

　それはつい最近誕生したばかりのリヴァイアサン、織姫の相棒『悪あく路ろ王おう』が雄々しく身がまえている姿であった。
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「あの研究会、思った以上に濃い面子めんつがそろってたな……」

「ええ、本当に。予想外もいいところです……」

　ハルとアーシャはしみじみと感想を言い合った。

　みんなでＵＦＯ研を訪ねたのは数日前。四月もついに終わりかけ、すでに黄金連休ゴールデンウイークがスタートしている。この日も休日だった。学校にも行かず、昼前から江こう東とう区く内の住宅地を歩いている。

「そういやさ。アーシャは結局、文芸部に入部してたけど、いいのか？」

「思うところがいろいろありまして。私はこれを機会に生まれ変わってみせます」

「どういう意味だい？」

「ふふふ。晴はる臣おみにも今にわかります……」

　ふたりはとある神社の前までやってきた。鳥居をくぐり、境内に入る。なかなかの広さだった。しかし、待ち合わせの相手はいない。

　拝殿と賽さい銭せん箱ばこのそばできょろきょろしていると、声をかけられた。

「春はる賀がくん、こっちよ！」

　ハルは声の方を見た。拝殿からすこしはなれた場所に木造の建物がある。

　道場のようだった。そして、窓から織姫が身を乗り出し、手を振っている。その瞬間、ハルはハッとして、大きく目を見ひらいた。これは……！

　今日の織姫は制服でも、私服姿でもなかった。

　いわゆる巫み女こ装束だ。白衣に緋ひ袴ばかまのトラディショナルな和風スタイル。薄着である。グラマーである。しかも、織姫は窓から大きく身を乗り出してくれている。いい具合にわがままなラインが強調される。ハルはフッと微笑ほほえんだ。

　鏡を見たら、美形悪役よろしくニヒルに笑う顔がうつるかもしれない。

「晴はる臣おみ……？　珍めずらしくキリッとした顔をして、どうしたんですか？」

「いいや、べつに。十じゆう條じよう地じが待ってるし、行こうか」

　いぶかしそうなアーシャの追及をさりげなくごまかし、さっさと道場に向かう。

　古く、立派な木造建築だ。古びた雰ふん囲い気きが重厚さを醸かもしている。なかに入ると、織おり姫ひめではない巫み女こさんが出迎えてくれた。

「おふたりともおひさしぶりです。この間はご迷惑をおかけしました……」

　織姫の従姉妹いとこ、リヴァイアサン水み無な月づきの盟めい約やく者しや、実は中等部の後輩。

　巫女装束を着た小柄な少女は、白しら坂さか羽は純ずみだった。

　ぺこりと頭を下げてくれる。ソスとの戦いのあと、人質とされた羽純はひとまず検査入院となった。入院中、ハルとアーシャは織姫に連れられて一度だけ見舞いにいった。そのとき以来の再会である。

「体の方はもういいんですか？」

「はい、わたしの方はどうにか……。ただ水無月の方がやっぱり──」

　ソスに『血を吸われ』て昏こん睡すいした水無月、いまだ回復の兆きざしはないようだ。

　アーシャに答えてから、羽純は悲しげにうつむいてしまった。

















　見ているだけでやさしい性格がわかる。なんとなく羽は純ずみをまっすぐ見られず、ハルはごまかすように織おり姫ひめへ顔を向けた。

「ところで、今日はどうして巫み女こさんの格好なんだい？」

「午前中、ここでアルバイトしてたの。わたしや羽純の家は昔からこの神社の氏うじ子こで、ときどき巫女の仕事を頼まれるのよ」

　事情を聞いてハルはうなずいた。織姫と羽純の巫女姿、たしかにコスプレ感がうすく、着なれている感じがする。

「この間の儀式で使った鏡も、実はこちらの厚意で探してもらったものなの」

「ああ。悪あく路ろ王おうの心金になったやつか」

「魔女のこととかミーティングするわけだから、その辺のお店でお茶しながらってわけにもいかないでしょう？　だから道場を貸してもらったのよ」

「神社のなかに道場があるなんて変わってるな」

　道場の壁かべにかかる『香か取とり大明神』の掛かけ軸じくや重そうな木ぼく刀とう、長短さまざまな棒、杖つえ、木製のなぎなた等が“〝いかにも”〟な武張った空気を醸かもし出していた。

「ここで剣道とか稽古するのかい？」

「ええ。幕末の頃の神主さんが小野派一刀流だかの達人で、免めん許きよ皆伝をもらった勢いにまかせて造ったそうなの。わたしもここで剣道を習ってたんだから」

「えっ、君も？」

「織姫姉さまは昔から、評判になるくらいの腕うで前まえだったんです」

　にっこりと笑いながら、羽純が言った。

　あいかわらず印象的な笑顔だった。やけにまぶしいというか、その透とう明めい感かんにハッとさせられる。さっきの気まずさを忘れて、ハルも見つめてしまったほどだ。

　ちょっとだけ居心地が悪い。ごまかすようにハルは訊きいた。

「えっと……評判って、大会に出てたとか？」

「はい。そういうのにヽもヽ出ていました。姉さまは中学を卒業するまで剣道をやっていて、一度、全国大会で優勝したこともあるんですよ」

　織姫のすごさを語るのがうれしいのだろう。羽純はやわらかな笑顔だった。

　作り笑いなどではない。純度でいえば真心一〇〇％。表情だけで、彼女が歳上の従姉妹いとこを本当に好きなのだとわかってしまう笑顔。

　そのまぶしさに、ハルは頭をかいて目をそらしたくなったのだが。

　しかし、それはそれとして、今の話につっこみどころを見みい出だしてしまった。

「あの、羽純さん？　よくわからないところがあったのですが」

　訊たずねたのはアーシャだった。同じことに気づいたようだ。

「そヽうヽいヽうヽ公式大会以外で腕前が評判になるイベントって何なんでしょう？　すいません、日本のスポーツ事情に疎いもので」

「あ、はい。実はわたしもくわしくは知らないんですが」

　羽は純ずみが答える横で、ハルは話題の当人に目を向けた。

　織おり姫ひめは壁かべにかかっていた木ぼく刀とうを取り、「わ、なつかしいわあ」などと話が聞こえてない体で素振りなどしている。わざとらしい。

　疑ぎ惑わくが確信に変わる。続く羽純の証言がそれを裏づけてくれた。

「子供の頃の姉さまはご近所で『どんな男の子よりも強い女の子』として、知る人ぞ知る存在だったそうです。なんでも、わざわざ隣の区から腕うでに覚えのある男の子が挑戦に来たこともあったとか」

「挑戦に来てた……つまり、ケンカを売られてたわけか」

　ハルがつぶやくと、羽純はあわててかぶりをふった。

「け、ケンカ!?　とんでもないです。姉さまはいつも『いざ尋じん常じように勝負した』とか『正せい々せい堂どう々どうの立ち合いをした』って話してましたよ？」

「それ、全部『ケンカしてきた』の意訳だから」

「ええっ!?」

　びっくりする羽純にうなずきかけ、それからハルは織姫を見た。

　意図的に印象操作していた元剣道少女は『てへっ』という感じで微笑ほほえんだ。

「まあ、小学生の頃にはみんなよくやるヤンチャよね。さすがにわたしも中学校に上がる前、小六のときに卒業したわ」

「むしろ、卒業時期としては遅い方じゃないかな」

「弱い者いじめしてる男の子しか相手にしなかったし。剣道やってるからって竹刀を使ってたわけじゃないし。ちょっとおじいちゃん直伝の柔術技を出したくらいで」

「ある意味、君も弱い者いじめしてたわけか」

「とにかくね。弱きを助け、強きをくじく『深ふか川がわの小こ天てん狗ぐ』といえば、わたしのことだったの。正義の味方だから、鞍あん馬ば天狗でもよかったんだけど」

「それ、自分でつけた呼び名だろ。今どき天狗を持ってくるあたりが君らしいよ」

　そういえば、前に織姫が口にした『これでもケンカが強い』カミングアウト。

　この幼少期と剣道全国制覇の実績がルーツだったらしい。

「まあまあ。みんな昔の話よ。魔女の仕事があるから、今は剣道もお休みしてるし」

　さばさばと織姫は言って、みんなの顔を見まわした。

「それより報告があるの。昨日、友ゆ加か里りさんと会ったんだけど……そのとき、さりげなく訊きかれちゃったわ。どうやって悪あく路ろ王おうを誕生させたのか」

「「うっ」」

　研究機関《S.A.U.R.U.サウル》の幹部。関東の魔女を総括する術務顧こ問もん・柊ひいらぎ友加里。

　やはり彼女のチェックが入ったか。ハルとアーシャはうめいた。

「この間の『悪あく路ろ王おういきなり参戦！』は、さすがに不自然すぎましたね……」

「とりあえず、みんなで決めていたとおり『気づいたら悪路王の魂たましいがわたしのそばに来ていて、試しに儀式をしたら成功しちゃった』でごまかしといたけど」

「信じるかな、柊ひいらぎさん」

「真実を報告しても信じてもらえるかは微妙ですが」

　火ひ之の迦か具ぐ土づち、弓ゆみの秘ひ文も字じ、悪路王誕生の特殊な儀式──。

　謎が多すぎる。秘文字の力が強大すぎる。うかつに報告したら、どんな展開になるか読めなさすぎる。むずかしいことばかりだった。

　もっと情報が出そろうまで、秘密にしておこうとなったのである。

「まあ、『館やかた』の移転先捜さがしで柊さんも当分いそがしいはずです。本格的につっこまれることは当分ない……と思いたいですね」

　アーシャが言った。前回、戦場になった新しん木き場ばの埋うめ立て地。戦闘中、ラーク・アル・ソスの放った焔ほのおがあそこの『魔ま女じよの館やかた』へ落ちていたのだが。

　消火が間に合わず、結局そのまま全焼してしまった。

　大量の魔ま導どう書しよや呪具などは、保管場所が地下だったおかげで幸いにも無事である。

　それらを運びこみ、仮の『館』として使用できる場所を確保しようと、柊さんはじめ関係者が動いている最中なのだ。

「そういえば、火之迦具土のやつが最近ちっとも姿を見せないんだよな」

　韜とう晦かい癖へきがある自じ称しよう悪魔のことをハルは思い出した。

　あんなやつでも貴重な情報源だ。たまには話をしておきたいのだが。

「しばらくは親父おやじが残した資料をあさって、あの石のことを調べてみるか」

　父の形見に仕込まれていた呪石。火之迦具土が燧石と呼んだ石。

　あれをハルの父・春はる賀が孝たか文ふみはどのような経路で入手したのか。そのあたりから調べてみるつもりだった。
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「ま、何はともあれ大切なのは御飯です。腹がへっては戦闘できないと日本の格言にもありますし、お昼にしましょう。私はおなかがすきました」

　特に最後を重々しくアーシャが発言し、ミーティングは終了となった。

　織おり姫ひめと羽は純ずみが私服に着替えるのを待って、近くの公園に移動。ちょうどあいていた休憩用のテーブルに陣取って、昼食をはじめた。

「今日は特製の中ちゆう華かランチを持ってきました。中華料理は私の得意分野のひとつです。みなさん、心ゆくまで味わってください！」

　味によほど自信があるのか、鼻息荒くアーシャは告知する。

　ここへ来る前、待ち合わせ場所で『今日のお昼は作ってきましたから！』と言われたとき、ハルはドラッグストアで胃薬を買わなければと思ったものだ。

　対して、期待に目を輝かせるニューフェイスがいる。

「本当ですか？　うわあ、とても楽しみです」

　羽は純ずみだった。その澄んだ瞳に宿る輝きは、本当にきらきらしていた。

「アーシャさん、本当に料理が上手だから。まちがいなく美お味いしいと思うわよ」

　しかも、織おり姫ひめが期待をあおる。すでに一度、春はる賀が家でアーシャの『手料理』を体験ずみのはずだが、朗ほがらかな笑顔だった。あのときの献こん立だてと量、たまたま『がっつり』だったと思っているのだろう。

　そして、ついにアーシャが持参した手作り弁当を披ひ露ろうした。

「このちまきは昨日作ったやつの残りです。豚の角煮入り、さつまいも入りの甘いの、山菜入り、牛角煮入り……まあ、いろいろあります」

「すごい！　盛りだくさんですね！」

「そして油淋鶏ユーリンチー。甘辛のタレは私が研究の末に割り出した、こだわりの配合です。ほかでは食べられない味だと先に言っておきましょう。えへん」

「そこまでされてるんですか!?」

「それから回鍋肉ホイコーロー。麻婆マーボー茄ナ子スと麻婆マーボー豆ドウ腐フ。エビとイカの炒いため物。ピータン。ぐっとシンプルにもやし炒め、豆とう苗みよう炒め、空クー心シン菜サイ炒いため。春巻き、青椒肉絲チンジヤオロース、蒸むし鶏どりに八宝菜……」

　どん、どん、どんとアーシャは料理を次々と出していった。

　容いれ物ものは日本のデパートの食器売り場で『こんなに重ねられるランチボックスがあったなんて！』と、感激しながら購入した重箱の七段重ねである。

　どの野菜も色あざやか。中ちゆう華か風に油で揚げてから調理しているためだ。

　見た目も味もばっちりで、こってりで、卓たくから皿がはみ出そうなのがアーシャ流中華なのである。織姫が目をぱちくりさせた。

　それから、全てを悟さとったように思し慮りよ深ぶかげな顔でうなずく。

「そういえば、よく『おなかがすいた』って言ってるものね……」

「すごい……た、食べきれるかな……」

　一方、はじめ感激と尊敬のまなざしでアーシャを見つめていた羽純。

　アーシャ流の量と品数を前にして、さすがに動揺を隠し切れなかったのだが。いきなり決意の表情で顔を上げ、強い調子で訴えた。

「あ、あの。ものすごく美味しそうですっ。わたし、がんばりますね！」

「ふふふふ。どうぞどうぞ。遠えん慮りよなく味わってください」

「は、はい！」

　けなげにうなずく羽は純ずみと、他人の胃袋も過大評価気味のアーシャ。

　どちらも小柄な少女なのに、非常に対照的だった。

　それにしても羽純はけなげだ。ハルが早々に完食は無理だと割り切ったのに対し、なんとしても食べ切ろうと自分を鼓こ舞ぶしている。

　きっと、残したら作ってくれたアーシャに悪いと思っているのだろう。

　いい子だな──と思いつつ、ハルも食事に取りかかった。こういうときはいつも胃い腸ちように負担がかからない程度で箸はしを止めてしまう。だが、今日は限界ぎりぎりまで胃袋に詰めこむ必要があるかもしれない。

「あ、そういえば。この間、晴はる臣おみと織おり姫ひめさんが黄金連休ゴールデンウイークにふたりきりの旅行を企たくらんでいると、うわさを耳にしたのですが」

「僕と十じゆう條じよう地じが？　いつのまにそんなデマが……」

「け、けほっ」

「大丈夫、姉さま!?」

　いきなりのどを詰まらせた織姫に、羽純がペットボトルの緑茶を差し出した。

　一方、油淋鶏ユーリンチーを一口で呑のみこんだアーシャは目つきを鋭するどくする。

「その反応……うわさの発端は、やっぱり織姫さんが掘った墓ぼ穴けつですか」

「ぼ、墓穴だなんてとんでもないわ。聞いてアーシャさん」

「あ、あれか。この間、十條地が僕に持ちかけた『来週の連休中に、韓かん国こくか台たい湾わんあたりに二泊三日』のチケットその他を予約できないかって、いきなりすぎる相談か。考えてみたら、あのときもクラスのみんなが近くにいたもんな」

「春はる賀がくんのあやしいコネとかで、往復の飛行機だけでもって期待したのよね……」

「そりゃ密航船なんかの当てもなくはないけどさ。こっちに都合のいい日程とルートで出航するわけないだろ」

「そ、そんなお知り合いがいらっしゃるんですか？」

　羽純に目を丸くされて、ハルは「ん、まあ」と言葉をにごした。

　黒と白でいえば、黒に近いグレーゾーンで居心地よく暮らす身である。こういう“〝いい子”〟に本性を見せるのはどうも気が引ける。

　一方、羽純はなぜか感心した体でつぶやいている。

「密航……たまにニュースとかで見ます。そうだったんですか……」

「あ、だめよ羽純。さすがにそんな入出国、羽純にさせるわけにはいかないわ。いい機会だから、この子を海外旅行に連れてけないかって思ったんだけど」

「え!?　わたしを!?」

「ええ。ほら、ちょうど水み無な月づきが──休養中だし。魔女になってから、ずっと旅行とかしてないでしょう？　連休の間に行ってきたらと急に思いついたの」

「姉さま……」

「そんな旅慣れてない子に、弾丸海外旅行させるのはいかがなものかなあ」

「そこはまあ、ものはためしで訊きいてみた感じ？　いい感じの旅行プランが組めそうなら、羽は純ずみにすすめてみようかって。──あ、友ゆ加か里りさんから電話だわ」

　急に曲を奏ではじめた携帯端末を、織おり姫ひめがバッグから取り出した。

　端末をそのままテーブルのまんなかに置く。

　柊ひいらぎ友加里の画像が液晶に表示されていた。赤いフレームの眼鏡めがねをかけた、知的美人ふうの容よう貌ぼうである。しかし、不思議と気だるげな目元が印象的だ。

「どうしたの、友加里さん？　。偶ぐう然ぜんだけど、アーシャさんと羽純もここにいるわよ」

　スピーカー通話にして電話に出るなり、織姫は言った。

　いつのまにか敬語抜きで話す、フランクな関係を築いていたようだ。

　魔女になる前から柊さんとは何度か面談していたらしい。特に悪あく路ろ王おうが誕生してからは、三日に一度は会っているはずだ。

『それは助かるわ。じゃあ、いきなりだけど悪い報しらせを伝えてもいい？』

　気やすさにまかせてか、柊さんは単刀直入だった。

『今、ラプトル九体が小お笠がさ原わら諸しよ島とうの防衛ラインをすり抜けて、太平洋上を西に進んでいるそうなの。このままの進路だと、関かん東とう地ち方ほうへの到達が予想されるわ。万一の事態になりそうだから、織姫さんに迎撃準備を要よう請せいさせてちょうだい』



「姉さまたち、行っちゃいましたね」

　羽純がさびしそうにつぶやいた。パートナーの水み無な月づきが『静養中』だからである。

　逆にアーシャは食べかけの弁当を残して、織姫に同行していった。

　相棒が思わしくないのは羽純と同じ。しかし、経験の浅い織姫をバックアップする役を引き受けたのだ。

「変な感じです。前は私が出ていく側だったのに……」

　ハルとふたりで公園に残った羽純は、心配そうに表情をくもらせている。

　残った中ちゆう華か弁当をまとめていたハルは、手を止めて言った。

「悪路王は生まれたてとは思えないほど強い『蛇へび』だし、アーシャもついてるんだ。仮にラプトルと戦うことになっても、そうそうピンチになるとは思えないよ」

　本当は『いつだって想定外のことは起こりうる』など追加事項もあるのだが。

　もちろん口にはしない。すると、歳下の魔女は急に笑顔を向けてくれた。ややぎこちない、いつもより透とう明めい感かんがすくない笑顔だったが。

「そう……ですね。はい。わたしも姉さまたちを信じることにします。春はる賀がさんみたいに」

　すこしだけ無理して作った、羽は純ずみの笑顔。

　ハルが気を遣ったのだと察して、逆に心配かけまいとしてくれたようだ。羽純のまっすぐな瞳に見つめられて、ハルは落ち着かない気分になった。

　変な感じだった。相手がいい子すぎて、逆に気後れしてしまう。

　織おり姫ひめとはまた異なるベクトルで、やりにくい相手だった。

「ただ、柊ひいらぎさんの言っていたことが気になります。関かん東とう地ち方ほう以外にもドラゴンたちが飛んできているらしいって……」

　羽純がまたすこし沈んだ表情になった。柊さんが教えてくれた情報だ。

『まだ情報を収集中なんだけど、列島各地にラプトルの群れが襲来しているらしいの。同時多発的にね。日本中の防衛関係者が大騒ぎしてるそうよ。関東に来た群れをどうにかできたら、織姫さんには手が足りてない地域に出張してもらうかも』

　竜族小型種『ラプトル』によるドラゴン・ストライク。

　これは本来、散発的なものだ。群れ同士で示し合わせて、特定の地域を計画的に襲撃などという事態はまず起こらない。

　例外があるとすれば、上位種がからんだケースのみ──。

　そのとき、横柄かつ尊大な少女の声がいきなりこんなことを言った。

「ふむ……味は悪くない。及第には達している。が、口のなかの油を酒で洗いたくなるな。かつて妾わらわに供物を献けんじた人間どもは、そのあたりも抜かりなかったものだが」

　声の方を見る。いつのまにか和服姿の少女が隣にすわっていた。

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおを思わせる緋ひ色いろの衣。黒髪に紅あかいリボン。見た目は可か憐れんな幼女でありながら、その正体はドラゴン上位種の亡ぼう霊れい──。

　火ひ之の迦か具ぐ土づちは器用に箸はしを使い、青椒肉絲チンジヤオロースを口に運んでいた。

「あんた……ものを食べることもできたのか」

「べつに飲み食いする必要もないので、めったにやらんがな。ところで小僧、地上もなかなかきなくさくなってきたようではないか」

　一方、緋衣の亡霊とはじめて対面した羽純は目を丸くしていた。

　それでも驚おどろきを押し殺し、挨あい拶さつでもするつもりなのか口を開きかけたのだが。あいかわらずの横柄さで火之迦具土は手を振り、羽純を制した。

「巫み女この小娘よ。おまえの素性はとうに知っているし、おまえも妾のことは耳にしていよう。あらたまった挨拶なら不要だぞ。面倒だ」

「は、はい。おうわさはかねがね姉さまたちから聞いてますっ」

「無論、妾がまとう女王の高貴さに感銘し、跪ひざまずきたいのなら止めはせんが」

「!?　女王さま──なんですか!?」

「ふふふふ。そのあたりはおいおいな」

　素直な羽は純ずみの相手で興が乗ったか、火ひ之の迦か具ぐ土づちはすこし機嫌よさげだった。

　そして、にやりと唇くちびるの端を曲げながら、ハルをちらりと見つめる。

「小僧。もしかしたら、おまえにとって歓迎しがたい客人が近く現れるやもしれぬぞ。そのとき試されるのはおまえの器量……謎を追うのもいいが、ゆめ警戒はおこたるな」

　いきなりの警告に、眉をひそめるハルだった。



　そして、東とう京きよう新しん都とでハルたちがラプトル飛来の報を聞いた頃。

　太平洋上のとある小さな島で、白金色の焔ほのおが轟ごう々ごうと燃えあがっていた。

　小お笠がさ原わら諸しよ島とうに程近い海域の、住む者といえば海鳥ばかりの無人島である。この岩場ばかりの孤島を白金の火が熱く、妖しく焦がす。

　それは竜族の魔術が生み出した超自然の焔であった。

　そして、かつてラーク・アル・ソスが生み出したのと同じ焔だった。

　今回、この焔に灼やかれるのはパヴェル・ガラド。メタリックシルバーの竜りゆう鱗りんを持つドラゴン上位種である。

　二週間ほど前、「雪ゆき風かぜの姫ひめ」を名乗る竜王に打ち倒されたばかり。

　しかし、あのとき胸に開いた大穴はすでにふさがり、壊れかけだった心金も正常な機能を取りもどしつつある。

　復活を成就させてくれた要因は、パヴェル・ガラドの掌しよう中ちゆうにあった。右の竜りゆう掌しように刻まれた、「」を三つ重ねたようなルーンである。

　これこそ、ガラドが継承した竜弑し──《剣の秘ひ文も字じ》であった。

「あとわずかで我が肉体は完治し、いくさの準備がととのう……。我が眷けん属ぞくたちよ、それまで我の代わりにかの地を飛び、開戦の角笛を吹き鳴らせ。パヴェル・ガラドが制覇すべき地の民草に、我が血の熱さを見せつけろ」

　ここより西方の海に浮かぶ細長い列島へ、眷属どもを送りこんでいる。

　彼らへの檄げきを口にしつつ、ガラドは白金色の焔に灼かれつづける。全ては《剣の秘文字》とひきかえに授かった試練クエストを果たすためだった。

「かの地を制覇し、我が領土とする──。それこそがわたしに課された試練なのだ！」

　竜弑しの力を得た白銀の竜、パヴェル・ガラド。

　彼の襲来によって未来が大きく変わることを、ハルたちはまだ知らない──。








【第二章　招かれざる客の影】
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「でも、ドラゴンたちは太平洋から三み浦うら半はん島とう──神奈川の方に接近中なんでしょう!?　こんなところで降りていいの!?」

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめはプロペラの音に負けないよう、声を張りあげた。

　織姫とアーシャを乗せた白いヘリコプターは、今まさに着陸を終えるところだった。

　かつて『魔ま女じよの館やかた』があった、新しん木き場ばの再開発予定地である。この間の戦いで、一部は焼け野原になっている。

「このまま現地へ向かっても、どうせ私ヽたヽちヽはまにあいません！」

　着陸したヘリのドアを勢いよく開けながら、アーシャが言った。

　彼女たちは連れとわかれたあと、近くの小学校に向かった。最短で現地へ赴おもむくため、『迎え』にきてくれたのがこのヘリだった。学校のグラウンドを臨時の着陸場として、ふたりを乗せたあと離陸したのだが──。

　機内でアーシャが目的地の変更を告げ、ここ新木場に降り立ったのだ。

「こちらが到着する頃には、自衛隊と環太平洋防衛機構ＴＰＤＯの迎撃部隊がラプトルと交戦をはじめているでしょう」

　海辺に向かって足早に歩きながら、きびきびとアーシャが語る。

「私たちがいるのに彼らを戦わせるのは、軍事費と人的資産の無む駄だ遣いです」

「でも、さっきまにあわないって」

「いい機会だから、こういうときに有効な対処法を教えます。この間から教えている魔術、今日は実戦で使ってもらいますね」

「あ、あれを!?」

　アーシャに続きながら、織姫はあわてた。魔術の使い方、なんとなくはわかる。ためしにやってみて、成功したこともある。しかし、自信があるかというと──。

「試しに訊きくけど、自信ないとか言ってもいい？」

「いいですよ。自信がなくても必ず成功させてもらいますけど」

「了解。死ぬなら成功してから死ねってやつね。アーシャさん、意外と鬼コーチだわ」

「織姫さんは聞き分けのいい教え子で、たいへん結構です」

　ふたりはテトラポッドで護岸されている海辺までやってきた。

　道々、機動隊の制服を着た警官の姿をちらほらと見かけた。警視庁所属の都市救助部隊だという。『館やかた』周辺の封鎖を監視中だったらしい。

「わたし、魔女の仕事を手伝うのは自衛隊の仕事だと思ってたわ」

「日本だと都市部での魔女支援は警察の管轄みたいです。軍、じゃなくて自衛隊は哨しよう戒かい活動や『蛇へび』をまわせない前線での戦闘、戦後処理を担当することが多い印象ですね」

「いよう」

　話しかけてきたのは、くたびれた背広姿の青年だった。

　見けん城じよう玄げん也や、《S.A.U.R.U.サウル》の東とう京きよう新しん都と支部スタッフである。無精ひげをはじめとするだらしなさがなければ、イケメンと呼ばれる機会が多そうな人物ではある。

「おふたりを超特急で送るつもりで、せっかくヘリを用意したんだがね」

　緊張感のない顔つきで、見城はのんびりと言った。

「途中下車するってことは、あれを十じゆう條じよう地じのお嬢さんにやらせる気か？　キャリア一月未満の新人に、ちとスパルタがすぎるんじゃないかね？」

「能力的には問題ありません。十分いけるはずです」

「なるほど。百ひやく戦せん錬れん磨まのミス・アーシャが認める逸いつ材ざいってわけだ」

　しれっとアーシャが答えれば、見城もにやっとうなずく。

　ふたりとも十條地織おり姫ひめの力量をあまり心配してない様子だった。それをプレッシャーに感じながら、織姫は目の前に広がる東京湾を見やった。

　江戸前の海だ。この先は太平洋の大海原につながっている。

　そして、まもなくラプトルたちが飛来するという三浦海岸の沖おき合あいにも──。

「じゃあ織姫さん。《幽体連結アストラル・リンク》をはじめてください」

　予想どおりの術名をアーシャは告げた。

「パートナーの『蛇』と距離がはなれていても、たがいの霊体をリンクさせれば感覚の共有が可能です。こちらの指示を伝えたり、『蛇』が見聞きした情報をリアルタイムで受信することだってできるようになります」

「つまり、遠えん隔かく地ちに『蛇』だけ送りこんで、戦闘してもらえるのよね……」

　前に教わった術の目的を、織姫は反はん芻すうした。

「はい。もちろん、このやり方には弱点もあります。魔女が近くにいないと、『蛇』は疑ぎ似じ神しん格かくを使えませんし。でも、敵がラプトル程度なら、遠隔戦闘で十分です」

「ただし、わたしが魔法を上う手まく使えれば……」

　しくじれば、自衛隊・横須賀基地の航空戦力が投入されるという。

　織姫は深呼吸して、気をひきしめた。

「敵の到達に合わせて現着できるか微妙なときは、これがいちばんです。慣れてない織姫さんのために、遮蔽物のすくない海まで来ましたし」

「そ、そういうのも影響するのね」

「はい。ただ、特級認定マスタークラスの魔女には自宅のベッドに寝そべりながらラプトル二〇匹を全滅させた怠け者もいますから、結局は慣れの問題です」

「それはさすがに、ものぐさがすぎるんじゃないかしら……」

　見知らぬ先輩魔女につっこんでから、織おり姫ひめは白はく状じようした。

「前にもらった初心者用の魔法の教科書？　ごめんなさい、正直言って、結構ちんぷんかんぷんだったわ……」

　訳のわからない、遠回しで具体性に欠ける記述の数々。

　あれを思い出した織姫に、アーシャは「それならそれでいいです」と言った。

「この世界、最後は結局ブルース・リーのノリですから」

「つまり、あれね。考えるな、感じるんだ……」

　偉大なカンフースターにして武術家の教えを胸に、織姫はイメージした。

　まず、悪あく路ろ王おうの姿を。そして、白き狐こ狼ろうと自分が無数の糸で結ばれている姿を──。

　大切なのは集中力、イメージのあざやかさ、己の精神こそが世界で最も強固な魂たましいなのだという揺るぎない自負心。それが秘ひ訣けつだと、前にアーシャが教えてくれた。

（正直、上う手まくできてる自信はないけど！）

　それでも『失敗は許されない』シチュエーションに後押しされて。

　織姫は我流のイメージを頭のなかで描ききった。大きく目を見ひらく。仕上げとして、ゆたかな胸の谷間を左手で押さえ、心臓を強く意識する。

　魔女の心臓──これこそが魔力を生み出す神秘の泉なのだ。

「悪路王、すぐに来て。わたしといっしょに戦って！」

　織姫は声と魔力を空に向けて、同時に解きはなった。

　空に光の五ご芒ぼう星せいが顕あらわれ、そのまま『∞』の印になり、悪路王の形に実在化する。そして、織姫とパートナーの魂はイメージどおりに連結をはたして──。

「悪路王！」

　叫んだ瞬間、悪路王の霊体にひっぱられて、織姫の体から意識だけが抜け出した。

　織姫の意識はそのまま空を飛んで、悪路王の『上』にポジションを取る。いわゆる“〝幽ゆう体たい離り脱だつ”〟をして、空から悪路王を見守っている状態だった。

「ちゃんとオンオフできるのよね……」

　試しに目を開けると、すぐに意識はもとの体にもどった。織姫はきちんと埋立地の上に立ち、目の前には東京湾が広がっている……。

　ふたたび目をつぶる。また意識が“〝離脱”〟して、悪路王の『上』に飛んでいった。

「織姫さん。悪路王にルサールカのあとを追わせてください！」

　アーシャの声を聞いた瞬間、悪路王の隣に蒼あおき翼竜が飛んできた。

　一いつ角かく獣じゆうのごとき長い角を持つ、飛竜ワイバーン型リヴァイアサン。織姫が集中している間に、いつのまにか召しよう喚かんされていたらしい。

「ついていけばいいのね。悪あく路ろ王おう、アーシャさんの言うとおりにして！」

「ルサールカ。そのまま指示した空域に移動！」

　盟めい約やく者しやの声に応えて蒼あおきワイバーンは飛行をはじめ、陸地をはなれていった。

　一直線に飛んでいく。速い。悪路王もそのあとを懸命に追い、なんとか喰くらいついていく。織おり姫ひめの意識はリンクしたパートナーの霊体にひっぱられて、勝手にそのあとを追って飛んでいった。

　横を見れば、いつのまにかアーシャの姿があった。

　同じように“〝幽ゆう体たい離り脱だつ”〟した意識を魔術的視覚とやらが視認しているようだ。

「ただまっすぐ飛ぶだけでいいのなら、『蛇へび』は音速の三分の二くらいまで出せます」

　アーシャの意識は言った。ものすごい速さで自身も飛びながら。

「このまま接敵予測ポイントまで急がせましょう」

「でもアーシャさん。どっちの方角に飛べばいいのか、よくわかるわね!?」

「《空間把握》と《位置情報》の魔術を使ったからです。《見敵》と合わせて遠隔戦闘では必須となる術なので、おいおい教えますね」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの魔女となるには、学ぶべきことが山ほどあるらしい。

　軽くため息をつき、そのまま悪路王を全速飛行させること、しばし。織姫の意識もそれに勝手にひっぱられていく。

　ちょっとしたジョギングを楽しむ程度の時間が流れた。

　この間、二体のリヴァイアサンはずっと海上を飛んでいたのだが、やがて前方に鋼はがね色いろの小型ドラゴンたちが見えてきた。襲撃地を探すように地上を睥へい睨げいしている。

　竜族小型種、ラプトル──。聞いていたとおり九匹だった。

　上位種を間近で見たあとだと、竜よりもむしろトカゲに似ている気さえする。

「打ち合わせどおり悪路王にやってもらうから、ルサールカは休ませて！」

　織姫は敵を認識するなり言った。

　羽は純ずみの水み無な月づきほどではないが、ルサールカも万全のコンディションではない。必要もないのに無理をさせるべきではないのだ。

「ええ、まかせます。気を抜きさえしなければ、余裕で勝てる相手ですよ！」

　アーシャのアドバイスにうなずいてから、織姫は攻撃の意志を発した。

　ずっとルサールカの背後を飛んでいた悪路王が針路を変えて、ラプトル九匹めがけて突っこんでいく。全速力で、一直線に。

　そのまま群れへ激突。シンプルに体当たりをぶちかます。

　ラプトルの体格は『蛇』の半分以下。これだけで群れの三匹が自動車にひかれた犬のように吹っ飛んだ。ダメージも相当だろう。

　──ある意味で、この先制攻撃が戦いを決定づけた。

　これを受けて浮き足立ったトカゲの群れと、最初に勢いをつけた悪あく路ろ王おう。もともとの地力がちがいすぎることもあり、あとは一方的だった。

　角状部位とは、『蛇へび』が攻撃・威い嚇かくに用いる器官である。

　悪路王のそれは太くて長い九つの尾。まるで生きた大だい蛇じやのように身をうねらせながら、しかも敵のラプトルめざして伸ヽびヽてヽいヽくヽ。

　尾がゴムのように伸び、しなり、鞭むちのようにラプトルを打ちのめす。

　この攻撃を九つある尾が次々と繰りかえすのである。尾で一撃された羽はトカゲたちはかわすことも耐えることもできず、のけぞるように吹っ飛んでいく。

　たいてい二、三発で絶命し、ラプトルたちは続々と海へ墜つい落らくしていった。

　そして、悪路王が口から熱線の息を吐き、最後のラプトルを葬ほうむったとき。織おり姫ひめたちの勝利が確定した。

　ふたりの魔女は『蛇』たちの実在化を解き、地上より消し去る。

　同時に《幽体連結》も効果を失う。織姫は閉ざしていた目を開けた。

　向こうを見れば東京湾の海。近くを見れば新しん木き場ばの埋立地。アーシャや見けん城じよう、ヘリの操縦士たちの姿も自分の目で確認し、息を吐き出す。

「どうにか勝ててホッとしたわ……って、あら？」

　急に膝ひざが笑いはじめ、がくりとへたりこんでしまう。

　体が泥のように疲れきっている。自分の状態に気づいて、織姫はびっくりした。

「『蛇』との距離がはなれるほど、私たちの消耗も大きくなります。指示を出したときの反応も鈍にぶいですし。遠隔戦闘のデメリットとして覚えておいてくださいね。私もひさしぶりにやって、おなかがすきました……」

　アーシャも疲れているようだ。ただ、へたりこんではいなかった。

　体力ではなく、魔女としての力量の差が疲労に影響するのかもしれない。

　ともあれ、先輩であるアーシャの全面的バックアップ付きではあるものの、織姫はどうにか単独で戦闘を切り抜けたのだった。



「あの感じだと、戦闘にひとくぎりついたみたいだな」

「そう……みたいですね。姉さまたちも無事みたいで、安心しました」

　ハルがつぶやくと、隣で羽は純ずみも安あん堵どの吐息をもらした。

　向こうでは織姫がへたりこみ、アーシャもぐったりと疲れた顔をしている。しかし、切せつ羽ぱ詰まった様子は特にない。ふたりの周囲では、見城とヘリのパイロット二名が撤収の準備をはじめていた。

「こいつを持ってきてよかったよ。アーシャのやつ、また『おなかがすいた』って騒ぎ出すだろうから。十じゆう條じよう地じもだいぶくたびれてるみたいだし」

　ハルが持つトートバッグはもともとアーシャの所有物である。

　例の中ちゆう華か弁当を入れてある。これと共に新しん木き場ばまでタクシーでやってきたのだ。

「あ、わかります。水み無な月づきにいつもとちがうことをしてもらったときは、わたしもすごく疲れました。たまに点滴を受けることもありましたし──」

「点滴……？」

　羽は純ずみの相づちを聞きとがめて、ハルはつぶやいた。

『蛇へび』の召しよう喚かんと使役は、たしかに魔女を心身共に激しく消耗させるという。

　しかし、ラプトルとの戦闘程度で点滴を必要とするようなケースはまずないはずだ。ふつうなら。そういえば、織おり姫ひめいわく『従姉妹いとこは体が強くない』だったか……。

　やはり、白しら坂さか羽純は荒事に不向きな少女らしい。ハルはため息をついた。

「ど、どうかしたんですか、春はる賀がさん？」

「いいや、なんでもないよ」

　この気立てがよくて体の弱い女の子と、織姫から感じる苦手意識。

　ハルはようやく正体に気づきはじめた。

　うしろめたさなのだ。《S.A.U.R.U.サウル》の一員として、昔から『蛇』と魔女の盟めい約やくプロデュースを手伝ってきた。しかし、適格者に選ばれる乙女がみんなアーシャのように特級認定にまで成長し、“〝活いき活いきと”〟活躍する逸いつ材ざいではない。

　むしろ、この役目に不向きな少女の方が多いはずで──。

　羽純や織姫の近くにいると、罪悪感とやらが首をもたげてくるのである。

「ふたりとも来てたのね」

　ハルは物思いを中断した。柊ひいらぎ友ゆ加か里りがこちらへ来るところだった。

　やわらかそうなカーディガンにスカートと、あいかわらず女性らしい格好だ。

「織姫さんたちにこのまま出張してもらう必要は、どうやらないみたい」

　手にした携帯端末を軽くかかげて、柊さんは言う。

「列島各地のラプトル出現状況をひととおり確認できたわ。同時多発的に襲来したドラゴン小型種のグループは全部で六組。それぞれ北海道根ね室むろの納の沙さつ布ぷ岬みさき、青森県の八はちの戸へ、伊い豆ず諸島の大島近辺、静岡県の御お前まえ崎ざき、高知県の土と佐さ湾、宮崎県日南市に飛来……」

　柊さんの端末に日本地図が表示されている。

　そのなかの八はち箇か所しよが赤く点滅していた。全て柊さんが口にした土地だった。

「みんな太平洋側か……」

「で、うち五箇所に『蛇』をまわして、水際でたたくことができたわけ。例外は宮崎の方だけど、襲撃が本格化する前に空自のみなさんがなんとかしてくれたわ」

　羽純とアーシャを除外すれば、日本国内に現在いるという魔女は七名。

　関かん東とう地ち方ほうの東とう京きよう新しん都とに織おり姫ひめ。ほかに北海道、岩手、岐阜、和歌山、島根、香川にひとりずつ在住している。彼女たちの大半が迎撃に出る事態となったようだが、まずは大事にならずにすんだらしい。

「でも、織姫さんは魔女になりたてとは思えないほど優秀よね」

　柊ひいらぎさんがいきなり話題を変えた。

「ここだけの話よ。実をいうと私、あの人は『蛇へび』と盟めい約やくを結べたとしても、それほど強い魔力には目覚めないだろうと思っていたの。とんだ見込みちがいだったけど」

「そ、そうだったんですか」

　唐突な打ち明け話への答えに、羽は純ずみが困っている。

　ハルも以前、同じ見立てをした。しかし、火ひ之の迦か具ぐ土づちが介かい入にゆうしたせいか、織姫はとんでもない早熟ぶりを見せている。そこをいぶかしむのは自然なことだ。

　が、今の柊さんはハルの反応を見るため、こんな話をしている気も……。

　彼女のくわせものぶりを知る同どう僚りようとして、ハルはなるべく脱力気味に答えた。

「まあ、ときどきアッと驚おどろく逸いつ材ざいがひょっこり出てくる世界ですし」

「それはそうだけど、そんな娘によくある“〝とんがった”〟部分が織姫さんにはないから、意外だったのよねー」

「あれで十分、十じゆう條じよう地じは曲くせ者ものですよ。アーシャと互角にはりあえるくらいです」

「そういう見方もあるか……。その発想はなかったわ。一本取られたかも」

「あ、あのっ。今のは姉さまとアーシャさん、どちらに対しても失礼な気が……」

　年長者たちへ羽純がひかえめに意見すると、さすがの柊さんも苦笑した。

「ごめんなさい。ちょっと口がすべりすぎたみたいね。……あ、そうそう。その織姫さんにはまだ仕事があるんだったわ」

「あ。あれですね」

　羽純には心当たりがあるらしい。柊さんも「ええ、あれ」とうなずく。

「面倒だし余分なことだけど、これも仕事のうちだしね。じゃ晴はる臣おみくん、羽純さんをおねがいね。私は織姫さんを連れて野や暮ぼ用ようがあるから」

　柊さんがはなれていく。その先にはぐったりした織姫と、やや元気を取りもどしたアーシャがいた。銀ぎん髪ぱつの幼なじみは近くに来た見けん城じようへ詰めより、何か食糧はないのかと訴えているようだった。見城は爆笑しながら板チョコを一枚差し出していた……。
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「昨日はひどい目に遭あったわ……」

　初の遠隔戦闘をこなした翌日。織姫はげんなりしながら言った。

　連休の間にはさまった平日なので、学校に来ている。今は昼休み。ハル・アーシャ・織おり姫ひめは学食で昼食を終えたあと、校庭の一角にやってきた。

　園えん芸げい部ぶが育てている花か壇だんのそばだった。

「戦いとか魔法をがんばるのは全然いいの。そのつもりで魔女になったんだし。でも」

　今日の織姫は珍めずらしく、傍はた目めにわかるほど疲れた顔だった。

「スポンサーの人たちに勝利の報告をしにいくのは聞いてなかったわ……」

「あのおじいさんたちが応援してくれるから、水み無な月づきも姉さまの悪あく路ろ王おうも不自由なく活動できるんだよ。ちゃんとお礼をいわなくちゃ」

　苦笑しながら羽は純ずみが従姉妹いとこに意見した。

　中等部の三年生である彼女も、織姫に呼び出されたのだ。

「そりゃ羽純なら、すっごく癖くせのありそうなおじさま軍団が相手でも、『おじいさん♪』とか呼んで、天使みたいに笑ってフレンドリーな空気を作れるでしょうけど。初心者のわたしにはまだ荷が重いわ……」

「ああ、野や暮ぼ用ようってスポンサーへの挨あい拶さつまわりだったのか」

　ハルは納得した。羽純および織姫の活動をスポンサードするのは、東とう京きよう新しん都とや関かん東とう地ち方ほうを拠点とする企業・資産家・ＮＧＯ・宗教法人・さらに地方自治体などだった。

　その代表者が集まる席に顔を出し、長時間話しこむ──。

　すこし前まで中学生だった女子には、たしかに荷が重いはずだ。

　まあ、肝きもが据すわっている織姫のこと。この役目にもすぐ慣れそうな気はするが。

「大丈夫ですよ、織姫さん。そういうのが面倒なら、『わがままなアーティスト』のノリで振る舞えば、向こうからコンタクトを避けるようになります」

「魔女の方がオンリーワンな人材だから、最終的には立場強いしね」

「まず、机を蹴っ飛ばすところからはじめるんです。あとジュースを買ってこさせて、味が気に入らないって相手にぶちまけたり」

「文句言われたら、よそへの“〝移籍”〟をほのめかせばいい」

「そういう不届きな誘ゆう惑わく、新人にしたらダメでしょう！」

　アーシャとハルが口々に言ったアドバイスへ、織姫はダメ出しをした。

「まったくもう。これだから春はる賀がくんたちは……。でも、ちょっとだけ悪魔の誘惑に乗ってみたい気持ちもゼロじゃないわね」

「ね、姉さま」

「今日、学校が終わったら、本当はお墓参りに行くつもりだったんだけど。昨日の勝利をお祝いするって、おじさまたちが急に食事会をしようとか言い出しちゃって。主しゆ賓ひんとしては出席せざるを得ないのよね」

　従姉妹にたしなめられつつも、織姫はため息と共に言った。

「墓参りって、今日が誰だれかの命日とか？」

「ではないけど、一応、節目みたいな感じで。わたし、ドラゴンと戦うようになりましたって報告をお父さんとかお母さん、弟なんかにね」

　織おり姫ひめは特に抑よく揚ようをつけず、いつもの調子で言葉を重ねた。

「たまたまわたしが剣道の試合でいなかった日曜日、家族で自動車に乗って出かけたの。ちょうど高速道路の下を通ったら、運悪く上が崩落してきちゃって。何年か前、そのあたりでラプトルが暴れたことがあって、それがもとで老ろう朽きゆう化かしてたらしいのよね。……まあ、ドラゴンだけが原因じゃないけど、家族には報告しておこうかなって」

　織姫の家庭は祖父ひとり、孫娘ひとりなのだという。

　そうなった理由があるはずだった。また、ハルもひとり暮らしを長く続けてきた身。グルジア出身のアーシャもイスタンブール在住の母親をのぞけば家族はいない。だからというわけではないが、ハルはこう言ってみた。

「柊ひいらぎさんに貸しのひとつくらいはあるから、あの人に言ってみようか？」

「私の分も合わせれば、貸し三つはいきますよ？」

「ありがとう。でも大丈夫。本気で行きたくなかったら自分で言うわ。気にしないで。でも……いつかそういうことを頼むときが来たら、おねがいね」

　ハルとアーシャに冗じよう談だんめかして言ってから、織姫は従姉妹いとこにうなずきかけた。

　この話がはじまると、すぐに羽は純ずみがそばに来て、無言で織姫に寄りそったのだ。

「あ、そうそう。話は全然変わるけど」

　織姫がすこし唐突に言った。しめっぽい話題を意識的に敬遠するという共通点がハルとアーシャにはある。どうやら織姫も同じらしい。

「実は昨日、戦いのあとで思ったんだけど。この間、春はる賀がくんがルサールカに使わせた《弓ゆみの秘ひ文も字じ》ってあるでしょう？」

「ああ、あれか」

「あの文字、悪あく路ろ王おうも使えるようにしといた方が何かと便利じゃない？」

「それはまあ、たしかに」

　正論だとハルはうなずいたのだが。不思議だった。なぜか上う手まくいくイメージがわいてこない。どうしてだろう？

「たしかにこの前のルサールカとアーシャさん、すごかったです」

「でしょう？　もし水み無な月づきがよくなったら、水無月にも使わせたいわよね」

「それもまあまあ正論……だねえ」

　従姉妹たちがうなずき合い、ハルも認める。しかし。

「だ、ダメです！　あれは私と晴はる臣おみ（だけ）の絆きずなといいますか（ムニャムニャ）……」

　なぜかアーシャだけが反対した。ところどころ小声すぎて聞こえないが、織姫にはわかったようで『そういえば……しまったわ』という顔になる。

　ハルは幼なじみの言わんとするところを想像して、言った。

「アーシャが慎しん重ちようになる気持ちもわかるよ。訳のわからない力だから、あまり当てにしすぎるのはたしかに危険だ。秘ひ文も字じが原因の副作用とか出てくるかもしれないし」

「うわあ。春はる賀がくん、やっぱりそっちへ行くのね……」

「何がだい？　ま、それはともかく。リスクを踏まえつつも、データを増やすためにテスト運用の機会を増やしたい気持ちはたしかにあるんだよな……」

　ぶつぶつと言ってから、ハルはじっと織おり姫ひめを見つめた。

　いちばん状態のいい『蛇へび』を所有する協力者の出現に、出来心を刺激される。

「せっかくの提案だし、ためしにやってみるか」

「は、晴はる臣おみ！」

「ダメでもともとだよ。この間はどうやったっけな？」

　アーシャの文句を聞きながしつつ、ハルは記憶を探った。

　あのときはたしか、アーシャとルサールカがどうしても『必要だ』と心の底から願い、手をさしのべたのだ。そして、幼なじみもその手を取り──。

「十じゆう條じよう地じ。僕の手をつかんでくれ」

　ハルは右手をさしのべた。

　こくんと織姫がうなずいて、その手をゆっくりと取る。

　ルルク・ソウンの秘文字が宿るはずの手、あの謎めいた魔術記号の在処ありかを──。それからハルは強く念じた。どうしても十條地織姫が必要なのだと。

　そのまま一分近く。ハルはおもむろにつぶやいた。

「どうやらダメみたいだな。十條地にルーンを託たくすことはできないみたいだ」

　どうしてできないのだろう？　考えこむハルだった。



　その後、放課後となり、織姫は食事会とやらに出席するため早々に下校した。

　アーシャも『用事がありますので！』と教室を出ていった。ハルはひとり帰宅──せずに、鉄筋校舎ふたつの前にやってきた。図書館と文化部クラブハウスである。

　しかも、織姫の従姉妹いとこ・羽は純ずみを連れとして。

「でも、いいんでしょうか？　魔女の道具や本を学校に置いてしまって……」

「ベストではないけど、下手な場所よりはベターかなあ」

　不安そうにつぶやく羽純へ、ハルは返事した。

「うちの学園は《S.A.U.R.U.サウル》の出資で設立されたんだ。新しん都と内にある、べつの大学と同時期に。この両校はある目的のために造られたそうだよ。魔術関係の教育を一般の子弟にも施ほどこすっていう、ね……」

「ふつうの人にも魔法を教えるんですか!?」

「もちろん誰だれにでもってわけじゃないだろうけど。意欲の高い優秀な人材がいたら、若いうちに《S.A.U.R.U.サウル》へ勧かん誘ゆうして、英才教育を施ほどこす感じらしい」

　魔術を研究する秘密機関がどうして学校の運営などしているのか？

　不思議に思い、調べてみたのだ。世界各地に似たような学校があるらしい。

「魔女になれるかは素質次第だけど、研究職はちがうからさ。こういう人集めの方法はありかもよ。そんなわけで、この学校は魔術の秘密や危険を外に洩もらさないよう設計されてるし、君や十じゆう條じよう地じの生活圏でもある」

　しばらく『魔ま女じよの館やかた』の代替施設を置いても、問題ない場所だった。

「ここの地下はそういうケースも考えて、造ってあったらしいし」

　ハルはあらためて図書館を眺ながめた。下校直前に柊ひいらぎさんから電話があったのだ。新たな『館』となる場所をチェックしてきて欲しいと。

　ここへ来る途中、羽は純ずみと会ったのは偶ぐう然ぜん。事情を話したのはなんとなく。

　そして、羽純が遠えん慮りよしつつもこう申し出たのは予想外だった。

「ごいっしょさせていただいたら……ダメですか？　何かお手伝いさせてください」

　魔女として役に立てないことを気にしているのだろうか？

　断る口実をいくつか思いついたが、まあいいやと同行を受うけ容いれて──。

　羽純を連れて、ハルは地下一階へ降りた。

　廊下のつきあたりにドア。《S.A.U.R.U.》関係の事情を知る教員から受けとったカードキーを挿そう入にゆう。ドアを開けると、また階段。

　ここから先の地下二～六階が、当座の『館』になるという。

　ハルは羽純と共に各階を歩きまわった。

　全て空き部屋である。空調や鍵、照明なども動作をチェック。どれも問題なし。

「前の『館』にあった資料とかも問題なく運び込めそうだ。そろそろ撤収しようか」

　切りのいいところで、ハルは臨時のパートナーに声をかけた。

「調査スカウト任務としてはかんたんもいいところだな。いつもこうなら楽でいいのに」

「あ、聞いたことがあります。世界を旅しながら、魔法の力を秘めた品物や魔術の教科書を探す仕事……なんですよね？」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば。ほかにもいろいろあるけど」

「いろいろ、ですか？　……たとえば、どんなのでしょう？」

「そうだなあ。たとえば、各地の竜りゆう族ぞく租そ借しやく地ちに潜入して内情調査とか」

「そんなことも」

「生物としてのドラゴンの生態調査もあるね。ラプトルの連中を間近で観測したり」

「それは危険ですね……」

「危険っていえば、いちばんは地上にやってきた上位種の足取りや所在地を追いかける調査だねえ。ソスのときに実体験したけど、あいつらに目をつけられたら最悪だ」

「本当ですっ。気をつけてくださいね！」

　ハルは奇妙に思った。聞き役の羽は純ずみがやけに熱心すぎるような……。

「こんな話に興味があるのかい？」

「あ、はい。わたし、旅のお話とかが大好きなんです。あと、女の子で同じ趣味の子はあまりいませんが、冒険とか探険のエピソードなんかも」

「冒険って、五大陸最さい高こう峰ほうを全て登頂とか、ヨットで太平洋横断とかの？」

「はい。自転車でヨーロッパ縦断とかも大好きですよ」

　ふふふと羽純は微笑ほほえんでから、照れくさそうに付け加えた。

「自分でやるのはまちがいなく無理でしょうけど……。それにずっと東京にいなくちゃダメだったので、実は関東から外に出たことがほとんどありません……」

「専属で守護している土地があるんだから、仕方ないよ」

　羽純は東とう京きよう新しん都ととその周辺を専属で守護する魔女だ。

　見かえりに莫ばく大だいな報ほう酬しゆうやＶＩＰ待遇を受けとるものの、『守護者』の役割を持つ魔女は任地をはなれて気ままに旅することもできない。

　アーシャのように各地を転戦していく『傭よう兵へい』の方が、実は稀まれだった。

「十じゆう條じよう地じじゃないけど、『蛇へび』を休ませている間に旅行でも行ってきたら？」

「ふふふ。素敵なアイデアですね。でも、それはダメです」

　羽純はあの透とう明めい度どの高い笑顔になって、しかし、かぶりを振った。

「水み無な月づきは弱っているだけで、呼び出せないわけじゃないんです。今のわたしたちでも役に立てることが何か起きるかもしれませんし」

「まじめだなあ。でも、その判断はたぶん正解……かな」

　ハルは頭をかきながら認めた。一本取られた気分だった。

「ビギナーとは思えないほど十條地たちは強いけど、だいぶ経験は浅いわけだし。『万が一』が起きる危険はたしかにあるな」

「さっき姉さまの家族の話になりましたけど、たまに思います。わたしがもっと早く水無月を呼べるようになっていて、この近くに来るドラゴンを全部追い払えていたら、もしかしたら今もみんな姉さまといっしょに──なんて夢みたいなことを」

「…………」

「こういう『念のため』は、たぶん無む駄だじゃないと思うんです。ふふっ」

　歳下の少女が明るく微笑むのを見て、ハルは思った。

　すこし遠えん慮りよがちなので目立たないが──この子はもしかしたら、自分や織おり姫ひめよりもしっかりしているのかもしれない。

　それほど魔力が強くない身で、何年もドラゴンたちと戦ってきたのである。

　苦労を積んでいる分、いろいろ考えることも多かったのではないか。羽は純ずみに対する認識をすこしあらためたハルだった。
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　ハルと羽純が図書館の地下に降りていった頃、実はアーシャも近くにいた。

　おとなりの文化部クラブハウス三階、文芸部の部室に。このとき彼女は、学校指定の制服もジャージも着ていなかった。

　身につけていたのは──エプロンドレスである。

　いわゆる黒と白のメイド服。ただし、スタンダードなデザインではない。

　スカートは限界ぎりぎりまで短く、ガーターベルトでストッキングを吊っている。

　部室のドアがコンコンとノックされる。「どうぞ」と答えたら、世にふたりといない怪人物・Ｍ部長が入ってきた。

「ちゃんと着替えはすんでるわね。上出来だわ」

「でも、どうしてこんな服を着なくちゃいけないんですか？」

「今日の特別講義にぴったりのコスチュームだからよ。覚悟はいい？」

「もちろんです、部長」

　カーテンを引いた薄暗い部室で、アーシャはＭ部長と向き合う。

　部長は今日も制服姿ではない。例のマタニティドレス風の黒い女物である。人格と体格の双方が生み出す貫かん禄ろくのおかげで、どこかのスナックのママに見える。

「本日の講義、テーマはずばり『カフェ』！」

「その心は!?」

「恋人たちの待ち合わせ場所。ふたりは甘く愛をささやき合う。『待った？』『ううん、今来たところ』。仲が深かろうと浅かろうと、かなりの頻ひん度どで利用する場所。それがカフェ。ここを攻略せずして、恋愛偏差値七〇以上の女子はめざせないわ！　講義開始よ！」

「サー・イエッサー！」

　Ｍ部長の号令に、思わず敬礼で応えるアーシャだった。

　昔、ロシア陸軍での研修で、『狼ヴオルク』と呼ばれし三さん白ぱく眼がんの教官からコマンドサンボの特別訓練を施ほどこされたときの記憶が甦ったのである。

　しかし、Ｍ部長はむーんとため息を吐き出して、言った。

「ちょっと待ちなさい、アンタ」

「何か問題でも？」

「問題だらけよ。何、その敬礼？」

「いけませんか？　ロシア式に『ダー』と言いそうになったのを、ここは日本なので空気を読み、英語にチェンジした機転、みごとだったと思うのですが」

「ロシア語でも英語でも関係ないわ。そんなだからね、アンタは陰で『戦場帰りのフルメタ傭よう兵へい女』とか『山さん賊ぞく系ハンティング女子』なんて、うわさされんのよ」

「な──!?　私、軍にいた時期は全て合計しても六か月程度です！」

　勢いこんで反論するアーシャだった。

「それ以降はときどき属しよく託たくで協力している程度ですから、謂いわれのない誹ひ謗ぼう中傷ですっ。山賊みたいなゲリラ活動とも無縁ですし」

「って、マジで軍隊経験ありなのね……」

「経験といえるほどでは。たしなむ程度というやつです」

　感じ入っている様子の部長に、アーシャは訴えた。

「自分で言うのもなんですけど、私、ちょっと特殊な経歴の割に上う手まくそれを隠して、日本の学校生活にもしっかりなじんでいると思うのですが」

「隠せてない隠せてない。順応はたしかにしてるけど、全然隠せてないわ」

「ええっ!?」

「ま、今のことは棚上げして、本題に入るとしましょう」

　Ｍ部長は気を取りなおすようにせき払いした。それから言う。

「今日のテーマはカフェ。今度こそ講義開始よ！」

「いつでもどうぞ！」

「じゃ、質問。あなたはカフェで頼んだサンドイッチやケーキが出てきて、『いやっ、こんなに食べきれない～』とか言う女、どう思いますか!?」

「うざいですね。注文したものくらい残さず食べろって感じです」

　アーシャは間髪入れずに答えた。

「食べきれる分だけ捕食する。それがハンティングの鉄則です。すぐに食べきれない食糧は保存食に加工するくらいの機転が欲しいですね」

「はい、女子ポイント、マイナス二〇！」

「──!?」

「食べ物を無む駄だにするなって意見には個人的に同感だけど。アンタは今ね、絶好のスキンシップチャンスを逃したのよ！」

「スキンシップ……？」

「つまり、こういうこと。『いやっ、こんなにたくさん食べきれな～い。ちょっと手伝ってェ。はい、あ～ん。どう、美お味いしい？』。これよ、これ！」

　Ｍ部長のパントマイム付き一人芝居を見て、アーシャは愕がく然ぜんとした。

「な、なんて高度なテクニック……。それを実行すれば『顔と体を寄せ合うようにして、ひとつの皿を仲睦むつまじく分け合うカップル』が自然に再現できるじゃないですか……」

「ええ。呑のみ込こみが早くて結構だわ」

「で、でも、そのカードを使うには、目の前の食糧を生け贄に捧ささげなければならない……。わ、私は甘いものもたっぷりいけるクチで、ケーキも大好物なんですよ？　たまに一ワンホールまるごといただきますし」

「そこはアンタ、戦略目標を実現するためにガマンもありなんじゃない？」

「ううううっ」

　せっかく注文したシフォンケーキを誰だれかに半分譲り渡す。

　その情景をイメージして、アーシャは打ちひしがれ、部室の床にくずおれた。それをＭ部長が厳しい師のまなざしで見おろしつつ言う。

「またひとつ壁かべにぶつかったようね。その壁をどう乗り越えるか、教えることはかんたんだけど……。それじゃアンタの成長にはつながらない」

「部長！」

「どこまでも悩み、考え抜きなさい。その末に見つけた答えがアンタの女子力を上下どちらかの方向に導くはずよ」

「下がったらダメじゃないですか！」

「まあね。そのときはアンタ、『女子力低め女子』から正しよう真しん正しよう銘めいの干物女にジョブチェンジしちゃうから、気をつけなさい」

「ううっ。リスクを冒おかさずして、成長するチャンスは得られないのですね……」

「そうそう、そのノリよ。ところでアンタ……色気ないわね」

　ぺたりとすわりこむアーシャを見おろしつつ、部長は言った。

　短いスカートは乱れ、奥が見えそうになっている。ぴっちりしたストッキングにつつまれた両足は床に投げ出したまま。少々はしたない格好だった。

　そして涙目である。メイド衣装である。

　そんなアーシャを見つめるＭ部長の目には、憐れん憫びんの情があった。

「ふつう、アンタくらいの見た目とスタイルでそんな表情と格好してたら、中学生以上の男は必ずグッときそうなものだけど。今のアンタ、全然エロくない。色気ゼロよ」

「エロゼロ!?」

　アーシャはふたたび衝撃に打ちのめされた。

「わ、私はこれでも度量の広い女です。まわりにいる男子が妙なことを考えても、私の可か憐れんさにかかる税金くらいに考えて、気づかないふりをしてあげますよ!?」

「見られてる意識が足りないのかしらねェ、たぶん」

　Ｍ部長は腕うで組ぐみしつつ考えこんだ。

「メイドのコスプレさせてもアンタ全然ふつうだし。『こんなカッコした私を見て☆』も『恥ずかしいから見ないで！』とかもないのよね」

「それはまあ、常じよう住じゆう坐ざ臥がいつでも自然体が私のモットーですので」

「原因はそこか。じゃあ、ちょっと想像してみなさい。今アンタを見てるのはアタシじゃないわ。あのひねた目つきの春はる賀がなのよ！」

「は、晴はる臣おみが？」

「アイツにね。いつもとちがう自分を見せるつもりになるの」

「具体的にはどんな？」

「ちょっと失敗しちゃって恥ずかしい……お願いだから見ないで。あ、だめ。顔が赤くなっちゃう、的な。あと、そうね。さりげなくスカートの奥が見えそうで見えないラインを維持しなさい。やりすぎない程度の『媚こび』が表情に出ると尚なおいいわ」

「よ、要求が厳しすぎませんか!?」

「いいからやるの！　このままだと、あの唐とう変へん木ぼくをほかの女に取られるわよ!?」

　強く叱しつ咤たされて、アーシャは必死に感情を盛りあげようとした。

　晴臣に見られているつもりで、羞しゆう恥ち心しんを高めるのだ。

　言われてみれば、たしかにこの格好、スカートの丈たけが短すぎる──。そういうことを注意したことはあまりないのだが、中身が見えないか心配になってきた。なんだか顔も熱くなってきたような……。

　急に体勢のきわどさが気になって、アーシャはきゅっと身をすくめた。

「いいわ、その調子よ。雰ふん囲い気きと仕草に女子っぽさが出てきたわ！」

「本当ですか!?」

「そうね。ちょうどすわってることだし、ためしに女め豹ひようのポーズでもやってみなさい。ない胸でも強引に強調して、セクシー度を上げるのよ！」

「な、ないわけじゃありません！　こうして、寄せて上げれば谷間くらい……！」

「そこでチャレンジだけでもしてみるアンタの根性、嫌いじゃないわよ……」

　ここは文芸部の部室なのだが──。

　文芸とはまったく関係ない活動に明けくれるアーシャたちだった。なにしろ部長自らがこんなことを言い出す始末である。

「次は人の視線を意識しながら動きまわる練習をしましょうか。見ててあげるから、アンタお茶でもいれてみなさい」

「でも、備品の紅茶もコーヒーも切れてますよ」

「仕方ないわねー。買ってくるから、アンタはしばらく個人練習ね」

「ひ、ひとりだけでどうすればいいんですかっ」

「大丈夫よ、台ヽ本ヽ用意してあげるから。そのうち本物のメイド喫茶でバイトでもして、男どもに見られる訓練をするのもいいかもね……」

「ううっ」



　図書館地下のチェックを終えて、ハルと羽は純ずみは一階にもどってきた。

「あ、あの。今度よかったら、お話を聞いてもらえませんか？　実は……春はる賀がさんにご相談したいことがちょっとあるんです」

「僕なんかに？　あまり力になれないと思うけど、それでよければ」

　などと話しながら、図書館の外へ出たら。

　おとなりの文化部クラブハウスに知り合いが入っていく。推すい定てい体重一四〇キロの怪人物、Ｍ部長である。コンビニ袋を手にさげていた。

「あら。あんた今日来てたの？」

「野や暮ぼ用ようがあったもので。でも、もう帰ります。連れもいますし」

　羽純に目をやりつつ、ハルは言った。

　連れの少女はぺこりと行ぎよう儀ぎよくお辞じ儀ぎした。動じた気配はまったくない。あからさまにあやしいＭ部長にも、いつものように透とう明めい度どの高い微笑を向けている。

　奇き人じん変へん人じんに対する許容度が大きいのかもしれない──。

　思わず感心するハルだった。一方、Ｍ部長はこんなことを言う。

「帰るのは三〇分のばして、文芸部までつきあいなさい。アンタの相方もいるわよ」

　ハルは「アーシャが？」とつぶやいて、連れの羽純を見た。

「もし差しつかえなければ……行ってみてもいいですか？　おとなりがどうなっているか知りたいですし、高等部のクラブ活動にも興味があります……」

　おずおずと言われて、ハルはうなずいた。いずれ『館やかた』になる場所の近くを知っておいて、たしかに悪いことはない。

　そのままＭ部長、ハル、羽純の順で階段を登っていく。

　部長は超巨体の割に足取りも軽快で、あとに続く羽純はこんなことを言う。

「実は前々から、文化系のクラブを何かやってみたいなって思っていたんです。運動が苦手なもので。自由になる時間がすくないから、いつも思うだけなんですけど……」

「そういうときはね、アタシの部に来ればいいの」

「でも、あまり活動に参加できないのは申し訳ないですし」

「いいのよ。幽霊部員も、月に一度しか来ない非ひ常じよう勤きん部員も、この春賀みたいなのだって、まとめて可愛かわいがってるんだから！」

　おとなしい羽純とパワフルなＭ部長。しかし、妙に会話のテンポはいい。

　意外な組み合わせの誕生をハルが見守っていると、文芸部の前に到着した。がちゃりと部長がドアを開ける。その瞬間だった。

「お、お帰りなさいませ、ご主人さま・お嬢さま。えーと、本日はようこそいらっしゃいました。ただいまお茶をいれますので、少々お待ちを──」

　ハルは見た。メイドコスプレをしている幼なじみを。

　さらにいうと紅茶をいれる動作までしている。ただし、手には茶器の類が一切ない。コントの練習、それともメイド喫茶ごっこのどちらだろうか。

　そして一いつ拍ぱく置いて、アーシャはハルたちの視線に気づき、きょとんとした。

「……へ？　晴はる臣おみたちがどうしてここに？　しかも羽は純ずみさんまで!?」

「たまたま会ったから連れてきたのよ。アンタのお茶ちや汲くみを見せようと思って」

「きゃああああああっ！」

　部長の説明に絶ぜつ叫きようするアーシャであった。

　ともあれ、ハルたちは文芸部に招き入れられ、長テーブルをかこんで席に着く。

「アーシャ。そのコスプレと、今のひとり芝居の意味、訊きいてもいいかな？」

「お、多くを語る気はありませんっ。突っこんだ質問は却下です。これはそう……言うなればアレです。練習着！」

「……何の練習をしてるのさ？」

「その質問はＮＧですからっ。それよりも私の艶あで姿すがたをとくと観賞してください！」

「あ、でも、すごくお似合いですよ。ふふっ。そういう格好の似合うアーシャさんがすごくうらやましいです。素敵です」

















「羽は純ずみさん、なんていい子！」

「ところで春はる賀が。あんた、新しい女の子を連れて、モテ期でも到とう来らいしてるの？」

　アーシャがいれた紅茶をみんなで味わっていたら、不意に部長が言い出した。白しら坂さか羽純と春賀晴はる臣おみをぶしつけに眺ながめながら。

「白坂は単に付つき添そいってだけで、僕の恋愛運と何の関係もありませんよ」

「そうかしら？　今はそうでも、将来はちがうかもしれないわよ」

　と、Ｍ部長はつぶやいて、おもむろにうなずく。

「いい機会だから、アンタの恋愛運を《恋愛事情察知フイーリングラブ》のスキルで見とおしてあげるわ」

「す、スキル？」

「動いちゃダメよ。はあ！」

　部長のつぶらな瞳に凝視されて、ハルは落ち着かない気分になった。

　そのまま十数秒。そして、おもむろに部長は首をかしげた。

「おかしいわね。恋愛事情が全然見えてこないわ」

「そりゃ見えないでしょう」

「いえね。アンタはとてつもなく大きくて厄やつ介かいな運命に呑のみこまれつつあって、恋愛運なんてチャチなものがどこかに吹き飛んでいる……。そんなふうに見えるのよね」

　ハルは絶句した。驚おどろいたのである。

　アーシャと羽純も唖あ然ぜんとして、Ｍ部長を見つめている。今の言葉、まるで《弓ゆみの秘ひ文も字じ》の件を知っているかのような物言いだ。

　ハルがはじめて、この人物の底知れなさに感かん嘆たんした瞬間だった。



　　　　４



　見渡すかぎりの白い氷原──。

　しかし、この地の季節は冬ではない。春だった。

　雪ゆき風かぜの姫ひめがいる場所は北ほく米べい大陸の最北西、アラスカのノーススロープである。

　北極海に程近いツンドラ地帯。春だというのに今年は雪解けがかなり遅い。いまだ雪と氷におおわれたままだった。しかし、その冷気が彼女には好ましい。

　まあ、おだやかな陽気も悪くはない。

　が、極寒や酷こく熱ねつの渦か中ちゆうに身を置いたときの充実感にはおよばない。

　只ただ人びとにとっては生きるだけでも困難をともなう極限の地。そこに凛りん然ぜんとたたずんで覇は者しやの威を示し、荒ぶる風や太陽、暗雲を愛めでる──。

　雪風の姫にとっては、心くつろぐひとときなのである。

　今も雪の精に似た美しい人間体のまま、口もとに微笑をたたえ、白いワンピース姿で氷原の美と静せい謐ひつを慈いつくしんでいたのだが。

　ややあって、この地の純白を汚す黒インクの染みに似た男へ目を向けた。

　ずっと彼女の背後に黙もく然ぜんとひかえ、話しかけられるのを待っていたのである。

「この間から思い出せぬのだが……おまえ、名はなんといった？」

「ソフォクレスとお呼びあれ、竜王ロードよ」

　黒い背広の上に、灰色のうすいコートを重ねただけの服装。

　この氷原にあっては軽装もいいところである。しかし、渋しぶ味みの強い声は平然としていて、凍えている気配はない。

「ああ、そうだった。だいぶ前に聞いたきり忘れていたぞ。ところで」

「『剣』を継いだ銀竜の件でありましょうか？」

「それだ。おまえがあの銀竜に攻め取れと求めた島国──あれはかつて紅ぐ蓮れんの女王が版はん図ととした地のひとつだぞ。やはり、あそこに『弓』があるのか？」

「おそらくは。このあとで立ち寄り、探してみる所存です」

　黒衣の男ソフォクレスは真摯な口ぶりで言った。

「が、かの地に屠と竜りゆうの刻こく印いんがあろうとなかろうと、私の求める試練クエストは変わりませぬ。あの島国に打ち込まれた《楔くさび》はすでに十分な成熟を迎えております。その気配を悟さとった羽トカゲハボネスや上位種ジズーもまわりをうろついているようです」

「楔……ああ。雷らい帝ていやハンニバル王が地上に打たせたという、あれか」

　雪ゆき風かぜの姫ひめは氷原の南方を見やった。

　その遙はるか先に純黒の三角柱がそびえたっている。高さ一〇〇〇メートルを越す超高層建造物、人類がモノリスと呼ぶ塔とうだった。

　このツンドラ地帯は、アラスカの地に造られた竜りゆう族ぞく租そ借しやく地ちなのである。

「雪風が地上を留守にしている間に、こんなものを建てていたとは」

「竜王方のどなたかに獲得を進言するつもりでおりました。しかし、あの銀竜を折りよく見みい出だせたため、彼にその役を託たくしたのです」

「ふ……己が領国を打ち立て、器量を示し、王への道を突き進めと」

　雪風の姫は軽やかに笑った。

「ははっ。地上もすこしは面白くなってきたな。となると、その国にいるやもしれぬ弓の担い手が問題だ。そやつと雪風は対の弓ゆみ箭やを持つ同士……」

　腕うで組ぐみしつつ、白雪のごとき美び貌ぼうで考えこむ。

「この雪風と対をなし、並び立つ立場の者。不ふ甲が斐いない匹夫であれば、是ぜ非ひもない。早々に首でも刎はね、粗相をする前に始末せねばならぬ。しかし……」

　華きや奢しやな少女の体が自然と熱くなっていく。

　白き竜王の昂たかぶる闘志と好奇心に、呼応しているのだ。

「あの銀竜を退けるほどの器なら、ひさしぶりに地上で荒ヽぶヽるヽのも悪くない。ソフォクレスよ、あとで事の顛てん末まつを報しらせにこい！」



　そして、ついにその夜が来た。

　伊い豆ず諸島の三宅島に配された空自・海自の各基地。

　また環かん太たい平へい洋よう防衛機構に所属する大規模な空母艦隊、および巡視部隊など──。

　それらの織りなす防衛ラインに、輝ける巨獣が飛び込んできたのである。

　索敵網を切きり裂さいたのは、まず《高速飛行》の魔術だった。全長十数メートルの巨体に音速の壁かべを突破させる超常の術だ。

　超音速の翼を広げて、メタリックシルバーの竜族が太平洋上空を駆かけ抜けていく。

　行き先は決まっているらしく、軌き道どうは一直線。ソニックブームを巻きおこしながら、只ただまっすぐに突き進む。

　もちろん、これを迎え撃つ人類側の守備者もいる。

　自衛隊と環太平洋防衛機構の航空戦力、および迎撃艦隊である。

　だが、すでに『敵』の正体がドラゴン上位種──学名エクエス・ドラコーニスであると看かん破ぱしていた士官のひとりは、黙もく然ぜんと首を左右に振っていた。

　迎撃のむなしさを予期していたのだ。

　事実、飛ひ翔しようするシルバードラゴンの戦闘行動はひとつだけだった。

　ただ吠ほえただけである。しかし、魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうは甚じん大だいな魔力を帯びており、あらゆる砲撃の音や駆く動どう音おんを圧して、空に響きわたった。さらにこの声は波動となって、空域一帯を一瞬にして駆け抜けた。

　オオオオオオオオォォォォォォオオオオオオオォォォォッ!!

　この波動が届くエリアにいた人間は、全て心臓が破れて即死した。戦闘機のコクピットも護衛艦・巡洋艦・空母の艦内も関係なく、死は迅速かつ平等に訪れた。

　そして、わずかな時間がすぎたあと。

　メタリックシルバーのドラゴン上位種は、横浜上空に到達していた。

　唐突すぎる移動開始と超音速飛行によって、関かん東とう地ち方ほうの『蛇へび』関係者に対応する時間も機会もあたえなかった。

　もっとも、彼ヽは交戦を避けるためにそうしたのではない。

　開戦の時を待ちわびていたからである。一刻も早く、宣戦布告したかったのだ。

「この地の人類諸しよ君くんに告ぐ。これよりわたしがつむぐ言葉を全て記録し、あらゆる知ち己きと隣人に伝えて欲しい。これは君たちの未来に大きくかかわる布告だ」

　白銀のドラゴンが吐き出す言葉は、非常に聞きとりやすい英語だった。

　そして、彼の男らしい声には張りがあり、朗ろう々ろうと大都市・横浜の夜に響いていく。

　夜景の明かりを受けて、銀の竜りゆう鱗りんがきらめく。空中で静止した彼のそばに屹きつ立りつするのは横浜市のシンボル、ランドマークタワーであった。

「恥を忍しのんで、浅学を打ち明けよう。君たちの居住する列島をいかなる体制の国家が治め、いかなる為い政せい者しやが治めているか、わたしは知らぬ。何も知らぬ」

　ドラゴンという魔ま獣じゆうでありながら、美声の持ち主であった。

　堂々とした語り口には、聴衆の情感に訴える演説家の素養が秘められていた。その声は男らしく、さわやかでさえあった。

「しかしだ。わたしはここに宣誓したい。この日本と呼ばれる列島のことごとくを我が支配下に治め、わたしのみを君主と仰あおぐ領土にしてみせると」

　巨大なシルバードラゴンより発せられた日本領土化宣言──。

　だが、聞く側の方は大混乱のきわみにあった。

　ドラゴン、東京湾上空に侵入の報を受けて発令された緊急避難勧告。

　しかし、通常の小型種接近時よりも遙はるかに速くシルバードラゴンが到とう来らいしたため、横浜市街にはいまだ避難場所に移動中の市民が多かったのだ。

　うずまく怒号・悲鳴・絶ぜつ叫きよう・絶望・すすり泣き・混乱・混こん沌とん……。

　ランドマークタワー周辺にいた人々、逃げ遅れてタワー内部にいた人々は走り、倒れ、立ち止まり、身をすくませ、呆ぼう然ぜんと天空の竜を見あげ──

　居合わせた人々のほとんどが大いに混乱していた。

「我が領土となったのちは、我が眷けん属ぞく以外の竜族をこの国に近づかせぬと誓約しよう。日本国を蹂じゆう躙りんする特権は、このパヴェル・ガラドの軍勢のみが所有するのだ」

　ついに竜族の口より自身の名が告げられた。

　ただし、聴衆のなかでそれに気づく者は皆かい無むに近かったが。

「明日より数えて五日待つ。わたしの知らぬ王ないし為政者よ、我が侵略を平和のうちに終わらせたければ、その間に我がもとを訪ね、臣しん従じゆうの誓ちかいをせよ」

　パヴェル・ガラドは地上の混乱を満足げに見おろしつつ、語った。

「五日目の日にち没ぼつと同時に、わたしは出陣する。この国のあらゆる剣と火を根こそぎ打ち砕くだき、撃げき破はを重ね、君らが屈服するまで我が力を見せつけよう」

　ガラドは右手を前に突き出した。掌てのひらに『』を三つ列ならべた刻こく印いんが顕あらわれている。

　ドラゴン王ハンニバルが《剣の秘ひ文も字じ》と呼んだルーンだった。

「実を言うと、君たちが安易な臣従を選ばぬことを願ってもいる。捧ささげられた領土よりも勝ち取った領土にこそ価値を見みい出だすのが戦士であり──」

　次の瞬間、彼の掌しよう中ちゆうに長大な剣が忽こつ然ぜんと出現した。

「そして、わたしは戦士なのだ！」

　その剣は長くぶあつい刀身を持ち、両刃だった。柄の部分も長く、ガラドが両手で握にぎってもまだあまるほどだった。

　刀身の根元近くには、《剣の秘ひ文も字じ》のルーンが銘のごとく刻まれている。

　この剣をガラドは軽く一振りし、太た刀ち風かぜを巻きおこした。

「さらばだ。パヴェル・ガラドはひとまず君らの前より去るぞ！」

　ルーンを刻んだ長剣を手に、銀竜は横浜上空より飛び去っていく。

　日本をはなれるわけではない。向かった先は旧東京租そ借しや地くちの廃はい墟きよ群ぐん──その中心近くにそびえ立つ純黒の三角柱、モノリスである。

　アラスカの地で、黒衣の男が《楔くさび》と呼んだ超高層建造物。

　その頂を前にパヴェル・ガラドは空中で静止し、高々と長剣を天にかかげた。

「ここに穿うがたれたる《楔》よ。わたしは竜弑しの剣をもって印となし、我が支配の先さき駆がけとする。パヴェル・ガラドを主と認めよ！」

　これこそが屠と竜りゆうの剣。彼の切り札、剣型『魔ま導どうの杖つえ』であった。



　そして同じ夜、場所は移り──。

　墨すみ田だ区くの一角にひっそりと建つ春はる賀が家のお屋や敷しきで、ハルとアーシャが書しよ斎さいのタワー型ＰＣおよびモニターに向き合っていた。

「燧石、竜弑し、竜弑しの文字……そのあたりに関する情報はやっぱりなし、か」

「でも、あのルーンをめざめさせたのは、おじさまが遺のこした石だった……」

「ああ。火ひ之の迦か具ぐ土づちは『焔ほのおを吹きこんだ』って言ってたよ」

　ぶつぶつとつぶやき合う、幼なじみふたり。

　ＰＣのハードディスクや外部記憶装置にひととおり検索をかけたあとだった。ハルの父が遺したデータ化ずみの蔵書・研究ノート類を調べていたのである。

　燧石。『火打ち石』の意味を持つ言葉だ。

　そんな名前の呪石を、父はどこで入手したのだろう？

　最近、暇ひまを見ては“〝雑用”〟をすませに旧東京へ赴おもむいていたため、こちらの調査がとどこおりがちだった。そろそろ本ほん腰ごしを入れて取り組むべきか──。

「かんたんに情報を引き出せないよう、デジタルなデータとしては資料を何も残していないのかも……。ありそうな話です」

「たしかに。となると、この家に運びこんでない親父おやじの蔵書をあたらなきゃいけない」

　ハルはため息をついた。かなり厄やつ介かいだったからだ。

　父の蔵書や手書きの研究ノートでここにないものは、全て日本国外にある。しかも、複数箇か所しよに。それらを集めて、一冊ずつ調べていく。相当な大仕事になるだろうし、まったく成果が出ない可能性もある。

「あとはおじさまと親しかった《S.A.U.R.U.サウル》の研究者や魔女にあたってみるとか」

「誰だれか親父おやじと共同研究でもしてたらいいんだけどな」

　そのまま話しこもうとしたとき、窓の外から声をかけられた。

「妙な詮索も程々にしておけ。そんなことをしている暇ひまはなくなりそうだぞ」

　火ひ之の迦か具ぐ土づちの声だった。庭に出てきているらしい。

　そういえば、アーシャはまだ口の悪い自じ称しよう悪魔に会ってないはず。ハルは幼なじみに目くばせした。心得たもので、短いうなずきが返ってくる。

　ふたりは即座に書しよ斎さいをはなれ、庭に出た。──やはりいた。

　緋の和服をまとう少女・火之迦具土が月に照らされ、たたずんでいる。

「はじめまして、と言っておきましょうか……？」

　探るようにアーシャが言った。しかし、火之迦具土の答えはぞんざいだった。

「初見のあいさつなら、その辺でいいぞ。この間も言ったが、いちいちあらたまって名乗り合うのは面倒だ。それより、あれを見ろ」

　自称悪魔の視線の先には、純黒の三角柱がそびえ立っていた。

　モノリス。旧東京の丸ノ内近くにある建造物だが、一〇〇〇メートルを越す高さのため、東とう京きよう新しん都とからでも見えるのだ。すると、アーシャがハッとした。

「晴はる臣おみ。魔術的視覚を使ってください」

「あ、ああ」

　思わず魔力鑑定用の片かた眼鏡めがねを取ってこようとしたのだが。

　あわててやめて、ハルは目を凝こらした。この前と同じように、道具なしで魔術的視覚が発動できた。その目で純黒の塔とうを眺ながめて──驚おどろいた。

　モノリスの上空に、白金色に輝くルーン文字が顕あらわれていたからだ。

　それは『』を三つ重ねたような魔術記号で、ハルはその意味を卒然と理解した。

「剣……？　あれは『剣』を意味する文字なのか？」

「うむ。おまえの『弓』と同じく、屠と竜りゆうの力を宿す竜弑しの文字よ」

　火之迦具土はあっさりと言った。

「あそこに印が見えるということはな。誰ぞ竜弑しを継ぐ者があの《楔くさび》──おまえたちの言う“〝ものりす”〟を押さえたということだ」

「おさえた、だって？」

「所有権を主張したのだな。この地に打ち込んだ《楔》は我のものだと。いずれ、この地に生まれ出ずる魔ヽ境ヽは我が『領土』なのだと」

「魔境……？」

「おまえたち当代の魔術師も知っているのではないか？　あの黒き柱が立つ土地では魔の力が増し、地水火風の全てが地上の理より外れていくと」

「モノリス周辺の魔力活性化ですね……」

　火ひ之の迦か具ぐ土づちの言葉を聞いて、アーシャがささやいた。

　だからこそ、悪あく路ろ王おう誕生の儀式は旧東京租そ借しや地くちで行われたのだ。

「うむ。この都の《楔くさび》はなかなかよい具合に熟しておる。すでに何匹かの竜どもが目をつけていたようだが、まさか《剣の秘ひ文も字じ》まで出てくるとはな」

　尊大な目つきをモノリスからハルに向け直しながら、火之迦具土は言う。

「文字の輝き具合より察するに、あれの使い手はいまだ真の王にあらず。小僧、おまえと同じ偽いつわりの王だ。まだ王となる資格を得ただけにすぎぬ」

「偽物の支配者……僭主テユラノス──」

　ハルはラーク・アル・ソスの言葉を思い出した。

　あのドラゴンは何度か『テュラノス』と口にしていた。これは僭王・僭主・暴ぼう君くんの意味を持つ、古き言葉である。

「ふふふ。僭せん主しゆの治める地となれば、この国は荒れるぞ。知恵ある竜どもは偽りの王──竜王の僭せん称しよう者を何より嫌うからな。機会があれば、ためらわず殺す。機会がなくとも、そやつのもとに攻め入って討滅しようとする」

「つまり、上位種のドラゴンが次々と日本に襲来するのですか……？」

　アーシャがいぶかしげに問う。たしかに信じがたい話だった。

　しかし、火之迦具土は軽くうなずいて否定しない。一方、ハルはべつのことを確認しておくため口を開いた。

「この間の上位種は、僕のことをその妙な肩書きで呼んでいた」

　ハルは挑むように火之迦具土をにらんだ。

「つまりさ。僕も『僭せん主しゆ』ってやつの同類だとドラゴンたちは考えるのか？　竜弑しのルーン文字を持っているから」

　答える代わりに、緋の衣をまとう少女は悪魔的に微笑ほほえんだ。

　疑ぎ惑わくが正解だと知るハルだった。
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「こんな感じで急にドラゴンが飛んできて、横浜は昨日、すごかったみたい」

「なるほど……」

　ＵＦＯ研部室の一九インチ薄型テレビでニュースを観みながら武む藤とうさんは語り、ハルはうなずいた。画面は昨夜の横浜市内で逃げまどう人々、たまたま家庭用ビデオで撮影されていたシルバードラゴンなどを映している。

　今日は連休中だが、暦こよみは平日なので半日だけ授業があった。

　放課後、ＵＦＯ研がどうしているか気になり、部室を訪ねてみたのである。

「ネットのニュースなんかで追加情報あるかな？　えーと、『昨夜二一時頃、大型のドラゴンが横浜市内を襲撃。しかし不幸中の幸い、一〇分ほどで攻撃を終え、飛び去った』……うん、どこも大体こんな感じか。今朝と同じままだ」

　新聞数紙とノートＰＣのブラウザもチェックしつつ、武藤さんはつぶやく。

「でもさ。襲撃当時、向こうにいた人の話だと、そのドラゴンが何かしヽゃヽべヽっヽてヽいヽたヽらしいんだよね。たぶん英語で。ほら、これ聞いてみて」

　ノートＰＣで動画投稿サイトを訪ね、音声のみのファイルを再生。

　ガヤガヤと騒がしい音がスピーカーから聞こえてきた。怒鳴り声・わめき声・泣き声・悲鳴などのオンパレード。しかし、その合間合間にやたらといい声でスピーチする何者かの大声も、たしかに聞き取れる。

「これ、現場にいた人が録音してたんだって。うるさすぎて内容はわかんないけど」

「武藤さん。君はこういう情ネ報タ、どこで取ってくるんだい？」

「いろいろネタ元はあるけど、今回はネットで知り合った人」

　武藤さんはにんまり笑って言った。

「今日はこれから横浜に行ってくるよ。市内の様子を実際に見て、それから昨日たまたま現地にいた知り合いとも会って、話を聞いてくる」

「高校の部活でそこまでするのか……」

「あはは。ネットで検索したのなんて、調べたうちに入らないじゃん。まちがった情報とかウソが平気で飛びかってるし。本当のところはちゃんと現地取材しないとね」

「そりゃごもっともだ」

「それにしても、最近ドラゴンたちが関東のあたりに来るの、多いよね。この一月でもう四回目だし、ちょっと多すぎる気もするかな……」

　ハルはぎくりとした。火ひ之の迦か具ぐ土づちの言葉を思い出したのだ。『すでに何匹かの竜どもが目をつけていたようだ──』。

「ところでさ。君のうちは一家集合して避難準備とか、都内脱出とかしないの？」

　ごまかすようにハルは訊たずねた。

「うちのクラスなんか、どうせ連休中だしって三分の二以上休んでただろ？」

「我が家は大おお雑ざつ把ぱなんだよねー。家族みんな、『世界のどこにでもドラゴンは飛んでくる！』ってスタンスで。横浜から消えたドラゴンが新しん都とのすぐ近くに潜せん伏ぷく中とかなら、さすがに疎開のひとつも考えるだろうけど」

「…………」

　ハルは《S.A.U.R.U.サウル》メンバーとして、一般非公開の情報も知っている。

　しかし、あのビルに入っているラジオ局や居合わせたマスコミ関係者からの情報が公開されることはない。上位種がからむ案件なので、情報規制がかかったのだ。

　沈黙するハルの前で、武む藤とうさんはカバンを手に取った。

「あ、留学生ちゃん。お茶おいしかったよ。ありがとね。じゃ、あたしはこの辺で」

「どういたしまして──って、もう行っちゃいましたか」

　部室から去った武藤さんとハルがいたのは、中央の長テーブル。

　こちらには背を向けていたアーシャが顔を上げながら言った。壁かべ際ぎわに置いた小さな卓たくと向かい合い、そこで紅茶をいれていたのだ。

「それにしても武藤さん、フットワーク軽いですね……」

「この研究会に入って思わぬ収しゆう穫かくだったのは、ふつうの人たちがドラゴン関係の情報をどんなふうに認知してるのか、再確認できることだな」

　アーシャとハルはしみじみと言い合った。

「特に僕らなんか長いこと《S.A.U.R.U.》にいて、ふつうの感覚とずれてるからさ。純粋に新鮮で、興味深いよ。ところでアーシャ」

　あらためて幼なじみを見つめて、ハルは話題を変えた。

「文芸部員がわざわざＵＦＯ研に来てお茶をいれる理由、訊きいてもいいかい？」

「深い意味はありません。強いて言うなら、己を鍛えるためです」

　意味不明な説明をしたアーシャは、すこし前ノックと共に入室したきたのである。

　紅茶の茶葉と茶器一式をワゴンに乗せて、カラカラ押しながら。

「部長の許可は取っている……というか、あの人の指示ですし。『暇ひまなときはアタシの息がかかった部をじゃんじゃんまわるのよ！』と」

「あいかわらず謎な人だ……」

　つぶやくハルにアーシャはふたたび背を向け、紅茶をいれる作業にもどった。

　その所作が妙に躍動的で、リズミカルな印象だった。背筋が伸びて姿勢もいい。つい目で追いかけてしまう。ハルは「ん？」と首をかしげた。

　アーシャの調理風景は何度も観みている。いつもパワフルだった。『うりゃっ』『おりゃ！』『とりゃあっ！』のかけ声が加わっても違和感がない。膨大な食品類をパワーでねじ伏せる豪快さに満ちていた。

　なのに、今は芸術点を意識するフィギュアスケート選手のような雰ふん囲い気きさえ感じる。

　ハルはいぶかしさにまかせて、アーシャの背中を凝視した。

　学園女子の制服姿だ。茶器を置いている卓たくが低めであるため、幼なじみは前かがみになっている。ハルはハッとした。

　スカートの奥が見えそうで見えない。見えない。いや見える──ダメか。

　奇妙だった。アーシャはこの手のことに割と無む頓とん着ちやくなのだ。短いスカートをはいているときなど、ハルはたまにうしろで『今日は白か……』と無感動に思ったりする。

　彼女の無防備さゆえに、感動が刺激されないのかもしれない。

　だが、今のハラハラ感。見えそうで見えない感じが妙に新鮮であり──

「あの、晴はる臣おみ？」

　気づけばアーシャが恥ずかしげにこちらを向いていた。

「もしかして……見えてます？」

















「って何が？」

「だから、その……いえ。な、何でもありません」

　とっさにスカートのうしろを両手で押さえた幼なじみとの会話。

　ハルは奇妙に思った。なぜ残念な気持ちになっているのだろう……？

「そういえば、こんな事件があった翌日なのに部長さんはいないんだな」

「あの人は『どうしても抜けられない』演劇部のリハーサルに参加しています。『妖怪ぬらりひょんの仮面をかぶれるのはアタシしかいないのよ！』とか言って」

「どんな劇をやるのか、すごく気になるじゃないか……」

　部室でお茶を飲んだあと、ふたりはＵＦＯ研を出た。

　アーシャは文芸部にもどっていく。ハルはクラブハウスの隣、図書館の地下へ。

　近日中に『館やかた』の代替施設になるという地下のスペース。ここに今日の午前中、荷物が搬入されたはずなので、確認に来たのだ。

　いずれ書物や呪具をおさめるはずの大型ラック類がいくつも運びこまれていた。

　その間を歩きながら、ハルは驚おどろいた。知り合いの顔を見つけたからだ。

「あら晴はる臣おみくん。こんなところで奇遇ね」

「本当にそうですね。柊ひいらぎさんがいるとは予想外でした」

「私があずかっている子たちを置くところだし、チェックしてみようと思って」

　柊友ゆ加か里り、《S.A.U.R.U.サウル》の術務顧こ問もん。思わぬ出会いに驚きながらも、ハルは今いちばん知りたいことを問いかけた。

「横浜に出た銀色の上位種、やっぱり旧東京に潜せん伏ぷくしたままですか？」

「潜伏じゃなくて、優雅に滞在中よ。ちょっと見てみる？」

　柊さんがバッグからタブレット端末を取り出した。

　液晶に粗めの画像を映し出す。無人偵察機が撮影したものだろう。

　俯ふ瞰かんで見おろした旧東京とおぼしき廃はい墟きよの一角に、メタリックシルバーのドラゴン上位種がうずくまり、悠ゆう々ゆうと身を丸めている。両目は閉ざされていた。

　また、横たわる彼の背後に位置する建造物。見覚えがあった。

　旧国会議事堂だ。かつて、日本の政治の中ちゆう枢すうだった歴史的建造物である。

「日本征服志願者の宿泊先は永田町ですか。妙な皮肉ですねー」

「魔術で隠れもせず、堂々としたものだわ。ただ、うるさいのはきらいみたい。監視のためにはりつかせた偵察機はみんな壊されたそうよ」

「昔ヽのハリウッド映画なら、米軍が核でも打ち込みそうな状況ですけど」

「上位種の防御魔術に通用しないのは、過去の例から明らかだものね」

　ハルと柊さんはうなずき合った。

　動画投稿サイトではほとんど聞きとれない上位種のスピーチ。一般公開不可のクリアな完全版をハルたちはすでにチェックずみだ。

　パヴェル・ガラドと名乗った上位種が現在、旧東京にいるという情報も……。

「半月前に青銅色の上位種が出たと思ったら、今度は銀色よ？　ここ二か月くらい、関東近隣へのラプトル飛来回数が多かったことと関係──あるんでしょうね、やっぱり」

　ふぅと柊ひいらぎさんはため息をついた。

　答えを知るハルだが口にはせず、代わりに言った。

「ちなみに、あのドラゴンの要求は政府の方にも伝わってるんですよね？」

「ええ。さすがに『近いうちに』なんて悠長なことは言わないで、『我が国の主権をおびやかす親愛ならざる隣人には、毅き然ぜんとした態度で即時に国外退去を要よう請せいする』と──」

「伝えたんですか？」

「伝えたい気持ちはあるみたい。私たちがパヴェル・ガラド氏と交戦して失敗したら、ダメ元で特使が送りこまれるんじゃないかしら？」

　アーシャと織おり姫ひめはすでに上位種との戦闘を了承している。そのことはもう教室で彼女たちから聞いていた。そこでハルは訊たずねてみた。

「あと何日か猶ゆう予よがありますけど、仕掛けるのはいつですか？」

「猶予ぎりぎりまで待って、助すけっ人との『蛇へび』をたくさん集めたいところね……。でも、待つのはほどほどで切りあげる方がいいかも」

「なぜでしょう？」

「あのドラゴンが期限前にがまんしきれなくなって、暴れ出すのが恐こわいもの」

　上位種の好戦性を指摘してから、柊さんはやや心配そうな顔をした。

「実は今日ここに来たの、織姫さんと羽は純ずみさんの様子を見られたらと思ったのよね。ナーバスになっていたら話し相手にでもなろうかしらって」

「白しら坂さかもですか？　彼女は今回、新しん都とに待機のはずですよね？」

「ええ。でも、あのとおりの“〝いい子”〟だから。たぶん、自分が戦闘に参加できないことをすごく気にしてるはずよ」



　柊さんと別れたあと、ハルは学園を出た。もう夕方だった。

　帰宅するつもりで、最寄りの両りよう国ごく駅で新都環状線に乗る。タッチパネル式の携帯端末を取り出し、画像を次々と表示させた。

　廃はい墟きよの写真ばかりだ。日本の街並みではない。

　ニューヨーク州しゆう、旧マンハッタン租そ借しや地くちの風景だった。そして、モノリス。かつてウォール街と呼ばれた場所にそびえ立つ、純黒の三角柱。

　この写真は、魔術的視覚で視たものを画像化する魔術《視覚転写》で撮影された。

　旧ウォール街のモノリス上空には、いまだ人類が解読せざるルルク・ソウンの秘ひ文も字じが白金色の光で大きく描かれていた。

　長めの直線の先に、鋭するどい菱ひし形がたをつなげた象形文字。

　意味は長らく不明とされてきた。しかし、今のハルには一目でわかる。

　これは《槍やりの秘ひ文も字じ》を意味する竜弑しのルーンなのである。

「たぶん、旧ワルシャワのモノリスにも竜弑しの印があるんだろうな……」

　モノリスの上に輝く竜弑しの文字は、領有宣言である──。

　火ひ之の迦か具ぐ土づちの教えだ。そして、旧マンハッタン租そ借しや地くちは紅あかきハンニバル、旧ワルシャワ租借地は黒の雷らい帝ていという『竜王級』カエサル・ドラコーニスの支配領域なのだ。

　最寄りの業平橋駅に着いたので、ハルは携帯端末をしまった。

　電車を降り、家路をたどる。我が家にようやく帰ってきたら、門の前に女の子がいた。白しら坂さか羽は純ずみだ。彼女がどうして？　いぶかしむハルへ羽純はこう詰めよってきた。

「春はる賀がさん。折り入ってお願いしたいことがあります！」

　いつもは遠えん慮りよがちな羽純。しかし、今日は珍めずらしく勢いこんでいた。

「どうか火之迦具土さんに会わせてください。春賀さんの文字の力、どうして姉さまに託たくせないのかを訊きいてみたいんです！」

「ええっ？」

　とまどうハルをじっと真剣なまなざしで見つめる羽純だった。
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　黄金連休ゴールデンウイークもついに佳か境きよう、五月最初の休日であった。

　この日の朝、ハルは十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめと両りよう国ごく駅前にあるカフェで待ち合わせた。これだけならデートのため待ち合わせたカップルと見えるかもしれない。

　しかし、今回はもうふたり参加者がいた。

「いいか小娘よ。要は小僧と巫み女この双方に思い切りが足りないせいなのだ」

「お、思い切りですか？」

　オープンカフェのテラス席。四人掛けの丸テーブル。

　これをハル・織姫といっしょにかこむ二名、火之迦具土と羽純のやりとりだった。昨夜、春賀家を訪ねた羽純の要望を聞いて、怠惰な自じ称しよう悪魔は告げたのである。

　織姫とかいう巫女も呼んでこい、面倒だが一回だけ指南してやると……。

「単刀直入に言ってやる。小僧、おまえは巫女にこう迫れ。『おまえが欲しい。おまえの全てを俺おれによこせ』とかなんとか」

「す──全てをって、無む茶ちや言わないで迦具土さん！」

　暴言に織姫がクレームをつける。しかし、火之迦具土はかまわずに、

「巫み女こよ。おまえもその場の空気と勢いにまかせて、『身も心も全て捧ささげるわ』とか素直にだまされとけ。それで丸く収まる」

「ま、ますます無理よっ。絶対に無理！」

「僕や十じゆう條じよう地じにそんなことできるわけないだろ……」

「そのくらいの気構えが双方に必要ということだ。眷けん属ぞくの盟めい約やくを交わしたいのならな」

　あいかわらず緋ひ色いろの和服をまとう、見た目だけは美幼女の火ひ之の迦か具ぐ土づち。

　こんな存在がえらそうにテラス席でふんぞりかえっている。しかも、織おり姫ひめに羽は純ずみという美少女ふたりまでいっしょだ。そのせいで、店の客や従業員、外を通る人々の注目をたっぷり集めていた。

　ただ、この顔ぶれが逆に迫力になるのか、近くにすわる客はまだいない。

「「…………」」

　自じ称しよう悪魔の大おお雑ざつ把ぱな教えを聞いて、ハルは納得した。なるほど、それで『弓』の力を託たくせなかったのかと。その一方で羽純がショックを受けた様子だった。

「す、全てをよこせ……身も心も全て捧げるってつまり……」

　羽純は思い切り赤面し、華きや奢しやな体をすくませ、ぶつぶつとつぶやいている。

　そんな従姉妹いとこに織姫があわてて声をかけた。

「は、羽純っ。迦具土さんはあくまでたとえ話で言っただけ。変なふうに──れ、恋愛方面の意味に受けとったらダメよっ！」

「そ、そうだったの？」

「ん？　いや、まあ、巫女よ。ふたりで褥しとねに横たわり、事にいたってもいいくらいの心構えがおまえにあれば、眷属の盟約などたやすく成就できるとは思うぞ？」

「──事にいたる!?」

「想像したらダメっ。本当にダメだからね、羽純！」

「逆に小僧の方に『この女、必ずモノにしてやる！』くらいの気合いがあれば、また状況は変わるであろうしな。うむ」

　熱に浮かされたような羽純と、狼ろう狽ばいする織姫、訳知り顔の火之迦具土。

　女子三人のやりとりに、ハルは押し黙だまる以外の選択肢を持たない。仕方ないので、十條地は混乱すると『ダメ』を連呼するんだなーなどと考えていたら。

「で、でも、春はる賀がさんにはアーシャさんというお相手もいることですし、やっぱりそヽうヽいヽうヽ気持ちになるだけでもまずいですよね、おたがいに……」

「へ、変なこと考えるのは本当にそこまでっ。姉さま怒るからね!?」

　羽純の認識にあやまりを見つけたので、ハルはささやかに口をはさんだ。

「あ、いや。僕とアーシャはべつにそんな関係じゃないよ」

「そうなんですか？　す、すいません、わたし早とちりをしていました」

　今の一言に羽は純ずみはぺこりと頭を下げてくれる。しかし、頭を上げた瞬間、天使を思わせる可か憐れんな面差しは思いつめた表情になっていた。

「あ、あの、質問いいですか？　織おり姫ひめ姉さまのこと、どう思われます？　深い意味はないんですけど、異性として、ひとりの女性として……」

「は、羽純!?」

「姉さま、ふ、深い意味とか本当にないの。ただちょっと気になっただけで……」

　従姉妹いとこの困惑を不器用に流して、羽純はじっとハルを見つめる。

　こういうのを無む垢くというのだろうか？　へらず口がまあまあ得意な方だと自覚のあるハルだが、なぜか技ぎ倆りようを発揮する気になれず。

　羽純の目力に押されていると自覚しながら、言ってしまった。

「ん……まあ、だいぶ魅み力りよく的な人なんじゃないかなあ、やっぱり」

「だ、だったら、あとは姉さまの心次第……わ、わたし、実は急用がありました！」

　イスの音をガタンと立てて羽純が立ちあがる。

　狼ろう狽ばいして震え気味の手で財布を探り、今まで飲んでいたカフェラテ代とおぼしき額をテーブルに置き、足早に出口へ向かう。

「あ、あとは若いおふたりだけで、ごゆっくり……！」

　見合いの世話役めいたことを言いのこし、去っていく羽純だった。

「ちょっと羽純!?　もう、あの子ったら変なお節介を考えるんだから……」

「まあ、十じゆう條じよう地じは上位種と戦うわけだし、すこしでも武器を増やして欲しいんだろうよ。ただ、白しら坂さかのおかげでいい機会が持てた」

　織姫がつぶやく横で、ハルはようやくまともに話せた。

　女子成分が減ったおかげだ。まず正面にすわる火ひ之の迦か具ぐ土づちを見すえる。それから視線を転じて、西の方角の空を遠く見つめた。

　今いるカフェはなかなか見晴らしがいいところにある。

　おかげで東京界かい隈わいでは最も高い建造物、純黒のモノリスを見ることができた。

　その頂の上で、白金色に輝く《剣の秘ひ文も字じ》も。

「元ヽドラゴンのあんたには、そろそろ情報をガッと吐き出して欲しいんだけどな。今日この席でやってもらっても全然かまわないよ？」

「ふ──。べつに勿もつ体たいぶっていたわけではない」

　ハルの静かな追及に、ドラゴン上位種の亡ぼう霊れいらしい火之迦具土は言う。

「然しかるべき時が来ぬのに多くを語るのは愚者の為なすこと。聡そう明めいな妾わらわがそのような失態を冒おかすわけにもいかぬ。だが、たしかにそろそろ頃合いか──」

　火之迦具土も遠くモノリスを見つめる。みんなが何を見ているのか、織姫も気づいたらしい。何度かまばたきして、同じ方角を見つめ、うなずく。

　魔術的視覚の発動に成功したようだ。その直後だった。

「では女王。これより先の案内役は私におまかせあれ」

　不意に声をかけられた。錆さびをふくんだように渋しぶ味みの強い声だ。

「弓の竜弑しを継いだ少年よ。まずは君を祝福しよう。私は君という存在を非常によろこばしく思う。おめでとうと言わせてくれ」

　いつのまにかハルたちのそばに、黒い背広の男が立っていた。

　壮そう年ねんである。端整な容よう貌ぼうで、こちらも渋味が強い。背も高かった。

　そして人種不明だった。東洋人にしては顔の彫りが深い。よく日焼けしていて、白人にしては色黒すぎる。黒人の特徴は見受けられない。

「私はソフォクレス。竜とルーンと大地をめぐる、この壮大で野や蛮ばんなゲーム──『王への道』の調整役だ。下働きと言いかえてもいいが」

　あやしい男は名乗ると同時に、今まで羽は純ずみがいた席に腰こしを下ろした。

　それから慣れた感じでウェイトレスを呼び、コーヒーを注文するのだった。
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「当代の人々が上位種と呼ぶ知恵ある竜……竜族の間ではジズーと呼ばれる」

　ソフォクレスはコーヒーを一口だけ飲んでから、語りはじめた。

「実はな。全てのジズーはある共通の目的を持っている。『王への道』に入るための資格を見つけ出し、この道の終着点に必ずたどり着いてみせるという、な」

「全ての上位種が？」

　つぶやきながら、ハルは火ひ之の迦か具ぐ土づちの様子をうかがった。旧知らしい男の語り口に自じ称しよう悪魔は肩をすくめ、腕うで組ぐみをする。静聴するつもりのようだ。

　一方、織おり姫ひめは唖あ然ぜんとしてソフォクレスの声に聞き入っていた。

「ああ。ジズーとはそういう生き物なのだよ。『王への道』を踏破することが究極の望み。そのために知恵を身につけ、魔術を磨き、強きよう靱じんな肉体にルーンの秘力を宿らせる……」

「あんたの言う『王』って……まさか竜王のことか？」

　問いかけるハルをまっすぐ見つめ、ソフォクレスは力強くうなずいた。

「そのとおりだ。竜王になることこそが全ジズーの宿しゆく願がん。しかし、『王への道』の鍵はなかなか見つからぬもの。これを求めて、ジズーどもは地上と地底をさまよい、海にもぐり、天へ向かい、星海の領域にまで足を踏み入れる」

　ハルは思わず右手を見た。《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が宿る方の手を。

　するとソフォクレスが微笑ほほえんだ。ほんのかすかに、であったが。

「察しがよいな、少年。君の想像は当たっている。その竜弑しの文字こそが『王への道』に入るための鍵──資格だ」

　ソフォクレスは祈き祷とう文を読みあげるような真剣さでつぶやいた。

「だからこそ、竜弑しの継けい承しよう者しやをジズーどもは憎み、嫉しつ妬とする。己よりも先に竜王となるかもしれぬ存在と見て、な。『王への道』に踏み込んだ者を僭主テユラノス──偽いつわりの王と呼び、隙すきあらば殺そうとするのは、その妬心と憎悪が理由なのだ」

「それでソスは僕を目の仇かたきにしたのか……」

「少年よ。君に『王への道』を進む意欲があるかは知らぬ。が、生きのびたければ強く在ることだ。いかなる竜の挑戦も退け、返り討うちにしつづけ給たまえ。容易に自決もできない以上、それしか道はない」

「じ、自殺できない？　どういう意味だよ？」

「竜弑しの文字は至高のルルク・ソウン記号。神代の昔より、形を変えながらも存在し続けた不滅の印だ。そのような文字を宿す者がかんたんに死ねるはずもない」

　ソフォクレスは真摯そのものという表情でハルを見つめた。

「無論、不死身ではないが──ある程度までなら、不ふ朽きゆうであり不滅だ。首をくくるくらいではまず死ねぬ。自害するつもりなら、相応の年月をかけて万全の準備をするのだな」

　ハルは息を呑のんだ。隣にいる織おり姫ひめも同じく愕がく然ぜんとしている。

　いつも太陽のように明るいはずの同級生。しかし今、顔色は真っ青だった。

「しかし少年。君に死亡願望があるなら心配は要らない。力あるドラゴンと死力を尽くして戦えばいい。僭主に挑むほどの猛も者さであれば、あらゆる秘術を駆使して不朽であるべき肉体を破壊してくれるだろう」

「…………」

　ハルが絶句している間にソフォクレスはふたたびコーヒーを口に運ぶ。すっかり冷めていたのか、ぐっと飲みほして、こんなことを言った。

「もし『王への道』を進み、竜王となる意志ができたら、いつでも私を呼び給え」

「あ、あんたを？」

「そうだ。水ヽとヽ空ヽとヽ大ヽ地ヽをヽ征ヽすヽるヽこヽとヽが、竜弑しの継承者を強くする。王の位にふさわしき力を君が望むなら、何処いずこの地を征すればいいか吟ぎん味みし、試練クエストとして提案しよう。版ヽ図ヽが増えるほどに君は力を増し、竜王へ近づいていく……」

「ぼ、僕が竜王になれる、だって？」

「君が王位へ至るとすれば、それは数年後、数十年後、あるいは数百年後か──。少年よ。その日が来るまで、君には生をまっとうして欲しいと思っているぞ」

　最後にあのかすかな微笑を浮かべ、ソフォクレスは語りを結ぶ。

　しかし、ハルは珍めずらしく激しい口調で反論した。

「ちょっと待った。今の話には決定的におかしな点がある。僕は人間だぞ。ドラゴンじゃないんだぞ。竜王なんかになれるわけがない！」

「種のちがいは障しよう碍がいにならない」

　対して、ソフォクレスの答えはどこまでも静かだった。

「実はだな。かつては竜ならざる生き物であった『雑種』の竜は──意外と多い。無論、そうでない純血の竜族も大勢いるが」

　雑種。純血。その意味を漠然と察して、ハルは背筋が冷たくなった。

「もとは人間だったのに、ドラゴンへ変身するってことか……」

　ただの人間が変化か転生でも遂とげてドラゴンに生まれ変わる。お伽とぎ話ばなしだ。しかし、ウソだと笑うことができない。

　身をもって体験した《弓ゆみの秘ひ文も字じ》のすさまじさが許してくれないのだ。

「まあ、君が竜王にならぬつもりなら、それでもかまわない」

「…………」

「不思議なものでな。竜弑しを得ても『王への道』など我関せずで、我が道のみを突き進んでいた御ご仁じんが竜王方のなかには多い。ハンニバル王然しかり。雪ゆき風かぜの姫ひめ君ぎみ然り。あるいは、そういう者の方が向ヽいヽてヽいヽるヽのかもしれぬ」

　語りが終わると、ひさしぶりに織おり姫ひめが口を開いた。畏怖もあらわな表情で問う。

「そこまで知っているあなたは何者なの……？　やっぱりドラゴン……？」

「いいや、巫み女こよ。そやつは人間だ」

　答えたのはソフォクレスではなく、火ひ之の迦か具ぐ土づちだった。

「その男はな、おまえたちと同じ人間なのだ。天上にヒューペルボレア華やかなりし頃は、ならぶ者なきと呼ばれた魔術師だった。古き神々に仕える祭司でもあった。そして、永遠の生を得た不死人でもある」

　ようやく沈黙を破った火之迦具土の口ぶりには、皮肉の棘とげがあった。

　ハルはソフォクレスをにらみ、訊きかずにはいられなかった。

「そんな人間がどうしてドラゴンたちの仲間になってるんだよ……？」

「私は竜族の仲間ではない。竜王という破格の存在を生み出すゲーム『王への道』を調整しているだけの者、いわば下働きだ。火付け人といってもいいが」

「火をつける？」

「ああ。私はただ、見てみたいだけなのだよ。竜王という劫ごう火かによって世界が激しく燃えあがり、命と混こん沌とんがめくるめく燦きらめくさまを、この目で──」

　これが最後の発言となった。さぁっと春風が吹き抜ける。

　直後、ソフォクレスの姿が消えていた。現れたときとまったく同じ唐突さだ。ハルは黙だまって頭を振り、ため息をついた。
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　ソフォクレスが去ったあと、気づけばテーブルから伝票も消えていた。

　ハルはウェイトレスのお姉さんを呼んで確認してみた。全員分の支払いがいつのまにか終わっていた。黒背広の男が去り際に行った手品らしい。

「ドラゴンたちの関係者のくせに、妙に行きとどいてるじゃないか……」

　ぐったりとイスに背をあずけ、ハルはつぶやいた。

　それから、正面にすわる火ひ之の迦か具ぐ土づちを疲れた目で見つめる。

「僕としては、今の話の半分以上が大ボラだって説を提てい唱しようしたいんだけど」

「そうするのはおまえの自由だぞ。何が真実であるか、いずれ身をもって経験していくだけだからな。すこし早いか遅いかは、たいして重要ではない」

　突き放すように言われて、ハルは疲労感を味わった。竜弑しの文字、壮そう絶ぜつすぎる威力から厄やつ介かいな落とし穴があるかもと危惧はしていたが──。

「参考までに訊きくけどさ。竜王になった時点で姿形もドラゴンになるのか？」

「王にならずとも竜化をはたすことは、珍めずらしくもない。竜弑しの文字は、使い手を竜ヽにヽ近ヽづヽけヽるヽ武具なれば」

「…………」

「しかし、その件はあまり気にせずともいい。安心しろ」

　安心とか言うくせに、火之迦具土の口ぶりにやさしさはなかった。

「人であれ竜であれ、竜弑しを得た者の大半は未熟なうちに死ぬ。次々とジズーに挑まれるうち不覚を取り、『僭せん主しゆ』として弑しい逆ぎやくされる」

「なるほど……」

「おまえが数少ない例外となる理由、妾わらわはひとつも思いつけん」

「心あたたまる情報に礼を言うよ。すごく参考になった」

　万感の思いを深いため息に託たくしてから、ハルはぼやいた。

「この間、命を救った礼は要らないとか言ってたけど。こういうことか……」

「うむ。あそこで焼け死んでいた方がまともな死に方になったはずだ」

　いつかも聞いた文句を口にしてから、火之迦具土は席を立った。

　人目をはばかってか珍しく『パッと』消えず、二本の足で店の外へ歩いていく。

「せいぜい悪あがきするのだな。その果てにおまえが一代の英えい雄ゆうたりうる豪ごう傑けつとなれれば、あるいはそヽのヽ先ヽに進めるやもしれん」

　これだけ言いのこして、火之迦具土は去った。

　カフェのテラス席に残ったのは、ハルと織おり姫ひめのみ。しかし、相席の女子に気を遣うこともできず、ハルはただ呆ぼう然ぜんとすわっているだけだった。

　人が竜に変わる──そんなバカな。だが、自分にそれが起こりうるという。

　ますますバカな。運命とやらをモノローグで呪うほど陶とう酔すい的な性格ではないが、それでも文句をあれこれ言いたくなってくる。ちょっと勘弁してくれよと。

「まいったな、本当に……」

　口のなかでだけ、ほんの小さくつぶやいたときだった。

　隣にすわり、心配そうにハルを見つめていた女子が唐突に言った。

「ねえ春はる賀がくん。今日これから暇ひま？」

「えっ？」

「暇でもそうでなくても……わたしとこれからデートしましょう？」

　急な提案をする織おり姫ひめは、いつもの晴れやかさを取りもどしていた。

「わたしたち、これから銀色のドラゴンと戦いにいくわけじゃない？　その前に息抜きするのもいいと思うのよね」

「それはまあ、そうかもしれないけど……」

「連休の一日くらい気分転換に使う権利、わたしたちにもあるはずだわ。ね？」

　おそらく消沈した春賀晴はる臣おみに気を遣った結果であろう、織姫からの提案。さすがに、それがわからないほど空気を読めないということはなく──。

　ハルはほんのかすかにだけ笑った。心を落ちつけ、気を取りなおそうと努力する。

　約二〇秒の沈黙のあと、ハルは柄がらにもない答えを口にした。

「うん。たしかにいいかもしれないな、デートってやつもたまには」



　そして三〇分後。ハルと織姫は映画館のロビーまで来ていた。連休中であるが『横浜にドラゴン出現！』の影響か、あまり混んでいない。

　上映中の映画一覧をチェックしながら、織姫が言った。

「決してそんなことはないはずだって、確信しながら訊きくわね」

「なにをさ？」

「春賀くんが女の子──あ、アーシャさん以外って意味だけど──とデート経験がある歴戦の猛も者さかどうかを。もしそうならエスコート役をまかせようかなって」

　隣にいるハルの顔を、容よう姿し端たん麗れいな同級生はいたずらっぽく見つめていた。

「やっぱり、実戦経験のない新兵あつかいでいいのよね？」

「つまり、君は僕の実力を見くびっているわけか？」

「見くびっているというか、できるだけ冷静に戦闘力を分ぶん析せきしたつもり」

「僕をあまり見くびらないで──」

「もらおうかって春賀くんがちゃんと言えたら、わたし、土ど下げ座ざして謝罪するわ」

「……君の土下座、見てみたかった」

「ふふっ。予想どおりだから、コメントは差し控えてあげる」

「でも待ってくれ十じゆう條じよう地じ。そういう君は歴戦の強者ってことでいいのか？」

「え、わたし？」

「もしそうなら、この戦場の歩き方をぜひ指南して欲しい。僕の経験値をきちんと見切っていた君だ。とてもすばらしい話を聞かせてくれると期待している」

「えっと、そうね……」

「君と僕の仲だ。遠えん慮りよは要らないよ？」

「こほん。やっぱり初心者は初心者同士、きちんと相談しながら登山ルートを決めていくのが正解だと思うのよね」

　わざとらしい澄まし顔で、織おり姫ひめが人差し指を振りつつ言った。

「というわけで春はる賀がくん。どの映画を観みるべきか、ふたりで相談しましょう？　わたしはあの『Ｍｒ．ホークウッド』がすっごく気になるわ」

「えーと『ダークすぎる中世ヨーロッパ傭よう兵へい戦記。鉄と血と謀ぼう略りやく、裏切りと殺意がおまえを強くする。戦えホークウッド。ここは地獄の一丁目』……。うん、主要キャストに女優の名前がひとつもないことといい、とてつもなく面白そうだとは思う」

　織姫が指さしたポスターは全体に色調が暗く、華やかさは皆かい無むだった。

　写真にうつる主演俳優は、鉄てつ兜かぶと・板ばん金きん鎧よろい・鎖くさり帷子かたびらで全身をコーディネート。

　振りあげる武器は大ぶりの槌矛メイス。先端に重しをつけた、鉄製の棍こん棒ぼうというべき得物だ。全身をくまなく鎧で守る敵には剣の刃など通らないので、これで殴殺するのである。この武器を選ぶセンスが渋い。渋すぎる。

「けど、初デートに来たふたりが観る映画かっていうと、どうだろう？」

「じゃあ、『おとなりのセッキー君３』は？　『学校机の卓たく上じよう遊ゆう戯ぎは新たな世界へ。今度はＷ杯ワールドカツプだ！　日本を代表して戦え！』ですって」

「そっちも僕ひとりなら確実に観るし、円えん盤ばんだって買うだろうけどねえ」

　実はべったべたの恋愛映画なども、ちゃんと上映中なのだが。

　織姫の眼中にはないようだ。このあたり、かつて『深ふか川がわの小こ天てん狗ぐ』だった少女らしいといえる。ともあれ、ふたりは相談の結果、大ヒット御礼中だというアメコミ原作のアクション映画を観ることにした。

　チケットを割り勘で購入し、ならびの席を取る。

　織姫はすこし考えてから、ポップコーンもＬサイズで買いこむ。

　上映開始前、暗くなった館内にふたりで入り、席に腰こしかける。すると、すぐに織姫はポップコーンのカップをハルとの間に置いた。

「こうしてふたりで分け合うの、本当につきあってる同士みたいでいいと思わない？　一応──ううん、せっかくのデヽーヽトヽなんだし、これくらいしないとね」

　隣の席から織おり姫ひめが笑いかけ、顔を寄せ、小声で言ってくれる。

　これになぜかハルが『どきっ』としたあと、ついに映画がはじまった。

　二時間の上映をそれなりに楽しんだあと、やはりふたりで昼食へ。

　高校生らしく映画館そばのファーストフード店でセットメニューを食べ終えて、隅すみ田だ川がわの方へすこし歩いた。川沿いの公園までやってくる。

　天気のいい、五月の昼下がり。水際を吹く風のおだやかさが心地よかった。

「よかったら、今日のお礼に何かおごるよ？」

「おごられる理由に心当たりはないけど……そう言ってくれるなら遠えん慮りよなく」

　ソフトドリンクの自動販売機の前で申し出たら、笑顔がかえってきた。

　ハルは缶の緑茶をふたつ買って、片方を織姫に渡す。安すぎる礼だと自覚はあったが、ひとまず気持ちばかりのお返しである。

　ならんで隅田川を眺ながめながら、ハルと織姫は緑茶を飲みはじめた。

「もしかして、僕は落ちこんでるように見えたのかな？」

「ほんのすこしだけね。いつものふてぶてしさがなくなって、疲れた顔をしてたもの」

「やれやれだ」

「でも、今は割といつもの春はる賀がくんに見えるわ」

　くすっと微笑ほほえんで織姫が言う。

　春賀晴はる臣おみは不ふ屈くつのタフガイではない。だから、回復したように見えるのなら、それはたぶん彼女のおかげなのだろう。織姫の方こそドラゴン上位種との二度目の対決をひかえているというのに。しかも、魔女の世界に入って間もない身で。

　置かれた状況のしんどさという点では、彼女もハルもそう変わらない。

　ハルは一回、大きく深呼吸した。それから言う。

「こういうときによく効く魔法の言葉を思い出したよ」

「なんなの、それ？」

「何かあったら『そのときはそのとき』だ。考えてみたら、今すぐ困るわけじゃないし。上位種にも有効な武器をありがたがる方がよっぽど建設的ってもんだよ」

　ハルはあえて楽観論を唱となえた。まあ、本当に『そのとき』が来たら仕方ない。

　未来の自分の危機回避能力に期待するとしよう……。

「せっかくだし、この厄やつ介かいな文字はきちんと有効活用させてもらおう。僕とアーシャとルサールカがそろえば、どうにか使えるわけだし」

「もちろん、わたしも協力させてもらうわよ。まあ、もちろん」

　脳天気ぶるハルに微笑んでから、織姫は付け足した。

「わたしの悪あく路ろ王おうもあの文字を使えるようにしておきたかったけど」

「それはそうだけど、できないことは仕方ない」

「うん。じゃあ、わたしももう心配しないことにする。どんなに敵が強くたって、きっと春はる賀がくんが正体のよくわからないスーパーパワーに目覚めて、マンガみたいにタイミングよく助けてくれるはずだって信じて」

「僕みたいのに熱血少年漫まん画がのノリを期待するのは、まちがいじゃないかな」

　楽観論がいきすぎた織おり姫ひめに、ハルはやんわりと言った。

　しかし、織姫は笑って取りあわない。

「大丈夫よ。結構ミスキャストな気はたしかにするけど、春賀くんだって男の子なんだし、がんばればきっと何とかなるわ」

「根拠のない精神論は、失敗の原因にしかならないような……」

「いいじゃない、精神論。わたし、男の子の意地とかプライドって嫌いじゃないわよ」

　そう来られると、ハルとしても反論しづらい。

　魔女ではないが業ヽ界ヽの先輩である。なのに今日は織姫にずっと気を遣われたまま。そろそろこちらが気を遣うべきだろう。

　それこそ『男の子の意地』にかかわる。ハルはなるべくあっさりめに言った。

「了解。できるだけ善ぜん処しよしてみよう」

「そこはかっこつけて、『君のことはオレが絶対に守る』とか根拠もヴィジョンもなしに断言しちゃう方が、少年漫画的には正解じゃないかしら」

　織姫はその手のマンガを熟読している方らしい。

　自じ称しよう『おてんば』らしい読書傾向にハルは思わず苦笑した。

「それを言うには、意地とプライド以外にも視野の狭さとか過剰な自己陶とう酔すいも必要になるから、ハードルが高すぎるよ。──まあ、でも」

　妙にまぶしく見える織姫から目をそらさず、ハルは言った。

「できるかぎり、最大限に善処するよ。本当に」

　自分で思っていたよりも、すこし真剣な声音になっていた。



　　　　５



　柊ひいらぎ友ゆ加か里りは『五日間の期限ぎりぎりまで待たない方がいい』と言った。

　その言葉どおり、旧東京租そ借しや地くちにいすわるドラゴン上位種パヴェル・ガラドへの強襲は、期限前に実施されることが決まった。

　ハルと織姫が“〝デート”〟した翌日に、である。

　緊急決定には、例によって『助すけっ人との蛇へびが集まりそうにない』が影響したらしい。

「日本領有宣言があるから他人事じゃないはずだけど……。前回、ソスに新しん都との『蛇』だけで勝ったから、よその関係者が日和見してるんだよ。実際、アーシャとルサールカの実力はこの世界じゃ有名だしね。今度も単独でなんとかできるんじゃ──って」

　ハルは事情を織おり姫ひめに語ったものだ。

　待つメリットがない以上、いたずらに時間を置いても仕方ない。かくして、アーシャと織姫は早々に旧東京へおもむくことになった。

　ドラゴン上位種の魔術を避けるため、もちろん護送はつかない。

　ただバックアップ要員として、ひとりハルだけが同行することになった。今回のケースに役立つスヽキヽルヽの所有者として。

　ハルは四よん輪りん駆く動どうの大型車を運転し、魔女ふたりと出発した。

　最近、ある“〝雑用”〟をすませるため暇ひまがあれば旧東京に来ていた。おかげで、すっかり土地勘も取りもどしている。ハルは危なげない運転で数十分ほど車を走らせた。

　日比谷公園のそばに来たところで車を止める。目的はもう近い。

　このとき時刻は午後二時すぎ。天気は曇くもりだった。

「可能なようなら、奇襲を仕掛けてみましょう」

　車を降りる前に最後のミーティング開始。まずアーシャが発言した。

「ただ、上う手まくいけばもうけもの。その程度の気持ちでやるべきです。襲撃対象が上位種だと、成功するかどうかは相手の性格次第なので」

「性格？　どういうことなの？」

「つまりさ。用心深いドラゴンは防御魔術をたっぷりかけて、睡眠中も警戒している。こういうのはどうあがいても奇襲できない。でも、その手の仕込みをめんどくさがるやつなら、きちんと準備していけば何とかなる──らしいよ」

　幼なじみの受け売りなので、ハルは伝聞口調で織姫に言った。

　一方、歴戦の魔女であるアーシャはべつの心配をしているようだった。

「気になるのは、今回の上位種が無防備すぎることです。これ見よがしに廃はい墟きよエリアの目立つ場所で眠りつづけていますし」

　ここ数日間、そして新しん都と侵入の直前まで、偵察用ドローン──小型の自律式無人ヘリや調査系魔術などを駆使して、あの竜についての情報収集は続けられていたのだ。

「攻撃されてもかまわないのかしら？」

「むしろ、攻撃を誘っている可能性が大ですね」

「横浜での降こう伏ふく勧告、誰だれも聞いてないのにおかまいなしだったもんな。心のなかじゃ、降伏されたら戦闘できなくて困るとか思ってそうだ」

「だけど、わたしたちには切り札がある。そういうことよね？」

　最後をまとめるように織姫が言ったので、ハルとアーシャもうなずく。

　ここからはアドリブも交えつつ、計画どおりに事を進めていく予定だった。

　ちなみに、昨日ソフォクレスなる男と出会ったこと、そのときの会話内容はまだ幼なじみに伝えてはいない。織おり姫ひめとふたりで決めたのだ。こみいった話になるから、今回の件がかたづくまで保留しようと……。

「ところでさ。ふたりともその格好で本当にいいの？」

　幼なじみと織姫の制ヽ服ヽ姿ヽを眺ながめつつ、ハルは言った。

　ドラゴンとの交戦だというのに、ふたりとも学園の制服を着ているのだ。

「日本の魔女には特に戦闘用の制服とかないって聞いて、考えたのよね。普段着とちがう勝負服みたいなので戦いたいなって」

　織姫があっけらかんと答える。

「で、高校生の正装にあたるわけだし、うちの制服でどうかしらって思ったの」

「織姫さんがそうすると聞いたので、おそろいにしてみました」

　アーシャは制服の上に、いつもの軍用パーカーという装いだった。ちなみにハルは、デニムのジャケットに黒のジーンズ。完全に普段着だ。

　彼女たちがいいならいいかと投げやりに納得して、ハルは懐かい中ちゆう時計を取り出した。

　愛用の『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』、魔力を生む機具である。

　ハルは専業トレジャーハンターとも呼ばれた仕事柄がら、探知系・隠おん密みつ行動系の魔術を数多く知っていた。第五階かい梯ていの魔女アーシャよりもだ。

　やはり、必要に駆かられて覚えた技術がいちばんということか──。

「魔術を使うとき頭のなかで思いえがくイメージって、どういうのがいいのかしら？　わたし、全然ピンとこないのよね」

「自己流でいいんだよ。誰だれかの真ま似ねをしてもあまり意味はないから」

「むしろ誰も真似できないイメージを鮮烈に、克こく明めいに思いえがける人ほど、すぐれた魔術使いになるといいますね」

　初心者にアドバイスなどしつつ、ハルはイメージを思いえがいた。自分・アーシャ・織姫が音も姿も実体もなくし、影となって動きまわる様子を──。

　そして、この三人を対象に立てつづけに魔術を三つ、重ねがけする。

　まず《静音化》、ついで《視認妨害》、そして《無臭処理》。

　これによって、ハルたちの体と所持品は大きな動作で動きまわってもかすかな物音しか立てなくなり、保護色に守られた昆虫と同じほどに視認されにくくなり、嗅覚の鋭えい敏びんな生き物でもにおいをかぎあてるのがむずかしくなる。

（じゃあ、行きましょう）

　アーシャが手振りで出発をうながした。《静音化》中は声まで小さくなるので、耳元で話しかけないと相手に通じないのだ。

　第五階梯の魔女を先頭に、織姫、ハルの順で歩いていく。

　日比谷公園から目的地までは近い。徒歩で内うち堀ぼり通りに沿ってしばらく進むと、国会議事堂の重厚なたたずまいが見えてくる。直進すれば、ちょうど議事堂の正門に出るのだ。付近には高速道路──旧首都高も通っている。

　三人が立ち止まったのは、桜田門近くの交差点だった。

　このひとつ先の信号が国会正門前であり、国会議事堂の正面口だった。

　そして、議事堂の門前にドラゴンが身を横たえていた。体長十数メートルで、メタリックシルバーの竜りゆう鱗りんを持つ個体。

　横浜に現れた上位種、パヴェル・ガラドである。

　頭部と尾がくっつき、翼をたたんで、楕だ円えんに似た形となっている。両目は完全に閉じていた。眠っているようだ。確認のため、ハルは《高温感知》の魔術を使った。

　ドラゴンたちは爬は虫ちゆう類るいの近似種で、冷血動物に思える。

　しかし、体内に『焔ほのお』を秘めている関係か、活動中の竜は睡眠時よりも体温がいちじるしく上がるのだ。魔術で探った結果、活動時ほどの高温は確認できなかった。

　ハルは連れの魔女ふたりにうなずきかける。

　ここからは彼女たちの出番。アーシャと織おり姫ひめはいきなり切り札を出した。

（古き清浄の御印よ、偽いつわりの蒼あおき竜をわれらの頭上に！）

（悪あく路ろ王おう、わたしといっしょに戦って！）

　ふたりの声がささやき程度にしか聞こえないのは《静音化》の影響だ。

　だが、その呼び声に応えて上空に光の五ご芒ぼう星せいがふたつも顕あらわれる。これらはそろって『∞』の印に変化し、ついでリヴァイアサン二体へ姿を変えた。

　白き毛皮に紅ぐ蓮れんのきらめきを宿す狐こ狼ろう、九きゆう尾びの悪路王。

　淡い蒼あお色いろの飛竜ワイバーン、ルサールカ。額に長い角を生やしている。

　いきなり顕現した亜竜型ホムンクルスたちは、体に莫ばく大だいな量の魔力を宿していた。その波動が間近で眠るドラゴン族の感覚を刺激したらしい。

　パヴェル・ガラドの巨体がびくりと震え、左目のまぶたがゆっくり上がっていく。

　しかし、その間に織姫と悪路王が行動を起こしていた。

（悪路王！　《火》の魔法──疑ぎ似じ神しん格かくを使って。大至急！）

　盟めい約やく者しやの指示に応えて、空中で悪路王が九尾を大きく広げた。

　それはまるで空に咲く大輪の花のようだった。そして、九尾の先端それぞれで火の玉が燃えはじめ、これらが一気に地上へ放たれた。

　その先にいるのは、もちろん銀竜パヴェル・ガラド。

　火の玉九つを直撃で浴び、直後、メタリックシルバーの巨体は盛大に炎上をはじめた。

　轟ごう々ごうと燃える爆炎。その渦か中ちゆうで眠っていたドラゴン。ルルク・ソウンの秘ひ文も字じで防御する時間もなかったはず。しかし──

「ようやく来てくれたか。わたしは君たちを……竜に牙むく人間たちを一日千せん秋しゆうの思いで待っていた！　ついに今がそのときか！」

　国会議事堂をバックに燃えあがる爆炎のなかで、影が立ちあがる。

　長い頸くびをもたげ、両の翼を広げる影。ドラゴン族のボディラインを持つ影だった。

「身を隠しているのだな。どうか顔を見せてくれ。竜の種族に挑む勇士たちよ、わたしは君たちの最期をこの目に焼きつけたい！」

　微細な魔力の波が声と共に放たれ、爆炎の周囲に広がっていく。

　三人を発見しにくくしていたハルの魔術三つ。それらが全て解呪されてしまう。

「そこにいたか。君たちの勇気と焔ほのおが今、わたしの血を熱くたぎらせているぞ。この血の熱さで君たちを是ぜ非ひ、灼やき尽くしたい！」

　一ブロック先にいるハルたちの存在を認識したらしい。

　シルバードラゴンの声は凛り々りしく、男らしく、さわやかでさえあった。

「今度の上位種は熱血系……ってことでいいのかな？」

「そういうの、ドラゴンたちにはあまり似合わないですけどね」

　ハルとアーシャは言い合った。すでに《静音化》のささやき声ではない。まあ、ああまで無防備なところから、疑ぎ似じ神しん格かくが通じないのは折りこみずみだった。

　何らかの方法で護身しているのでは、と──。

「あとはこっちの切り札がどこまで通じるかだな。アーシャ、頼む」

「承知しています。ルサールカ！」

　ハルが右手のひらを意識すると、そこに魔術記号が浮かびあがった。

　矢をつがえた弓の意匠デザイン。《弓ゆみの秘ひ文も字じ》である。これをアーシャに託たくすと念じれば、すぐそばにいた幼なじみは即座にうなずく。直後、ふたりの足もとの地面と、空中のルサールカ前面にも《弓の秘文字》が顕あらわれ──

「撃て！」

「ルサールカ、凍える息フロストブレス！」

　この間、ラーク・アル・ソスを圧倒した攻撃の再現となった。

　眷けん属ぞくとなった竜の魔術射撃を大幅に増幅する。それが《弓の秘文字》である。

　その恩恵を受けて、空中のルサールカが冷気と氷雪の息ブレスを吐き出す。標的であるドラゴン上位種を爆炎ごと呑のみこみ、凍りつかせようとする。

　国会議事堂の正門前を蒼あお白じろい氷片の嵐が吹ふき荒あれた。

　先に悪あく路ろ王おうが放った爆炎は、この氷嵐ですぐに吹き飛ばされた。焔で豪快に灼かれていた銀竜の巨体もふたたびあらわになる。

「ふふ……これが『竜弑し』の威力か。なるほど、これはなかなか──」

　うそぶく竜の声を聞いた瞬間、ハルたち三人は目を疑った。

「無傷、でしょうか……？」

「まずいな。秘ひ文も字じ込みの攻撃がどこまで通じるか試す気でいたけど……」

「まったく通じないのは、さすがに予想外すぎるわよ!?」

　敵は氷雪嵐アイスストームの渦か中ちゆうに悠ゆう々ゆうとたたずみ、無傷だった。

　凍気も、氷片まじりの暴風も、銀の竜りゆう鱗りんにかすり傷さえつけていない。パヴェル・ガラドの巨体は白い真しん珠じゆ色いろの光につつまれていた。

　この輝きが銀竜を守護し、《弓ゆみの秘ひ文も字じ》による冷凍射撃を遮しや断だんしている！

「不滅の輝き……？　不ふ朽きゆうの性質を表している……？」

　真珠色の光が宿す魔力の性質を漠然と理解して、ハルは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「竜弑しの文字は不滅の刻こく印いん。宇宙開闢の頃より存在するという」

　ささやくガラドの声には、微笑のニュアンスがまざっていた。

「その朽ちざる神性を表に出せば、この身もまた不朽不滅の加護を得る……。弓の竜弑しを継ぐ者よ、知らなかったのか？」

　銀竜の双眼は遠くにいるハルの姿をしっかり捉えている。

　その眼球が紫水晶アメジスト色であることに、はじめてハルは気づいた。

「それにしても、『弓』の使い手が現れてくれるとは」

　ここで凍気の嵐はついに吹きすさぶのを終えた。

　しかし、白銀の竜鱗は擦り傷ひとつなく、輝かしいまま……。

「この島国にも継けい承しよう者しやがいると聞き、ひそかに期待していた。あるいは、竜弑しを継ぐ者同士でしのぎを削れるのではないかと」

「日本を占領するって言われたら、そりゃ対抗するしかないだろ……」

　ガラドの呼びかけに対して、ハルのつぶやきは小声だった。

　会話を楽しむ気などないのだ。しかし、竜族の聴覚は聞きとったらしい。

「ふふ。国を守るため竜に挑むか、弓の継承者よ！」

「そ、そんなご立派なもんじゃないっ。必要に迫られて仕方なしの防衛行動だよ！」

　予想外に会話が成立したので、ハルはあせった。

　一方、パヴェル・ガラドは意気揚々とこんなことを言い出した。

「竜弑しの使い手が相手となれば、わたしも剣を抜かねばなるまい。──天上に輝く燧すい星せいの軌跡よ、空に刻まれたルルク・ソウンの秘ひ録ろくよ！」

　ガラドが男らしい美声で朗ろう々ろうと謡うたいあげていく。

　そして、右みぎ腕うでを高々とのばし、手のひらを天へ向けた。

「なかでも我が刻印たる『蒼天の御み剱つるぎ』に願う。屠と竜りゆうの剣を今こそ我が手に！」

　次の瞬間、ガラドの右手に美しい長剣が顕あらわれた。

　長くぶあつい刀身を持ち、両刃。柄も長く、ガラドが両手で握にぎってもあまるだろう。横浜の記録映像でも確認できた武具である。

　この長剣を手に、パヴェル・ガラドは空中へと上昇をはじめた。

「あれが……屠と竜りゆうの剣？　《剣の秘ひ文も字じ》？」

　ハルは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「僕とちがって、秘文字をちゃんと形に──武器にできるのか？」

「晴はる臣おみ！　相手の武器にひるんだら負けですっ。逆に攻めかえすくらいの気持ちで、こちらから打って出ないと！」

　隣にいるアーシャが叱しつ咤たしてくれた。戦い慣れているうえに野獣めいた勘まで持つ彼女は、ここが勝負どころと見抜いたようだ。

　ハルは右手をのばし、幼なじみの左手を取った。

《弓ゆみの秘ひ文も字じ》──その威力を彼女とルサールカに託たくすと念じる。

「ルサールカ、稲妻放射ライトニングボルト！」

　上空で待機中だったルサールカの前面にふたたび《弓の秘文字》が展開。直後、額の一本角より蒼あお白じろい稲いな妻ずまがほとばしる！

　イオンの異臭をまきちらしながら、ルサールカの電撃は銀の巨体を呑のみこんで──

　しかし、パヴェル・ガラドは無造作に長剣を横一文字に一振りした。それだけで稲妻は斬きり裂かれ、そのまま消滅していく。

　あの真しん珠じゆ色いろの光──不ふ朽きゆうの加護で防御すらしない。

「見くびらないでもらおう。我が『剣』を抜いた以上、この程度の『弓』など加護に頼らずとも一斬にて始末できる」

　上空より地上を──ハルのいる辺りを見おろして、ガラドがうそぶく。

　この時点で形勢はすでに決まっていた。

　銀竜が手にした剣の輝きを見て、悪あく路ろ王おうがひどく居心地悪そうに顔を背けている。そういえば、ソスのときもこうだった。これも屠竜の力なのだ。

　そしてルサールカ。体のあちこちがパラパラと崩れ、ゆるやかに崩ほう壊かいが進行中──。

　さらに、二度も『弓』を放ったせいで疲労困こん憊ぱいらしい。パヴェル・ガラドをにらむ目つきの鋭するどさが最初よりもだいぶ鈍にぶっている……。

　だというのに、白銀のドラゴンはこんなことを言い出した。

「弓の使い手よ、本気を出していいのだぞ？　遠えん慮りよはいらない。『王への道』を駆かけあがるため、わたしは誰だれよりも強く在らねばならぬ。より激烈なる一撃に耐え、より堅けん牢ろうなる敵を切きり裂さいてこそ、わたしは今より強くなれるのだから！」

　みんな口をぽかんと開けた。アーシャも、ハルも、織おり姫ひめも。

「頼む！　わたしを鍛えるためと思い、存分にやってくれ！」

「頼まれても、無理なものは無理よね……」

　織姫のつぶやきが上空の敵に聞こえたとは思えない。

　しかし、人間たちの微妙な空気を読んだのか、ガラドはいきなり愕がく然ぜんとした。

「まさか──さきほどの一撃が全力だったのか？」

　空より人間たちを見おろすドラゴンの瞳に、ハルは落胆の色を見て取った。

「なんたる……なんたる痛恨の一事だ。これよりはじまる戦闘こそ我が覇は道どうの第一歩と思いさだめ、必勝必殺の誓ちかいを胸に刻んだばかりであるのに！」

　どうやらパヴェル・ガラド、本当に熱血志向の性格だったらしい。

　嘆なげいている彼の頭上に、光の文字列が輝きはじめた。

「ならば是ぜ非ひもない。弱敵には弱敵にふさわしき葬ほうむり方がある──」

　ガラドの上に輝く一二個の文字は、《剣の秘ひ文も字じ》ではない。

　しかし、もちろんルルク・ソウンの魔術記号だった。その配列は『錬金』と『魔力付与』、ふたつの意味を重ねたものである……。

「このうえは我が血のたぎり、血の熱さを眷ヽ属ヽと変えて、鏖おう殺さつするとしよう。君のような弱敵に、至高の刃である屠と竜りゆうの剣を受ける資格はない……」

　あきれたことに、ガラドの声はさびしげだった。

　肩まで落とし、ハルの『弱さ』が悲しくてたまらないように見える。

　次の瞬間、彼の──ドラゴンの左手首から鮮血がほとばしった。噴水のように噴ふきあがった血は水銀色だ。程なく血は止まる。しかし、流れ出た大量の血はアスファルトの道路に落ちて、動きはじめた。

　それは流動する不定形生物スライム、あるいは液状に融ゆう解かいした金属のようだった。

　しかも巨大である。国会議事堂前の広場や道路はたちまち水銀色で覆いつくされた。仮にデモでもやっていたら、即座に数百人が溺れ死んだだろう。

「わたしはほかの竜よりも血ヽのヽ気ヽがヽ多ヽいヽ。これを術で眷けん属ぞくに変えてみた。我が血を苗なえ床どこに生み出した生体金属……打ち破れるか!?」

「血が多いって、意味がちょっとちがうだろ!?」

　つっこみながらもハルは愕然とした。

　ＲＰＧならモンスター名『ラージ・リビングメタルスライム』の出現だ。

　この液状金属はどろどろに融解した溶よう鉱こう炉ろ内の金属によく似た形状・動き・超高温で移動を開始している。そう、高温なのだ。水銀色の流動体はすさまじい高温を発しながら、津波のようにハルたちがいる方へ押しよせてくる。

　その間にさまざまな“〝もの”〟が液状金属に呑のまれていく。

　かつて街路樹だった樹木、街灯の名残、放棄されていた自動車などが──。そのほとんどがどろどろに溶けていく。溶鉱炉さながらの温度だから当然だろう。

　ここまで届く熱気だけで、ハルたちも大汗をかいていた。

　あんなものに呑みこまれたら、人間など骨も残さずに消滅してしまう！

「こちらの最大火力が通じない以上、戦闘を続ける意味はありませんっ」

　いきなり叫んだのはアーシャだった。

「こうなったら全力で逃げましょう！　全速力で撤退開始です！」

「三七番目の計略かっ。了解！」

「織おり姫ひめさん、ルサールカにもう無理はさせられませんっ。前に教えたやり方で悪あく路ろ王おうを縮ヽめヽてヽ、全員を乗せてください。その方が小回りも利くし、隠れやすくなります！」

「わかったわ。おねがい、悪路王！」

　すでに上空ではルサールカが姿を消していた。

　一方、織姫は目をつぶり、精神集中をはじめる。すると、空中で静止していた悪路王のサイズが縮ヽんヽでヽいヽくヽ。ドラゴン上位種に匹敵する巨きよ躯くだったのが、体長三メートルほどの狐こ狼ろうになってしまった──。

　第三階かい梯てい以上の魔女は、『蛇へび』の体格をある程度まで縮ちぢめることもできるのだ。

　縮小版・悪路王がさっと地上に降りてきて、伏せの姿勢になる。まず織姫がその背に乗ると、ハル、アーシャもそれにならった。

　全員を背に乗せた瞬間、白き九きゆう尾びの狐狼は四つの足で地上を駆かけはじめる。

　間一髪だった。疾しつ走そうがはじまった直後、今までハルたちがいた辺りの車道に液状金属の津波が押しよせてきたからだ。

　高速道路でも流れに乗れるスピードで、悪路王は疾駆する。

　だが、シートベルトも衝撃吸収装置もない以上、乗り心地は最悪に近い。

　激しく上下に揺れる。乗員三名は必死に両手で白い毛をつかみ、両足で悪路王の体を締めつけて、振り落とされないよう歯を食いしばった。

　それでも、すぐ背後に津波のように移動する液状金属が肉迫している！

「悪路王、飛んで！」

　陸上では逃げ切れないと見たか、織姫が指示した。

　途端に悪路王は空中へふわりと浮きあがり、上昇していく。すぐに五、六階建て雑居ビルの屋上が眼下に見えるようになった。最悪の乗り心地からも解放された。

「とりあえず、西東京の方へ飛んで。わたしたちを落とさないよう気をつけてね！」

　悪路王は要よう請せいに応え、西の方角へ飛ひ翔しようをはじめる。だが、追撃も終わらない。

　今度は液状金属の一部分が隆起して、空へのびてくる。

　体の一部を『触手』として、飛翔した悪路王をとらえるつもりなのだ。しかも、この触手攻撃は単発ではなく、ふたつめ、三つめと次々にハルたちを襲ってくる！

　たまらず、織姫が悪路王に高度を上げるよう指示し、狐狼も忠実に実行して──

　ハルの背筋がぞくりと震えた。

　視線を感じたのだ。誰だれかに凝視されている。

　振りかえると、永田町上空で静止するドラゴンの姿が見えた。威い風ふう堂どう々どうと白銀の翼を広げ、逃走するハルたちを注視している。そして声が届いた。

『わたしは悲しい。同じ竜弑しを継ぐ者同士、せっかく巡り会えたというのに。君はわたしに挑みさえせず、背を向けて去っていく……』

　魔術でハルの耳元に届けられたのであろう、ガラドの悲痛な声だった。

『しかし、君に力がないのであれば是ぜ非ひもない。次こそ偉大な雄ゆう敵てきに出会えると夢見て、この茶番に幕を下ろすとしよう。さらば──』

　ォォォォォォォォォォオオオオオォォォォォォォンンンッ！

　別れの言葉と共に、悲しげな遠とお吠ぼえが旧東京の空に鳴りひびいた。それはパヴェル・ガラドが発したもので、大気を揺るがす衝撃波の魔力に満ちていた。

「織おり姫ひめさん、疑ぎ似じ神しん格かくで防御！　高く飛びすぎですっ。早く！」

　アーシャが警告すると、まわりの空気が陽炎かげろうのようにゆらめき出す。

　抜群の反応速度。しかし、ぎりぎり間に合わなかった。折からの強風にあおられた小型飛行機のように悪あく路ろ王おうは吹き飛ばされ、乗っていた三人は空に投げ出される。

　衝撃波を浴びた割に、みんな外傷はなさそうだった。

　発動しかけていた悪路王の疑似神格が守ってくれたのだろう。しかし、ハルもアーシャも織姫も、そして悪路王まで空中で大きく跳ねとばされた。

　しかも、みんなバラバラの方向に飛んでいく。

　ひとりになったハルは呆ぼう然ぜんとしながら放物線を描き、墜つい落らくしていった。

　轟ごう々ごうと吹きあがる風がやたらとうるさく、容赦なく全身をたたく。数十メートルほど眼下にオフィスビルとおぼしき屋上がいくつも見えてきた。

　地面はそこよりもさらに下。まあ、どこへ落ちるにせよ確実に死ねるだろうが……。

　ハルは他人事のように考えた。

　魔力にすぐれた魔女なら、生きのびる目はあるかもしれない。しかし、空中で役立つ術の心得は春はる賀が晴はる臣おみにはない。つまり打つ手なし──いや。

　地上へ墜落しながら、ハルは思い出した。

『竜弑しの文字は不滅の刻こく印いん。その神性を表に出せば、この身もまた不ふ朽きゆう不滅──』

　敵が身をもって教えてくれたことだ。簡単に自殺できないとも教えられた。

　だったら、つまり。ハルは落ちながら、さっき目撃したガラドの難攻不落ぶりをイメージした。春賀晴臣もああなれるはずだと心に思う。

　右の手のひらに《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が顕あらわれ、真しん珠じゆ色いろの光で視界が満たされた──。



「これ、何のギャグ漫まん画がかってところだよ……」

　身を起こし、まわりを見まわして、ハルは自嘲気味につぶやいた。

　長いようで短かった墜落の果てに、アスファルトの道路と激突したのだが。

　まったくの無傷だった。その瞬間、全身がバラバラになるかのような激痛を味わい、今もあちこち軋むように痛んではいる。しかし、深刻なダメージは皆無。ひどいのはむしろハルを受け止めたアスファルトの方だ。

　直径にして八、九メートルはあろうクレーターが道路に穿たれている。

　これを抉ったのは隕石ではなく、流星のごとく墜落してきた人間の体。そのバカバカしさにハルはため息をつき、まわりを見まわしてみた。

　道路の案内標識と街並みから、現在地は新宿区四谷あたりに思えた。

　デニムジャケットの内ポケットを探る。衛えい星せい携帯電話を入れてあったのだ。出してみると、幸いにも無傷だった。

　落下地点がどこかも確認したいが、仲間の状況を知るのが先だ。

　まずは東とう京きよう新しん都との柊ひいらぎさんに状況確認もかねて連絡を──電話がつながった。

「はい。はい。まあ、どうにか……。え？　アーシャはヽ無事？」

　全身から力が抜けた。思わず携帯を落としそうになった。








【第四章　覚かく醒せい】
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　パヴェル・ガラドは五日の猶ゆう予よをあたえてくれた。

　悪あく路ろ王おうとルサールカが敗れたのは三日目の午後である。あのドラゴンは一度交戦したからといって宣言を反ほ故ごにしなかった。そのまま永田町にとどまり、ふたたび身を丸めて眠りはじめたらしい……。

　血が熱いだけでなく、律儀な性格でもあるのかもしれない。

　あの銀竜は『雑種』と『純血』、どちらだろう？　高熱で頭が朦もう朧ろうとするなか、ハルは愚にもつかないことを考えた。

　奇跡の生せい還かんを遂とげたあと──。ハルは旧東京に潜入した見けん城じようの手で救出された。

　脱出のため乗せられた車両には、先に救助されたアーシャがいた。幼なじみは第五階かい梯てい魔女の実力を発揮し、《落下速度制御》の魔術を使ったという。アイザック・ニュートンが見つけた法則に抗い、物体の落下速度を遅くする術だ。

「術を使うのがあと三〇秒遅れていたら、体の原形をとどめているのはむずかしかったと思います……」

　東とう京きよう新しん都とへもどる車中で、ぐったりしながらアーシャは語ったものだ。

　それでも快走する自転車程度の速さで、雑居ビルの屋上に激突したらしい。擦り傷と打撲だけで切り抜けられたのは、幼なじみが近接格闘の訓練でつちかった受け身の技と、防御系魔術のおかげだ。

　新都へもどったあと、ハルは自宅に送ってもらった。墜つい落らく直後から三八度近い高熱に見舞われていたのだ。そのまま強制休養──。

　そして猶ゆう予よ期間・四日目の早朝。ハルは寝室のベッドでめざめた。

「まあ、杖ヽもなしに秘ひ文も字じの力を本格的に引き出したのだ。反動も出よう」

　枕元にいた火ひ之の迦か具ぐ土づちがつぶやく。あいかわらず訳知りふうだ。

「杖つえ……もしかして、この間の上位種も使っていた『魔ま導どうの杖つえ』か？」

「ああ。あれのあるなしで負担がだいぶ変わる」

　講こう釈しやくした火之迦具土はベッドによりかかっていた。

　横たわるハルに背を向け、なんと携帯ゲーム機をいじっている。ハードもソフトもハルの所持品だ。ファンタジー世界の住人としてモンスターを狩り立てる人気ゲームで、絶ぜつ賛さん暇ひまつぶし中なのだ。

「その杖って、どんなモンスターを倒せば材料が手に入るんだよ？」

「自分で突きとめろ。妾わらわはそうしたぞ。遊ゆう戯ぎであれ闘争であれ、己ひとりで己の面倒も見られぬ輩やからが、最後まで『道』をまっとうできるはずもない」

　火之迦具土が操る屈強の巨きよ漢かん剣士『ひのかぐつち』。

　彼は黒光りする鎧をまとっていた。両手で振りまわす大剣も禍まが々まがしいデザインの黒い魔剣で、防具と合わせて明らかにレアアイテムだ。

　キャラを操る自じ称しよう悪魔の指さばきも、妙に熟練している……。

「教えてもらえればできる。言ってもらえればできる。不ふ甲が斐いない心映えと思わぬか？　先を往く先達などおらぬ道であれば、己ひとりで切り拓けばいい。それだけの話よ」

　不思議だった。火之迦具土はただ遊んでいるだけなのに──。

　あらゆる泣き言も恨み言も許さない峻しゆん厳げんさ、孤高さをその背中に見みい出だすことができた。

「あんたはそのノリで、女王とやらに登りつめたのか？」

「ん？　まあ、妾は万事においてこのようなものだ。天上天下に唯ゆい我が独どく尊そんし、気に入らぬ輩に喧嘩を売り歩き、往きたいところに往き、妾をあがめる者がおれば女神の代役くらいはつとめてやる。おおむねそのように偉大な生であった」

「生であった、ね……」

　ハルはつぶやいた。やはり、意図して過去形を使ったのだろうか。

　そして、熱に浮かされながら感じる。

　無力感。空くう虚きよさ。何十度目かの喪失感。そうだった。なにかと物騒な時代だが、やはり家庭環境と仕事の影響で、ハルはこういう経験が多いのだ。

「やっぱり、東京に帰ってきたのは失敗だったかな……」

　十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの盟めい約やく儀式を思い出す。あの仕事、やはり受けるべきじゃなかったか。

　以前、儀式にかかわった魔女が戦死したときも同じことを考えた。

　最前線に赴おもむく割に、魔女の生せい還かん率は高い。実際に戦闘するのが『蛇へび』だからだろう。しかし、それでも犠ぎ牲せい者しやは出るし、その報しらせは盟約儀式のときに会っただけのスタッフにも届くのだ。

　あの儀式さえなければ、織姫はもうすこし長生きできたのではないか。

『生存が絶望視される行方不明』。こんな状況に陥ることもなく──。

　後悔と罪悪感の種は尽きず、ため息をつく気にもなれない。何より、自分でも意外なほど喪失感が大きかった。

　たった一か月弱のつきあいでしかないのに、不思議なくらい。

　熱で力の入らない体に舌した打うちしつつ、ハルはベッドの上で身を起こした。

「どうした、小僧？　世をはかなんで身投げしにいくか？」

「まさか。柄がらでもない約束を思い出しただけだよ」

　悪あく路ろ王おうと織姫が死んだという確定情報はない。そして、最大限の善ぜん処しよをすると約束している。よくわからないパワーでも使いこなして、助けにいくと。

　だというのに、春はる賀が晴はる臣おみはまだ何もできていなかった。

　ハルは火ひ之の迦か具ぐ土づちを押しのけ、ふらつく足でベッドから下りた。

　まずは旧東京に入りこみ、織姫と悪路王の行方を追う。敵が出てきたら、加護のときのようにパワー開眼のきっかけがつかめないか必死にヒントを探す。とにかく『虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず』。行動するしかない……。

　ここでハルは「ん？」と首をかしげた。聞こえた気がしたのだ。

　悪路王のことを思い出した途端、助けを求める小さな鳴き声が──。

「まあ、巫み女こと共に新生の儀を取りしきったのだ。祭司役──親代わりのおまえと何らかの縁ができていても不思議ではないな、うむ」

　不意に火之迦具土がつぶやいて、ハルは目をみはった。

　だとしたら、まさか──。



「これから旧東京の廃はい墟きよに、ですか!?」

「ああ。万一以上に発見の可能性はありそうだから、行ってくるよ」

　驚おどろくアーシャにハルは言った。

　ふたりがいるのは墨東エリアの警視庁本部庁舎である。新しん都との設立前は下町情じよう緒ちよにあふれていた墨東──墨すみ田だ区くの北側も、近代的なオフィス街として再開発されていた。

　鐘ヶ淵にある警視庁の本庁舎も、二〇階建ての鉄筋建築だ。

「晴はる臣おみと悪あく路ろ王おうの間に『魔術の絆きずな』が本当にあるのなら、たしかにそうですが……」

「ダメでもともとだしね。状況に変化が起きたら、その都度連絡をして欲しい。アーシャたヽちヽがガラドを強襲する前までに合流できるようにしておくよ」

　七階の休憩スペースでの、ふたりきりの会話。

　アーシャはパヴェル・ガラドとの再戦にそなえて、待機中だった。

　ここにいるのは、戦場となる旧東京租そ借しや地くちが警視庁の管理するエリアだからだ。ドラゴン帰還以降、多くの国で警察機構の武装化が進んだ。日本も例外ではなく、旧東京へ偵察に出す自律式無人ヘリドローンなども警視庁の所属なのだ。

「たちになればいいんですけど」

「スポンサーの意向とか平気で無視する魔女、近場にいないもんかなあ」

「我の強い魔女が日本にすくないのは、国民性かもしれませんね」

　そろって紙パックのコーヒー牛乳をすすりながら、ふたりはいつもの調子で話す。

　気心の知れた仲間が不意にいなくなるのも、ドラゴン関係の事件で修しゆ羅ら場ばが迫るのも、割とよくあることだ。ふだんとちがうのは、非戦闘要員だったハルが調査以外の目的で戦闘予定地へ足を踏み入れることくらいで──。

「晴臣。無理は禁物、なんて言いません。危険に巻きこまれたら死中に活ありです。前のめりに死ぬくらいのつもりでいた方が、かえって生きのこれますよ」

「こういうときって『真のプロは危険を冒おかさない』の方が雰ふん囲い気き出ないかな？」

「軍隊経験とかだけで乗り切れる状況なら、そのノリもありなんですけど……。ドラゴンと魔術がからむと、敵は大体こちらの経験を超えてきますから」

「マニュアルが通用しない敵ってヤなもんだなあ……」

　アーシャに忠告されて、ハルはしみじみとつぶやいた。

「あとは、逃げるならタイミングをまちがえるな、でしょうか」

「それ、さっきの『死ぬなら前のめり』発言と矛む盾じゆんしてないか!?」

「そこはフィーリングで使い分けてください。なんとなくピンとくれば一人前です」

「これだからケダモノの感覚を持つ人は……」

　最後の一言は心の裡うちでの述じゆつ懐かいにとどめたハルへ、不意に幼なじみが言った。

「そういうことなら、例の助すけっ人とは晴臣につけた方がよさそうですね」

「助っ人だって？」

「ええ。ロビーで待っていてください。すぐ合流させます」

　アーシャの言う助っ人が誰だれか、ハルはなんとなく想像できた。

　ひとまずロビーへ向かうことにする。別れ際、アーシャはこう言ってくれた。

「もし本当に織おり姫ひめさんたちを見つけてきたら──私、晴はる臣おみをハグしてあげますから。本当ですよ。だから、石にかじりついても探し当ててきてくださいね！」

　アーシャも突然後輩になった日本人少女の生存を信じたいのだ。賛さん同どう者しやの存在にハルは思わず笑い、休憩所をはなれていった。

　現在時刻は朝の八時すぎ。昨日からの高熱はすっかり引いている。

　やはり風邪などではなく、火ひ之の迦か具ぐ土づちが言っていたとおりの原因なのだろう。

　ハルは「魔ま導どうの杖つえか」とつぶやきながらエレベーターに乗り、一階へ。さすがに制服姿が多い。が、警察勤きん務む者しやだけでなく、すくないながら一般人らしき姿も見かける。

　こちらに近づいてくる少女も明らかにそうだった。

　やっぱり。ハルはうなずいた。学園の制服を着た白しら坂さか羽は純ずみだったのだ。

「事情はアーシャさんから聞きました」

　羽純は憔しよう悴すいした顔つきだ。目も赤い。よく眠れなかったのだろう。

「白坂の方はどうしてここに？」

「姉さまがいなくなったと聞いて、できることはないかと思ったんです。友ゆ加か里りさんはドラゴンとの戦いになるまで何もしなくていいと言ってくれましたけど、わたし、家でじっとしてられなくて……。それでアーシャさんに連絡して──」

　織姫・行方不明の報しらせは家族にも、従姉妹いとこである羽純にも当然伝えられる。

　居ても立ってもいられなくなり、警視庁まで来たようだ。羽純はずっと新しん都とのために戦ってきた魔女だ。入場もかんたんなのだろう。

　納得したハルに、手負いの『蛇へび』使いである魔女は言った。

「おねがいです。わたしもいっしょに連れていってください！　すこしでも何かお手伝いをしたいんです！」

　それはひかえめな彼女らしくない、明めい瞭りような意思表示だった。
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　ハルとしては、羽純の要望を断りたい気持ちもあった。

　明らかに魔女向きでない性格の中学生がせっかく休業していたのである。

　そのままにさせてやってもいいじゃないかと思う。しかし、理屈で考えれば、魔女の同行はかなりありがたいわけで──。

　結局、ハルは羽純をつれて出発した。東駒形の古書店にして《S.A.U.R.U.サウル》支部の弥み勒ろく堂どうで必要な機材を確保。隅すみ田だ川がわを渡り、旧東京エリアの浅草橋に入っていく。

「あの。春はる賀がさんはたしか姉さまと同じ、高等部の一年生……ですよね？」

「うん。それでまちがいないよ」

「え、ええと、でしたら、運転免めん許きよの方はどうなっているんでしょうっ？」

　助手席にいる羽は純ずみからつっこまれた。

　学園の制服を着た後輩に対して、運転席のハルは私服である。無難にフード付きパーカーを着こんでいる。『免許証』があるとはいえ、学校指定の制服着用でハンドルをにぎるのは無警戒すぎるだろう、やはり。

　尚なお、運転しているのはワゴン型の四よん輪りん駆く動どう車。昨日、見けん城じようが使った車両だ。

「そこはほら、《S.A.U.R.U.サウル》のメンバーは技術研修とかいろいろ受けるから」

　研修どころか免許講習も受けてない身で、適当にごまかすハルだった。

　今の説明で羽純は納得してくれたようだ。うなずく連れを横目に、ハルはしみじみと思う。やっぱり、ふつうに育った人間はここにつっこんでくるんだなと。

　この前も織おり姫ひめからつっこまれたばかりだ。

　行方不明中の少女を思い出して、ハルはすこし落ち着かない気分になった。

「ところでさ。わかっていると思うけど、僕が感じた悪あく路ろ王おうの『声』なんて、本当にあるかどうかもあやしいんだ。あまり楽観しない方がいいと思うよ？」

「は、はい。一応、わかっている……つもりです」

　最悪の事態にそなえて予防線を張る。自分と羽純、どちらにも必要なものだ。しかし、天使に似た面差しの少女はすこし考えこんでから、こんなことを言った。

「ただ、姉さまのことで落ちこむと、わたしのなかで眠っている水み無な月づきが起きようとしてくれるんです。それがなんだか『姉さまはまだ生きてるよ』と教えてくれてる気がして」

「君の『蛇へび』が？」

「はい。もしかして、春はる賀がさんと同じようなことを水無月も感じているのかなって」

「……なるほど」

　少女の感傷と希望的観測ではなく、魔女の霊感による託たく宣せんだと見なせば。

　否定する理由はないかもなと、ハルが考えこんだとき。

「血の縁で結ばれた巫み女こたちの蛇同士が魂たましいの絆きずなを感じ合う。珍めずらしくもないことだ」

　えらそうにコメントされて羽純は「えっ？」と驚おどろき、ハルは動じずに車を止めた。

　靖やす国くに通りの岩本町交差点に差しかかるところだった。

　後部座席には、いつのまにか火ひ之の迦か具ぐ土づちがすわっていた。手に持って興味津々の体で眺ながめているのは、遠隔操作できる空撮用小型ＵＡＶ──無人航空機Unmanned Aerial Vehicleだ。いわゆるラジコンヘリ型で、ビデオカメラとＧＰＳを搭載している。

　危険地域の撮影や偵察に使う。ハルが車に放りこんできた機材のひとつだ。

　火之迦具土はいつのまにか実在化して、いじっていたらしい。

「蛇がそこまで感じているなら、術で探させればいい。かんたんだろう？」

「す、すいません。わたし、魔法とかがあまり得意じゃなくて……」

　うしろから火ひ之の迦か具ぐ土づちに言われて、助手席の羽は純ずみはしゅんとした。

　白しら坂さか羽純は第二階かい梯ていの魔女だという。実はこの等級、魔女の世界では最も標準的な数字だ。本人が言うほど、羽純は不出来ではない。今の『得意じゃない』、彼女の魔術への苦手意識が口にさせたのかもしれない。

　魔術とは光ではなく闇に属する知識なのだ。一方、火之迦具土は眉をひそめた。

「当代の巫み女こどもはあいかわらず修行が足りん。その程度の術さえできぬのか」

「ふ、不勉強でごめんなさい。恥ずかしいです……」

「まったくだ。妾わらわの神域に仕える巫女どもであれば、このような半端者、見習いにすら取りたてなかったものを」

「も、申し訳ありません、本当に──あ」

　細い体をさらにすくませ、恐きよう縮しゆくしていた羽純。しかし、いきなりハッとした。

「あの……この間、お聞きしました。前に姉さまは火之迦具土さんと取引して、悪あく路ろ王おうを魔法で生んでもらったと」

「うむ。それに相違ないな」

「でしたら、わたしも同じことをお願いできませんか？」

「なに？」

「わたしも何か火之迦具土さんのおっしゃることを聞きますから、姉さまを捜さがすための魔法を教えてください！」

　真剣そのものの表情で羽純に訴えられ、火之迦具土は「ほう……」と微笑ほほえした。

「なかなかいい根性だ。小娘、答えろ」

「は、はいっ」

「なぜ妾に取引を願い出る。跪ひざまずいて教えを請こおうとは思わんのか？」

　自じ称しよう悪魔は微笑していたが、明らかに陽気さゆえではない。

　その笑みには女王の不ふ遜そんさと気高さが充ち満ちていた。分ぶん不ふ相そう応おうな直じき訴そ人を自ら試し、気に入らない答えが出たら罰してくれよう、とでもいうような──。

「あ、あの。火之迦具土さんはそういうことがお嫌いじゃないかと思っただけで、特に深い意味はありません。すいません……」

「ほう。思っただけか。妾の気性をそのように見たか」

「は、はい。姉さまに聞いたお話ですとか、春はる賀がさんに秘ひ文も字じのことをあまり教えてないところから、勝手にそう思っていました……」

「は！　素直で謙けん虚きよなだけでなく、それなりに見る目もあり機転も利く、か」

　身をすくませる羽純の前で、火之迦具土は短く笑った。

「いいだろう。妾の近くに侍る巫女として、認めてやってもいい気になってきた。小娘よ、取引を受けてやる。だが勘ちがいするな」

「な、何をでしょう？」

「女王たる妾わらわは、些細な術の指南程度を報償とはせぬ。いずれ機会があれば、おまえの服従とひきかえに相応の見かえりをくれてやる。心して待て」

「はいっ」

　素直な返事を満足そうに聞く火ひ之の迦か具ぐ土づちへ、ハルは言った。

「おい。この子にあまり妙な真ま似ねをするなよ」

「は、春はる賀がさん……」

「僕やアーシャとちがって育ちのいい子だし、十じゆう條じよう地じほど逞たくましくもないだろうし」

「が、代わりに気立ては抜群によく、頭も悪くない。いいか小僧、妾とて気が利く可か憐れんな娘にちやほやされて、つかのま癒しを得たいときもあるのだ！」

「そんなことを力説されてもなあ……」

「最近、何かと口答えする生意気小僧の相手で心が荒みがちだしな」

「あんたの心が荒んでいるのは、絶対にもとからだろ」

　自じ称しよう悪魔に釘を刺していると、羽は純ずみがにっこり微笑ほほえみかけてくれた。

　下手な謝礼の言葉より、感謝の気持ちを伝えられた気がする。やけに照れくさくなって視線をそらしたら、火之迦具土が車の扉を開け、外へ出ていった。

　ハルと羽純はうなずき合い、そろって追いかける。

「おまえの蛇へびを呼べ、小娘」

　旧千代田区岩本町の交差点で腕うで組ぐみしながら、火之迦具土は指示した。

　うなずいて、羽純が両目を閉ざす。精神集中のためだろう。

「水み無な月づき……わたしの声に応えて」

　小さくささやいた直後、羽純の頭上に光の五ご芒ぼう星せいが顕あらわれた。

　この星はすぐ『∞』の印に変わり、エメラルド色の長大な竜蛇に変化する。

　水無月である。蛇に似た長い胴どうを空中でうねらせていた。蜥蜴とかげ似の頭部には鹿しかのような角が生え、泳ぐように空を舞う。四し肢しのなかで右腕だけがほかの倍ほども長い。

　角状部位である右みぎ掌てのひらの四本爪は、剣のごとき鋭するどさだった。

　しかし、巨体のまわりを赤い霧きりがおおっている。全身に刻まれた微細な傷は数え切れないほどで、その全てが少量ずつ出血し、血ち煙けむりを生んでいるのだ。

「本当に傷だらけなんだな……」

「そやつの神しん力りきを引き出し、この都に解きはなて。たいした術でもないから、わずかでかまわん。会いたい者のことでも考えながらな」

　水無月の惨状にハルは驚おどろき、火之迦具土は教えを口にした。

　一方、羽純は不安そうにパートナーを見あげている。

「や、やってみます。ただ、わたし水み無な月づきを思いどおりに操るのがすごく苦手で、戦わせるのも全然上う手まくないんです。失敗したらごめんなさい……」

　試す前から、申し訳なさそうにあやまっている。

　ハルは不安になった。ふてぶてしいほどに自信満々で、失敗の可能性など微み塵じんも考えない傲慢な魔女の方が『蛇へび』を巧みに使いこなすものだ。羽は純ずみの場合、ひかえめな性格と自信のなさが相乗して、悪循環になっているのだろう。

　もっと性格悪くなれとアドバイスしていいものか、悩んだときだった。

「操る必要などない。戦わせずともよい。おまえの心を素直に伝えろ」

　火ひ之の迦か具ぐ土づちが簡明に言った。

「おまえたちがしたがえる『蛇』とは畢ひつ竟きよう“〝まがいものの神”〟。だが、偽いつわりとはいえ神の系譜につらなる者だぞ。元をたどれば、その魂たましいの気高さは人間ごときを凌りよう駕がする」

「気高い……？」

「だというのに『操る』『戦わせる』などとは不ふ遜そんもいいところ。祈るがいい、小娘。謙けん虚きよに、敬虔に、真摯に、全身全霊をかけて、おまえの願いを祈り届けるがいい。それで十分だ。あとはあやつが勝手に応えてくれよう」

「は、はいっ」

　ふたたび羽純は目をとざした。ふくらみかけた胸の前で両手を組む。

「おねがい水無月。この街のどこかに姉さまがいるなら、わたしに教えて……！」

　祈るようにささやいた直後、風が吹いた。

　おだやかな微風だった。吹き抜ける際に肌はだを撫なでる感触がやさしく、心地よい。風の発生源は上空に浮かぶエメラルド色の巨きよ躯くだった。

　水無月は《風》の疑ぎ似じ神しん格かくを持つリヴァイアサンだったようだ。

　竜弑しの文字を得た恩恵で、微風に宿る探知系の魔力をハルは感じとった。

「あんな自信なさそうな子が、よく成功できたもんだな……」

「光によりそう者には、それにふさわしき流儀がある。それだけのことよ。とはいえ」

　ハルのささやきに答え、元ドラゴンの女王は上空の水無月を見あげた。

「そのような娘が闇の苗なえ床どこより生まれた『蛇』をあてがわれているのだ。大成はとても望めまい。今の手ほどきも、まあ小手先のごまかしだな」

　羽純が目を開けた。心からのうれしそうな表情が結果を教えてくれていた。



　ハルたちのいた場所を中心に、水無月の風は波紋のごとく広がっていったという。

　そして、従姉妹いとこを求める羽純の想おもいと共に、旧東京租そ借しや地くちの全域を短い時間で駆かけ抜けていって──結果、微風に込められた魔力が使い手の霊感を刺激したらしく。

「この方角で……いいと思います」

　靖やす国くに通りを走行中の車内で、羽は純ずみは人差し指を新宿方面に向けていた。

　あたかも、磁じ石しやくの針が北の方位をぴたりと示すように。

「この先のどこかで、さっき水み無な月づきに出してもらった風が姉さまの悪あく路ろ王おうを“〝感じ取った”〟──そう思えます。たぶん、まちがいないです」

「今度は自信あるんだな……」

「はい。水無月がやってくれましたから」

　運転席でハルが言うと、助手席の羽純はパートナーへの信頼を口にした。

　一方、バックミラーには後部座席で物騒な道具をいじる火ひ之の迦か具ぐ土づちが映っていた。

「それであんまり遊ぶなよ。まだ弾はいれてないけどさ」

「小僧、おまえにも武具の備えがあったのだな。正直に言って意外だぞ」

「ぶぐ……？　ええっ!?」

　うしろを見て、羽純も驚おどろく。火之迦具土はしげしげと拳けん銃じゆうを見つめていた。

　以前も携行した小口径のリボルバーではない。口径九ミリのオートマチック。殺傷力も弾数もこちらの方がだいぶ上だ。

　さっき古書店・弥み勒ろく堂どうから持ち出した品のひとつである。

「僕の持ち物じゃなくて、《S.A.U.R.U.サウル》新しん都と支部の備品だよ。まあ、ドラゴン相手に役立ちはしないけど、ちょっと護身用にね……」

　羽純がだいぶびっくりしていたので、言いわけのようにハルは言った。

「護身って、何から身を守るんでしょう!?」

「旧東京はだいぶ安全だけど、世界の租そ借しや地くちには結構危ないところもあるんだ。野生動物や野生化したペット、家畜の住み処になっていたりして。で、なかにはそういうのが魔ま獣じゆう化したり、魔術的な超自然現象が頻ひん発ぱつする本物の危険地帯もあってさ」

「ど、どうしてそんなことに？」

「そういう租借地はエリア周辺の魔力活性化がだいぶ進んでいて、その影響らしい。旧マンハッタンとか旧ワルシャワがいい例だ。……この先、東京がそうならないって保証はどこにもないだろ？　むしろ、その危険を心配すべきじゃないのか？」

　問いかけは、後部席の自じ称しよう悪魔に向けたものだった。

　火之迦具土はにやりと笑って無視し、銃をもとの場所──ハルが仕事道具をいれていたウェストバッグへもどす。拳銃を隠し持つため、内部にホルスターを仕込んだ米国製のバッグなのだ。

　時刻はまだ昼すぎ。このまま織おり姫ひめが見つかれば、スムーズすぎる救出劇となる。

　本当なら昨日の戦場だった永田町周辺をスタート地点に、持ってきた機材や調査系魔術を駆使して捜索開始、あがらない成果に舌した打うちしつつ夜を迎え、捜索を断念して明日にそなえる──という予想図を思いえがいていたのだが。

　自分のなかで『期待』とやらが増量したと自覚しながら、ハルは車を走らせる。

　旧新宿駅の西口付近にさしかかったところで、羽は純ずみが言った。

「すいません、向こうの方に行っていただけますか……!?」

　針路の修正依頼。すこし興奮気味の口調。終点が近いのかもしれない。

　羽純が指さす方向に車を進めていく。以前はにぎやかだったであろう駅前を通りすぎ、かつて新宿副都心と呼ばれた界かい隈わいにやってきた。

　近代的なデザインの高層ビルが数え切れないほど、整然と建ちならんでいる。

　旧東京都の都庁本庁舎もこの近所だ。そして、あるビルの状況を見て、ハルはため息をついた。うまい話はそうそうあるものじゃない。

　助手席で、羽純が切なそうに息を呑のんだ。

　甲こう州しゆう街道にも近い三〇階建てのビル。この建物にどろどろした水銀色の金属液が津波のようにぶつかっていくところだった。

　溶よう鉱こう炉ろで溶けた鋼鉄のごとく、液状に融ゆう解かいした生体金属。

　パヴェル・ガラドの眷けん属ぞく、『ラージ・リビングメタルスライム』である。あいかわらず超高温を発し、近くにいるだけで汗が吹き出てくる。

　不思議なのは、標的であるビルの周囲で『陽炎かげろう』がゆらゆら揺らめいていることだ。

　この空気の揺らめきに阻まれて、生体金属はビルに接触できないらしい。

　金属液の津波は陽炎の堤防にはばまれて、むなしく砕くだけ散る。

　だが、砕けて波の破片となってもあきらめず、再集結し、ふたたび津波となり、またぶつかっていく。砕けてもまた同じ行動を愚直に繰りかえしている……。

「水み無な月づきが感じた十じゆう條じよう地じの居場所って、やっぱり」

「はい、あのなかです……」

　羽純の指は、ビルと水銀色の液状金属をはっきりと指さしていた。
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「なんとか命は拾ったけど……これってつまり籠ろう城じようよね？」

　織おり姫ひめはめったにやらない行為をしていた。ため息をついたのである。

　現在位置は西にし新しん宿じゆくの高層ビル内、エントランスホール。

　本当なら照明もつかない廃はい墟きよのなか。しかし、外から陽光が差しこんできている。

　ビルのすぐ外では、妖しい攻防が昨日から継続中だ。ビルに入りこもうとする液状金属の津波と、それをはばむ陽炎の結界という対決が──。

　陽炎の結界は、悪あく路ろ王おうが《火》の疑ぎ似じ神しん格かくで造りだした。

　これのおかげで敵の侵攻をはばめるし、あのどろどろに融解した金属の超高熱もビル内には入ってこられない。ひとまず防御は盤石なのだが。

「今が安全ってだけで、三時間後もそうかは全然わからないわけだし」

　はあ。織おり姫ひめはふたたびため息をついた。自他ともに認める楽天家。好きな言葉は『行けばわかるさ迷わず行けよ』。だが、さすがに現状は厳しい。

　昨日、撃墜されたとき、織姫はショックのあまり思考停止してしまった。

　が、パートナーは傷ついた体に鞭むち打うち、なんとか空中で体勢を立て直した。

　墜つい落らくする織姫めがけて懸命に飛び、追いつき、背に乗せて、どうにか着地。そのまま疾しつ走そうを開始。さすがは元ドラゴン・火ひ之の迦か具ぐ土づちが『出来物』と評した悪あく路ろ王おうだった。

　しかし、衝撃波のダメージで動きが悪く、戦闘はむずかしい。

　高く飛べば、また衝撃波が来るかもしれない。仕方なく悪路王に低空を飛んでもらい、新宿まで逃げてくるもついに追いつめられ、このビルに避難したのである。

　疑ぎ似じ神しん格かくで結界を造り、これを唯一のバリケードとして。

「あとは助けが来てくれるまで、わたしの体力が保つかどうか……」

　ぐったりと悪路王の腹部に背をあずけながら、織姫はつぶやいた。

　立っている余裕はない。全身だるく、頭がぼーっとする。『蛇へび』の肉体を維持するだけでも魔女は消耗していく。結果、この低血糖に似た症状となるのだ。

　一方、白き狐こ狼ろうはずっと織姫によりそい、伏せの姿勢で待機中だった。

　昨日からずっと縮ちぢんだままだ。体長三メートルほどになった狐狼の腹部と毛皮は、ちょうどよい寝具代わりであった。

「悪路王。ちょっと寝るけど、まだ消えたらダメよ？　わたしのそばにいて、守りつづけてちょうだいね」

　相棒がくーんと犬っぽい鳴き声で答えてくれたので、安心して目を閉じる。

『蛇』の実在化を維持したままだと、睡眠中も体の消耗は続く。昨夜、体験ずみだった。しかし、悪路王が消えれば結界も消えるのだ。仕方がなかった。

　とはいえ、こうして待っていても助けが来るかどうか。

　事前に渡されていた衛えい星せい携帯電話は、どこにもつながらない。屋内にいるせいか、結界の影響だろう。いずれにせよ、外部と連絡を取る術が織姫にはなかった。

　いっしょに落ちたハルとアーシャはどうなったのだろう？

　ふつうに考えたら生きているはずはない。しかし、ふたりとも特殊技術や魔力の持ち主。かすかな期待感はある。だが、暗い考えも首をもたげてくる。

　仲間はすでに命を落としている。救援もまにあわない。十じゆう條じよう地じ織姫はこのまま孤独に死を迎えてしまう……などと。恐こわくてたまらない。

　それは織姫が初めて経験する類のプレッシャーであり、恐怖だった。

　唯一の救いは、起きていられないほどの眠気とだるさに襲われていることだ。ぐったりと目を閉じながら、織おり姫ひめはふたたび無事に起きられることを祈った。



「このビルを守っているのは《火》の疑ぎ似じ神しん格かくだな……」

　水銀色のスライムが何度も陽炎かげろうの障壁にぶつかって砕くだけ散るも、そのたびにまた津波となって陽炎へ挑む──。この繰りかえしを見守りながら、ハルはつぶやいた。

　連れの羽は純ずみと共に、すでにワゴン車から降りている。

　あの溶けた生体金属が発する高熱のせいで、鉄工所を思わせる暑さだ。

「もし悪あく路ろ王おうが昨日から魔法を使いつづけだと──姉さまが心配です！」

　羽純が珍めずらしく大声を出す。ハルはうなずいた。

「戦闘みたいに激しいアクションはさせてないにせよ、丸一日近く『蛇へび』を維持したままだもんな……。心身共に限界は近い、か。となると、選択肢はひとつだな」

「何でしょう、春はる賀がさんっ？」

「君が水み無な月づきを呼んで、あのドロドロをすみやかに撃げき破はさせる」

　ハルの提案を聞いて、羽純がハッとした。

「ただ、あの上位種がとっておきみたいに出した眷けん属ぞくだから、ラプトル以上に手強くてもおかしくない。水無月の負傷も考えると、勝負は一瞬で終わらせた方がいいと思う」

「一瞬で……」

「すこしでも反撃されたら、今の水無月じゃ持ち堪えられないだろう？」

　寄せては返す波のように、生体金属は何度も何度も陽炎の障壁を襲っている。

　それ以外の行動は何もせず、ハルたち人間を狙ねらう気配もない。しかし、さすがにリヴァイアサンの水無月が顕あらわれれば、状況は変わるだろう。

「どうかな？　やれる自信はあるかい？」

「すいません。ない──です……」

　ハルが確認すると、羽純は目を伏せてしまった。

「わたし、本当に『蛇』を戦わせるのが苦手で……。『あのドラゴンを倒して』みたいに頼んでも、いつも水無月は動きが鈍にぶいんです。小さな竜たちをすこしずつ退治するときはそれでも何とかなるんですけど──」

　羽純は目を上げないまま、おどおどと言った。

「で、できるだけ、がんばってみます。姉さまを助けるためですし……」

　そういえば、最初に水無月を見た戦闘。ハルは思い出した。

　今にして思うと、ラプトル一体を葬ほうむるのにずいぶん手数をかけていた。あれが悪路王なら稲いな妻ずまのような一撃で瞬殺していたはずだ。

「さっきも言ったであろう。戦わせる必要などないと」

　車から出てきて、火ひ之の迦か具ぐ土づちが言った。

「必要なのは祈りを伝えること。それを実現させるために何を為なすかなど、『蛇へび』に考えさせればよい。不慣れなおまえより、よほど上う手まい手を思いついてくれる」

「そんな……でも──」

「べつにおまえが自信を持つ必要などない。さっきわかったのではないか？」

「あ……」

　理解の色が羽は純ずみの瞳に浮かんだ。ぎこちなく顔を上げ、例のビルを見つめる。

　一回大きくまばたきし、深呼吸。大切な人を案じる憂い顔となり、それから表情をすこしだけきりっと引きしめた。最後にハルへ言う。

「じ、自信はないですけど──信じることにします。春はる賀がさん、さがってください」

　いつもとすこしちがう羽純の様子にハルは驚おどろいた。

　ひかえめなはずの少女から距離を取り、火ひ之の迦か具ぐ土づちの隣へ行く。

（……ずいぶんと親切な先生ぶりじゃないか。らしくないな）

（取引をした──というより、するからな。ま、その分は面倒を見てやるさ）

（でも、ちょっとアドバイスしただけだろ？　そう上手くはいかないんじゃ……）

　善良でも素直でもない二人組のささやきをよそに、ついに羽純は開始した。

「水み無な月づき。わたしの声に応えて」

　さっき聞いたときよりも、張りのある召しよう喚かんの声。

　これに応えて、エメラルド色の竜蛇が羽純の頭上に忽こつ然ぜんと顕現し、メタルスライムの背後を取った。水無月の周囲を血ち煙けむりが舞い、空気を赤く染める。

　ざわっ！　液状金属の上にさざ波が走った。

　敵の出現を感じ取って、警戒態勢に入ったように見える。

「あなたに姉さまを助けてほしいの。そのためにわたしの力が必要なら、いくらでも持っていってかまわないから──！」

　アーシャのように、強い意志と闘志をもって操るのではなく。

　羽純はふたたび祈るように両手を胸の前で組み合わせ、目を閉じた。

　戦況を見守り、指示を出すこともできなくなる。戦闘の放棄。だが、逆をいえば己の命すら水無月の判断に託たくすという意思の表れ──。

「あなたを上手く動かす自信、わたしにはないけど。でも、あなたを信じることはできる……だから、おねがい！」

　液状金属が昨日と同様、津波のように動きはじめた。

　背後にいた水無月へ押しよせ、丸まる呑のみにしようとする。対して、満まん身しん創そう痍いのリヴァイアサンは『キュアアアアアッ！』と吠ほえた。

　同時に水無月の口から、超音波ソニツクウエーブが放たれた。

《風》の疑ぎ似じ神しん格かくで大気をふるわせ、震動を起こしたのだ。この空気の波動が液状金属をあっさりと吹き飛ばしていく。

「あの銀ぎらの若わか僧ぞうがいなかったのも幸いしたな」

　水み無な月づきの勝利を見とどけつつ、火ひ之の迦か具ぐ土づちがえらそうにうそぶく。

「あやつがいたら屠と竜りゆう之の技わざを使い、眷けん属ぞくにも『剣』の力をあたえただろう。そうなれば、さすがにこうもかんたんには勝てん」

「世の中、結構上う手まくいくもんだなあ……」

　一方、ハルは拍子抜けしていたのだが。自じ称しよう悪魔に「ふん」と反論された。

「妾わらわはわずかな手がかりをあたえただけと、おまえは言ったな？　バカめ。たとえ万の言葉を費やしてやったとて、魔道の技が身につくものか」

　幼女の胸をそびやかしつつ、火之迦具土は重々しく断言した。

「今の術はな。あの小娘がぎりぎりの際に追いこまれながら、身も心も必死になって、自ら導き出したものだ。だからこそ自然に使いこなせる。その呼吸を悟さとらせるのに千言はむしろ邪魔。必要なのは、きっかけとなる含がん蓄ちく深い一言であろう」

「なるほど……」

「師父としても妾が偉大であると、思い知るがいい」

「いや、今回は割と本当にそうかもな……」

　えらそうな火之迦具土をはじめて見直した瞬間、水無月が甲高く吠ほえた。

　ぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおんんんん──。

　遠くにいる仲間を呼ぶような声。すると、ビルを守護していた陽炎かげろうの障壁が急に消滅した。今のは同族に『安全』を伝えるメッセージだったのだ。

　そして、上空に浮かぶ水無月の周囲を淡い赤に染めている血ち煙けむり──。

　この血煙の赤がどんどん濃くなっていく。疑ぎ似じ神しん格かくを立てつづけに使ったせいで負担がかかり、出血が増しているのだろう。羽は純ずみがあわてて叫ぶ。

「ありがとう、水無月！　もう大丈夫だから、今は休んで！」

　エメラルド色の竜蛇型リヴァイアサンが姿を消していく。

　一方、ハルはビルのなかへ入っていった。入り口付近は派手に壊れている。巨大な生き物──おそらく悪あく路ろ王おうが無理矢理ここに突入したせいだろう。

　エントランスホールでは案の定、白き狐こ狼ろうが行ぎよう儀ぎよく『伏せ』で待機していた。

　その腹部と白い毛皮をベッドに制服姿の織おり姫ひめが眠っている。

　悪路王は毛並みがいいので、寝心地よさそうだ。寝ている織姫を床におろすと、功労者の『蛇へび』はそのまま自らの意志で姿を消した。織姫の負担を案じたのだろう。

「は、春はる賀がくん……？」

　織姫が目をさました。珍めずらしくぼおっとしている。

　寝起きなのと、体がかなり消耗しているせいだろう。ハルはうなずきかけた。

「悪あく路ろ王おうと白しら坂さかたちががんばったおかげで、どうにか助けにこられたよ」

「羽は純ずみも来てるの……？　お礼、言わなくちゃダメね。でも、ひとついい……？」

　茫ぼう洋ようたるまなざしでハルを見あげながら、織おり姫ひめは訴えた。

「ちゃんと約束しておいたのに、今回は遅刻もいいところじゃないかしら……」

「申し訳ない。こういうのは初心者だから、タイミングが上う手まくつかめないんだ」

「仕方ないわね……。今度、わたしが子供の頃に作った『正義のヒーロー資料集』を貸してあげるから、しっかり勉強してね……」

「君がどういう幼少期を送っていたのか、だんだん想像がついてきたよ……」

「けど、今回は本当にまいったわ」

　感じ入るハルの前でぐったりしながら、織姫はため息をついた。

「生まれてはじめて、死ぬかもしれないって思ったもの……」

「この世界、割とそんなもんだよ？　戦闘担当じゃない僕も結構な回数、死にかけてるし。慣れれば割と大丈夫──になるかは人それぞれだけど、まあ」

　ハルはなるべく平常どおりを意識して、あっさり気味に言った。

「十じゆう條じよう地じはたぶん、大丈夫な方じゃないかな」

「そういう経験値、あまり貯ためこみたくないわ……。それにね、ここは初心者のわたしに気を利かせて、思いっ切りやさしくしても罰が当たらないところよ」

　織姫は拗ねたような顔をした。ただし、口元は笑っていたが。

「だけど、春はる賀がくんがいつもどおり元気そうでよかった。昨日のあれで全滅じゃ、かっこわるいものね。アーシャさんの方は──」

「僕が生きているのに、あいつが死ぬわけないよ」

「たしかにアーシャさんの方が逞たくましそうだわ……。でも、だったら本当に一安心。わたし、すごく疲れちゃったから、しばらく寝ててもいい？」

「ああ。ひとまずここを出たら、めざまし抜きで好きなだけ寝てくれ」

　織姫に肩を貸し、外へ連れ出す。悩ましすぎる肢し体たいのあたたかさを学園の制服越しに感じて、ハルは顔を赤くした。

　気づいた織姫に、小声で「えっち……」とささやかれてしまったが。

　困って赤面したものの、ハルは安心もした。

　命の瀬せ戸と際ぎわを経験したというのに、織姫の精神的ダメージはすくなそうだ。持ち前の剛ごう胆たんさと、そばにいた悪路王の加護が恐怖を減らしていたからか──。

「大丈夫、姉さま!?　でも、無事でよかった！」

　安あん堵どのためか涙目になっていた羽純が駆かけよってきた。ハルといっしょに織姫を支えてくれる。そのときだった。巨大な影が陽光をさえぎった。

　反射的に快晴の空を見あげて、ハルは息を呑のんだ。

　白銀の翼を広げて、パヴェル・ガラドが降下してくるところだった。
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「我が眷けん属ぞくの最期を感じて、来てみれば──君だったか」

　地上に降り立ってすぐ、ガラドはあいかわらずの美声で告げた。

「だが申し訳ない。わたしは君に対する興味を失っている。こうして相対しても、一片の闘志すらわきあがってこない」

「あんたと戦う気は、こっちにだってないさ……」

　ハルは生まれてはじめて、ドラゴンに語りかけた。

　ソスと戦ったときも、積極的に意思の疎そ通つうを試みはしなかった。あたりまえだ。ドラゴンたちと春はる賀が晴はる臣おみはまったく別世界の住人なのだから。

「そうか。ならば慈じ悲ひの心をもって、君を一瞬で抹殺してやろう」

「黙だまって僕たちを見逃してくれるなら、いくらでも感謝するんだけどな」

「それは冗じよう談だんというものか？　すまない、わたしはいわゆる『ゆーもあ』の才を持たない竜族でね。上う手まい返答が思いつかない。──それで君の殺し方についてだが、焔ほのおと稲いな妻ずま、どちらで死ぬのが好みだろう？」

「才能ないどころか、結構ボケの素質がありそうだよ……」

　できるだけ『いつもどおり』を意識して、ハルは軽口をたたく。

　しかし緊張のあまり、のどはカラカラだ。心臓の動どう悸きも激しい。だが、それでも今、ハルは開きなおりつつあった。不本意ながら、自分の生きる世界は急激に変わりつつある。ここで踏んばって生きのびるには、まず自分の意識も変えなければいけない。

　でないと、今いっしょにいるふたりまで、死出の旅に巻きこんでしまう──。

　ハルはぐったりしていた織おり姫ひめの体を羽は純ずみにまかせた。

　下がってくれと目くばせもする。ふたりは心配そうにハルを見つめながら、それでも織姫はふらつく足で、羽純は従姉妹いとこを懸命に支えつつ、はなれていった。

　彼女たちは『蛇へび』を使えない。邪魔してはいけないと、気遣いしてくれたのだろう。

「特に要望がないのなら、わたしの方で選択するとしよう」

「好きに選んでくれよ。おとなしく受けいれるつもりはないから……」

　ハルとパヴェル・ガラドの間には、十数メートルの距離がある。

　首をかたむけて竜族の巨きよ躯くを仰あおぎ見ていると、敵は大きく口を開けた。その奥に青白く燃える火種が見える。熱血志向のドラゴンは焔をとどめの一手に選んだらしい。

　ハルは深呼吸した。あの生せい還かん劇を思い出す。

　難攻不落の敵自身をイメージして得た、不ふ朽きゆうの加護を。

「さらばだ、弓の継けい承しよう者しや！」

「冗じよう談だんじゃない！　勝手に殺されてたまるか！」

　ハルは《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が浮かぶ右の掌てのひらを突き出した。

　真しん珠じゆ色いろの光が体をつつみこむ。この輝きの上にガラドは青白い焔ほのおを吐きかけた。火炎放射は数十秒も続き、火ぶくれでも起こしそうな高熱にさらされ、閉口したが──

　焔が途切れたとき、ハルは火傷やけどひとつ負っていなかった。

「ほう……わずか一日で不ふ朽きゆうの加護を」

　ハルの無事を目の当たりにして、ガラドは目を細めた。

「ならば、わたしもこれを抜かねばなるまいか」

　白銀の腕うでが高々と天にのびる。掌に《剣の秘文字》が浮かぶ右手だった。

　ガラドが切り札を出す気だ！　ハルは大きく目を見ひらく。こうなったら、とことん真ま似ねするつもりだった。敵が加護を出すなら加護を、杖つえを呼ぶなら杖を──。

　全て真似して、同じことをやってやると食い入るように見つめる。

「天上に輝く燧すい星せいの軌跡よ、空に刻まれたルルク・ソウンの秘ひ録ろくよ」

　ハルは魔術的視覚を発動させた。その瞬間に見た。

　パヴェル・ガラドの周囲に大宇宙の暗黒が広がるのを。遙はるか彼方かなたで数え切れないほどの星々がまたたき、星の大海を形作っている！

「なかでも我が刻こく印いんたる『蒼天の御み剱つるぎ』に願う。屠と竜りゆうの剣を今こそ我が手に！」

　ガラドが呼びかけた瞬間、彼の頭上で一群の星々が輝きを強める。

　それは、ハルたち人類がオリオン座の名で知る星座だった。なかでもあの三連星──狩人オリオンの腰こし帯おびを表すという三つ星が白金色に輝いている。

　そして、ガラドの右手に美しい長剣が顕あらわれた。

　この剣の上に「」を三つ重ねたような魔術記号が降ってくる。《剣の秘文字》である。文字の出所はガラドの頭上──オリオンの三連星だった。

　剣と秘文字が一体化した瞬間、ガラドの長剣は白金色の輝きを宿す！

「これがあいつの剣、魔ま導どうの杖つえの造り方か！」

「ふっ。剣の竜弑しと不朽の加護、どちらの霊れい験けんが勝まさるか試してくれよう！」

　ガラドが屠竜の剣を振りおろしてくる。

　受けとめるのはハルの加護だった。巨大な剣の刃と真珠色の光が激突した瞬間、光のなかはすさまじい強さで揺れた。バランスを崩し、膝ひざをついてしまう。

　しかし、真珠色の光はすばらしい防御力を見せ、ハルは全く傷ついてない──。

「春はる賀がくん……！」「大丈夫ですか!?」

　どこかで織おり姫ひめと羽は純ずみが叫んでいる。しかし、姿は見えない。

　魔術的視覚のせいか、ハルの周囲まで宇宙になっていた。地面を踏みしめているはずなのに、足もとは大宇宙の深淵だった。

　今、この宇宙にはハルとパヴェル・ガラドしか生者は存在しない。

「ふふふ！　やはり、不ふ朽きゆうの加護を崩すのは容易ではない！」

　敵の手強さを歓かん喜きするあたりが竜族の業ごうか。

　ガラドは屠と竜りゆうの剣をふたたび振るう。今度はななめ下への突きだった。

　受けた瞬間、またも大衝撃。しかし、ハルはダメージなし。続いてガラドは真っ向唐から竹たけ割わり、袈け裟さ懸がけの斬きり下ろし、次いでゴルフスイングのような一ひと太た刀ち。

　斬ざん撃げきを受けるたび、真しん珠じゆ色いろの加護は激しく揺れる。

　ハルの体もめいっぱい揺さぶられた。それでもどうにか無傷。まさしく絶対不ふ可か侵しんというべき守護結界──なのだが。体に異常が発生していた。

　揺さぶられるたび、針で刺すような痛みがハルの心臓を襲うのである。

「く……っ！」

　ハルはうめいた。どうやら加護の防御力、当てにしすぎても駄目なようだ。

　このまま連打を浴びつづけたら、いずれ心臓が破れる──。不気味な確信がハルの心をむしばむ。杖つえだ。こちらにもやはり魔ま導どうの杖つえが必要なのだ！

「剣の秘ひ文も字じがオリオン座なら、弓ゆみの秘ひ文も字じはどんな星なんだ……？」

　星。そういえば、前に火ひ之の迦か具ぐ土づちが言っていなかったか。

「南天の──弓星！」

　その名を唱となえた瞬間、ハルの頭上で一群の星々が輝きを強めた。

　特にまばゆいのは、まちがいなくシリウス。星々のなかで最も明るいというおおいぬ座のα星。あれが『南なん天てんの弓ゆみ星ぼし』なのか……いや。

　そのななめ下、おおいぬ座の尾のあたりに、“〝弧を描く弓”〟を見つけた。

　正確には、そうと見える星の列ならびを見みい出だした。あの星座こそ『南天の弓星』！

　気づくと同時に、弓の星座から魔術記号が降ってくる。“〝傾かたむいた半月”〟を象形化したようなルーン、《弓の秘文字》である。

　あとはこれを宿らせる『弓』があれば──。

　ハルはとっさに、腰こしのうしろのウェストバッグへ右手をのばした。

　チャックを手早く開け、重厚な鋼はがねの感触を握にぎりしめる。さっき火之迦具土がいじりまわしていた拳けん銃じゆうだ。これをホルスターから抜き出した。

「ほう……」

　どこかで自じ称しよう悪魔がささやくのを聞きながら、ハルは見た。

　天より降ってきた《弓の秘文字》を受け止めて、拳銃が白金色に輝くのを。

　光り輝く銃を、片手でかまえる。実はまだ弾丸を装填していないのだが──確信にまかせて引き金をしぼった。

　轟音が『ばあん！』と鳴りひびき、手首に衝撃が伝わってくる。

　神々しいほど白金色に輝く銃より、あるはずのない空から薬やつ莢きようが排出された。

　その瞬間、ハルの魔術的視覚が通常の視覚に切りかわった。

　星々のまたたく大宇宙から、新宿の廃はい墟きよへの帰還──。

　今の一幕が原因なのか、まわりにおそろしく濃のう厚こうな魔力が充ち満ちていた。

　学園の制服姿で織おり姫ひめと羽は純ずみが泣き出しそうな顔でこちらを見守っている。火ひ之の迦か具ぐ土づちはいない。姿を消したようだ。

　そして、仁王立ちする白銀のドラゴンは真しん珠じゆ色いろの光につつまれていた。

　不ふ朽きゆうの加護を展開し、身を守ったのだ。彼は「おお……」と感かん嘆たんしながら、ハルを見おろしている。正確には、ハルの右手が持つ鋼はがね色いろの銃を。

　銃弾といっしょに屠と竜りゆうの魔力を撃ち出し、ガラドを攻撃した武器である。

「竜弑しの文字を『杖つえ』として具現させたか！」

「あんたのやり方を参考にして、どうにかね……」

　ハルがかまえる銃の鈍にぶい鋼色。それは今までどおりだった。

　しかし、見た目の印象はだいぶ変わっている。九ミリのオートマチック拳けん銃じゆうという基本形はそのまま。だが、ところどころに流れるような黄金のラインが装飾として加わり、無ぶ骨こつな殺傷器具に荘そう厳ごんな優美さを加えていた。

　銃把にも小さく《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が黄金のラインで書き入れられている。

　重厚でありながら優美。無骨でありながら壮そう麗れい──。

　これが『魔ま導どうの杖つえ』なのだ。竜をも易やす々やすと射殺するハンドガン。なんてデタラメな代物だろう。心のなかでぼやきながらも、ハルは引き金をひく。

　しかも四回つづけて。赤い光弾が四つ放たれた。全てに屠竜の力が宿っている。

　急所に当たれば、ドラゴン上位種の命もたやすく絶つ。彼らはルルク・ソウンの秘文字で必死に防御するはずだ。

　だが、ガラドは屠竜の剣を一振りしただけだった。

　それだけで真珠色の光がドラゴンの巨きよ躯くをつつみこむ。光は屠竜の銃撃を全てはじいてしまう。しかし、ダメージは皆かい無むではなかった。

「むぅ……っ！」

　今度はガラドがうめき、剣を持たない左手で胸を押さえる。

　竜族にとっての心臓──心金のちょうど真上だ。さっきのハルと同様、心臓＝心金に刺すような痛みを感じているはずだ。

「ふ──守るだけでは駄目ということか！」

　直後、ガラドが屠竜の剣を稲いな妻ずまのごとく振りおろす。

　ハルはとっさに拳銃で頭をかばった。すぐに真珠色の光が展開される。

　不ふ朽きゆうの加護はまたも剣の一撃からハルを守ってくれた。しかし、ガラドは手を止めない。続けざまに屠と竜りゆうの剣を打ち込んでくる。

　一ひと太た刀ち、二太刀、三太刀と矢や継つぎ早ばやに、休みなく。

　これを受けるたび心臓がぎりぎりと痛み、息が止まりそうになる。

　この痛みが二、三分も続けば──おそらく心臓は破裂。自分の命は尽きるだろう。ハルは歯を食いしばり、手のなかの銃を見つめた。

「もしできるなら……もっと威力を上げてくれ！」

　直後、かちゃりという作動音。銃の内部から生じた音だ。応えてくれた!?

　ハルは痛みを堪え、銃口をガラドに向ける。引き金を一回だけひく。

　すると、赤い光弾が三つも連射された。三点バースト──三連射の射撃モードに変わっていたのだ。この三連射はガラドを大きくふっとばした。

　シルバードラゴンの巨体は背中から倒れこんでいく。

　まあ、加護を破るにはいたらず、あいかわらず敵は無傷だったが。ガラドはすばやく立ちあがり、屠竜の剣をかまえる。

　ハルも負けじと、銃口をガラドに向ける。

　ふたりはそのまま不朽の加護を展開し、にらみ合いを数十秒も続けた。

「なるほど。竜弑しを撃げき破はするには、より強き一太刀が要るのだな……」

「それか、もっと連射を重ねる方がいいのか……」

　竜族と人間、種のちがう生き物ふたりの声が期せずして重なった。

　自分たちの武器の基本性能を確認するつぶやき。

　ハルと同じく、パヴェル・ガラドも竜弑しの使い方を学んでいる途中なのだ。数々の発言から、それは推測できていた。だったら──ハルは大きく深呼吸した。

「提案があるんだけど、いいかな？」

「なんだ、弓の継けい承しよう者しやよ？」

「おたがい、自分の武器をはじめてテストできたようだしさ。今回のデータを次に活いかすってことで、続きはすこし先にしないか？」

「ほう……」

「あんたはどろどろの眷けん属ぞくをなくしているし、僕の方も休ませたい仲間がいる。仕切り直しはおたがいにとって損じゃないと思うけど……」

　つぶやきながら、内心ハルは冷や冷やだった。

　実のところ、ガラドには必勝の策がある。このまま戦闘続行すればいい。武器は互角でも、もとの地力がちがいすぎる。ハルは惨ざん敗ぱいするはずだ。

　しかし、戦いを延期できれば、織おり姫ひめとアーシャの助勢を期待できる──。

　あとはガラドの“〝熱血志向”〟が頼みの綱か。ハルが逃げるのを悲しんだくらいだ。

　このドラゴン、正せい々せい堂どう々どうの真っ向勝負が大好物なのだろう。どうか上位種らしく酔狂を起こしてくれと、ハルは信じてもいない神に祈った。

「ふむ……」

　ガラドはハルが持つ魔ま導どうの杖つえ──魔銃ともいうべき武具を見おろしていた。

　九ミリのオートマチック。今日はほとんど片手撃ちで使っていた。ハルの腕力でそんな真ま似ねをしたら、命中率が極端に落ちる。手首も痛めるだろう。

　しかし、それなりに反動はあるものの、ハルは易やす々やすと魔銃をあつかえている。

『今の術はあの小娘が身も心も必死になって、自ら導き出したもの。だからこそ自然に使いこなせる──』

　火ひ之の迦か具ぐ土づちの言葉をハルは思い出した。つまり、こういうことなのかと。

　そして、それと同時だった。ガラドが剣の切っ先をおろした。

「いいだろう、弓の継けい承しよう者しやよ！」

　シルバードラゴンはあの男らしい美声で朗ろう々ろうと告げる。

「最初は君に失望したが、今はそうではない。むしろ、わたしは君との決戦を胸躍おどるひとときと感じつつある。我が血を熱くさせる雄ゆう敵てきの候補として、君を認めよう！」

「そりゃどうも……」

「それで、いつ仕切り直す？」

　ついに出た決定的な一言。ハルは歓かん喜きが顔に出ないよう注意しつつ言った。

「あんた、もともと五日めの日にち没ぼつまで期限を設定してただろ。ちょうど明日がその日だ。明日の日没に再戦でどうだろう？」

「それでは遅い！　遅すぎる！」

　ガラドは咆ほう哮こうするように雄々しく叫んだ。

「明日の夜明けと共に決戦をはじめたい。それ以上は我慢できないぞ」

「……了解だ。じゃあ、それで」

　ひとまず猶ゆう予よは作れたのだ。贅ぜい沢たくは言えない。ハルはうなずいた。

　すると、パヴェル・ガラドは白銀の翼を広げて、ふたたび空へ舞いあがる。

「ならば明日の太陽が昇る頃、このあたりであいまみえよう。剣と弓、いずれの継承者が剛ごう勇ゆうなるか──そのとき明らかになるのだ！」

　勇壮な言葉を置きみやげにして、ガラドは飛び去っていく。

　一方、ハルに剛勇を競う意欲などない。ため息をつき、大きく肩を落とした。
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「とりあえず、寿命を半日のばすことはできたか……」

　パヴェル・ガラドが去ったあと、ハルは倒れこむように腰こしをおろした。

　鋼はがねと黄金の魔銃は右手から消えてしまう。戦闘が終わったからだろう。しかし必要になれば、すぐに出てくる。ハルはそのことを疑わなかった。

「春はる賀がさん！　お怪け我がはありませんか!?」

　羽は純ずみが心配そうに駆かけよってきた。慣れない戦闘で疲れきっていたハルだが、すこしでも安心させようと、力なく笑う。

「ああ……意外と平気だったよ。あの白いお守りの光、やたらと頑がん丈じようだから。まあ、台風のなか船出した漁船の上くらい、ガツガツ揺さぶられたけど……」

「じゃあ春賀くん……もしかして、ドラゴンたちと一対一で戦えるようになったの？」

　織おり姫ひめの問いだった。悪あく路ろ王おうを維持していた消耗のせいで、だいぶ顔色が悪い。

　そして、ハルを見つめる瞳には、隠し切れない心配の色があった。

「あの光の国から来た宇宙警備隊の人たちみたいに。……赤と銀色に変身して、巨大化とかもして、『デュワッ』とか言いながら──」

「怪獣と取っ組み合いして、光線技使って勝つのはたぶん無理だと思う」

　言葉だけは冗じよう談だんめいているが、織姫の顔は真剣そのものだった。

　ソフォクレスの言葉を思い出したのだろう。ハルは正直に申しん告こくすることにした。

「やたらと頑丈だけど、体はひよわな人間のままだからさ。あいつらと一対一は無理がありすぎるよ。変身とかできそうな兆候は今のところ何にもないし」

　織姫の顔を見あげて、ハルは脱力気味に笑った。

「うそ偽いつわりなく本当だよ。ヒーロー好きの君には恐きよう縮しゆくだけど」

「そうなんだ……。変身が見られないのはすごく残念だわ。でも」

　とりあえず安あん堵どしてくれたのか、織姫はようやく微笑ほほえんでくれた。

「今のままの方が春賀くんはいいと思う。ポーズつけて変身するの、似合わないもの」

「まあ、自覚はあるよ。ただそうなると、勝ヽ負ヽのポイントはやっぱり悪路王とルサールカか。僕の代わりに取っ組み合いしてもらわないとな……」

　勝負。自ら口にした言葉に疲労感を覚える。

　ゲームでいえばＲＰＧやＳＬＧの方がハルの好みなのだ。対戦格闘ゲームは趣味ではない。そして、ソフォクレスを思い出す。竜王へといたる『王への道』。あの男はそれを“〝ゲーム”〟と呼んでいた……。

「そろそろ休憩にしない？　わたし、すごく疲れちゃったし、春はる賀がくんも同じでしょう？」

　不意に織おり姫ひめが言ったので、ハルはすぐにうなずいた。

　むしろ彼女の方が消耗しているはずなのだ。休ませなくては。

「十じゆう條じよう地じにはめざまし抜きで寝てもらう約束だし、しばらくここで休んでいこう。よかったら食糧もあるけど？」

「もちろん出して欲しいわ。わたし、昨日から何も食べてないもの！」

　新宿副都心の廃はい墟きよで、ようやくの大休止となった。

　車に積んでおいた食糧のうち、すぐに食べられるチョコレートとビスケット、ペットボトルのスポーツドリンクで織姫は簡素な栄養補給をはじめた。

　ほぼ二四時間ぶりの食事。アーシャなら『貪むさぼり喰くらう』ところだ。

　しかし、織姫は板チョコをひとかけらずつ、ビスケットも一枚を半分に割りながら、じっくり噛かみしめて味わっていく。そのせいか、食べるペースは結構早いくせに不思議と行ぎよう儀ぎのよい印象があった。

　これが女子力の差というものか。ハルはしみじみ感心した。

　男の子っぽい趣味をいろいろ隠しているくせに、十條地織姫にはちゃんと『女子』という印象がある。こういうところで差がつくのかもしれない。

　食事をすませると、織姫はワゴン車のシートで横になり、毛布にくるまった。

　すぐに寝息を立てはじめる。死にかけたばかりとは思えない逞たくましさだ。これを見て、従姉妹いとこである羽は純ずみが急に肩を落とした。

「どうしたんだい？」

「あ、いえ。姉さまと比べたら、わたしは全然だめだなあって思えてきて」

　早くも熟じゆく睡すいする従姉妹を、羽純はまぶしそうに見つめていた。

「わたしの方が先に魔女になったのに、姉さまを守ってあげたり、いろいろ教えてあげることもできませんし……」

「そりゃタイミングが悪かったんだよ。水み無な月づきがあんな状態だしね」

「でも、アーシャさんはルサールカの調子が悪くても、この間の戦いで大活躍でしたし、今回だって春賀さんにすごく頼りにされていて。今度のことで、わたしにもっと力があればって初めて思うようになりました……」

　ハルとしては、落ちこむ羽純にこう言ってやりたい。

　いやいや。責めるべきは気のやさしい女の子を魔女に仕立てた側の人間──春賀晴はる臣おみのような連中であって、君は何にも悪くないと。

　しかし、自分を責める『天使』がこんな言葉で救われるとは思えず。

　ハルは羽は純ずみの隣にいき、できるだけやさしく肩をポンとたたいた。

　何を言うべきか思い浮かばないとき、ついボディランゲージに頼るのは外国暮らしが長いゆえの悪わる癖ぐせだろうか。だが、こういうとき黙だまってそばにいる以外の選択肢を昔から持っていないのだ。

　ひとまずハルは諸々の思いを託たくして、短く言うにとどめた。

「なんていうか、君は本当にいい子だな。たしかに天使みたいだ」

「そ、そんな!?　とんでもないです、べつに悪い子だとは思いませんけど、そんなふうに言われるほどのことは全然ありませんし……」

「いやいや。なんか生まれてはじめて、よそのうちの女の子を妹にしたくなったよ」

「い、妹ですかっ。わたしが春はる賀がさんの!?」

「うん。自分にこんな属性があるとは我ながら意外だった。実は台たい湾わんに住んでる友達のフィリップがその手のゲームの権けん威いでさ」

「ゲーム……『妹のゲーム』という意味ですよね？　内容が全然想像できません」

　ひかえめなくせに人並み以上の好奇心を持つ羽純は、さっきまでの憂ゆう鬱うつをつかのま忘れたらしい。微笑ほほえみに近い表情になった。

「ちょっと遊んでみたい気もします」

「そうかい？　じゃあ機会があったら──」

　すこしずつ話がはずみ出したとき、ハルと羽純は同時に顔を上げた。

　背筋がぞくりとしたのだ。この西にし新しん宿じゆくの一角に、いつのまにか濃密な魔力が立ちこめていた。肌はだに絡みつくような濃密さ。手でさわれそうな気さえする。

「この感じ、東京駅のときと同じ……？」

「左様。銀ぎらの若わか僧ぞうがルルク・ソウンの秘ひ録ろくを開き、おまえが杖つえまで鍛たん造ぞうしてくれたおかげだ。こんなにも早く儀ヽ式ヽに必要な精気を得られるとはな」

　えらそうに言うのは、いつのまにか実在化していた火ひ之の迦か具ぐ土づちだった。

「あのとき、おまえたちが呼びこんだ星海の気を集めたのだ。誉ほめてやるぞ」

「儀式って、あんた、まさか──」

「うむ。小娘よ、覚悟がまだなら早くすませろ」

　火之迦具土が金色の瞳で真正面から羽純を見すえる。

「例の取引を履行してもらう。妾わらわの求めるとおりにせよ。ひきかえに力を──否、力の火種をくれてやる。それを焔ほのおと成すかはおまえ次第だ」

「力の火種……ですか？」

「おまえの『蛇へび』、水み無な月づきとやらを生まれ変わらせてやる」

　自じ称しよう悪魔が妖しく微笑んで手をさしのべる。それを前に羽純はハッと息を呑のみ、表情をかたくこわばらせるのだった。
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「儀式って十じゆう條じよう地じにやらせたやつか？　大体、生まれ変わらせるって何だよ？」

　ハルはすこし不機嫌な口調で火ひ之の迦か具ぐ土づちに訊たずねた。

　自じ称しよう悪魔はそんなハルをむしろ面白そうに眺ながめつつ、あっさり言う。

「ここに満ちる精気をあの『蛇へび』に注ぎこみ、朽ちる寸前の体と心金を新生させる。この小娘の体を苗なえ床どこにしてな。それでどの程度の仕上がりとなるかは読めんが、すくなくとも前よりはあつかいやすくなるだろう。もちろん」

　火之迦具土はハルを鋭するどく見すえた。

「生まれ変わる『蛇』を取りあげるのは、おまえの役目だ」

「でも、あのときの十條地みたいに苦しむんだろ？」

「仕方あるまい。代価もはらわずに掴める力などないのだから」

「白しら坂さかは体が強くないそうだし、取引を口実に強制させるような真ま似ね、賛成したくないな。この子が自分でやるって言うならまだしも……」

　そろばん勘定より素直な感情を珍めずらしく優先させて、消極的反対。

　しかし、ハルは気づいていた。こういうとき白坂羽は純ずみが主張しそうなことに。

「わ──わたし、やります。約束ですし、それに水み無な月づきの体を元気にしてあげられるなら、是ぜ非ひやってみたいです」

　予想どおりに羽純が言い出す。多少こわばってはいるが決意の表情だ。

　ハルはため息をついた。羽純の判断は正しい。すこしでも戦力が増えるのなら、そのために力を尽くす。今の状況下で、これ以上の正解はない。

　それでも、らしくないことを往生際悪く言うハルだった。

「過保護なお兄ちゃん役になって、止めたい気持ちもあるんだけどなあ……」

「それはまたの機会に取っておいてください」

　多少ぎこちないが、一点の不純物もなさそうな笑顔がもどってきた。

　ようやくいつものように微笑ほほえんで、羽純は言ってくれる。

「わたし、春はる賀がさんにはひいきされるより、こき使って欲しいです」

「こき使う？　僕が君を？」

「実はですね。わたし、この間から考えていたんです。春賀さんの助手みたいなことをさせてもらえたら、面白いんじゃないかなって」

　ハルは「えっ？」と驚おどろいた。世界でいちばん企たくらみ事と縁のなさそうな少女がいたずらっぽく微笑んでいたからだ。羽純は声をひそめた。

「……実はわたし、姉さまとちがって、子供の頃は正義の探偵さんより怪盗の人たちの方が大好きだったんです。あと、発掘とか冒険みたいに言って、貴重な遺い跡せきを跡形もなく壊したりする考こう古こ学がく者しやの人とかも……」

「あれか。二〇面相とかジョーンズさんちの親子みたいな」

「ふふふ、それです。だから、春はる賀がさんさえよかったら、そういう世界のことをちょっと教えていただきたいなって──」

　白しら坂さか羽は純ずみはまちがいなく天使だが、純白であるべき翼にはほんのすこしだけ茶色い羽根がまざっていたようだ。

　意外な事実を知って、ハルはまじまじと彼女を見つめた。

「わたし自身は体力が全然ダメですし、魔女の仕事もあるから、そういうふうにはなれませんけど。助手ならすこしはお役に立てるんじゃないかって……それで、ですね」

　羽純は上目遣いとなり、ハルの顔色をうかがいながら言った。

「今、何かと大変な春賀さんの助手を志望するにあたって、前よりも強くて元気になった水み無な月づきがいることは……アピールする材料になりませんか？」

「そう来るか。いや、それはまちがいなく点数高いよ」

　答えてから、ハルはちらりと火ひ之の迦か具ぐ土づちを見た。

　自じ称しよう悪魔は腕うで組ぐみして、見本のような『どや顔』をしている。

「言ったであろう？　なかなかいい根性をした、頭も悪くない娘だと。身近に置いておけば、それなり以上には役立ちそうだぞ？」

「それなりとか言うなよ、えらそうだな。ところでさ」

　じろりと火之迦具土をにらんでハルは言う。

「十じゆう條じよう地じのときといい、あんた、基本的に僕を放置している割に、僕の仲間──みたいな魔女はマメに増やそうとするよな？」

「うつけ者め。そこは妾わらわの善意に感激し、跪ひざまずいて感謝するところであろう」

「悪魔を自称するやつの善意、誰だれが信じるか。でも、まあ。十條地にバレたら怒られそうだけど……助手を頼むのもたまにはいいかもな」

　ハルはつぶやいた。羽純の思わぬ茶目っ気といたずら心に救われた気がする。

　この子がもしピンチになったときは、救出のためにやはり最大限の善ぜん処しよをしたい。そう思いつつ、ハルは言った。

「じゃあ──儀式ってやつをはじめてみるか」



　いつのまにか陽はかたむいていた。かつての新宿副都心はオレンジ色の西日であざやかに彩られている。悪あく路ろ王おう誕生のときと同じ時間帯だった。

　昼でも夜でもない曖昧な時間。逢おう魔まヶが時ときともいう。

　魔物と出会う時。魑ち魅み魍もう魎りようが実体を成し、徘はい徊かいをはじめる刻限──。

　羽は純ずみは新生儀式の手順を説明されたあと、「準備してこい」と横柄に言いつけられて、手近なビルへ入っていった。それから待つこと暫し。

「じ、準備できました……」

　羽純がもどってきて、か細い声で言った。恥ずかしげに身をすくませている。

「い、言われたとおり、“〝できるかぎり薄着”〟になってきました……」

「うむ。まあ、そのようなものであろうな」

　羽純の格好を火ひ之の迦か具ぐ土づちがえらそうに論評する。

　今までは学園の制服姿だった。しかし、現在は薄手のショールをまとっていた。毛糸で編んだものだ。肩からかけていて、腰こしのあたりまで垂れている。

　ショールが大きいのと、羽純も小柄なのとで、上半身から腰までがほとんど隠れる。

　だが、隠れているのはそれだけだった。

　ほかは全てむきだしだ。華きや奢しやでのびやかな手足も、白くて細いふとももも、驚おどろくほどなまめかしいうなじも。恥ずかしさに耐えかねてか、羽純がもじもじと身じろぎする。その拍子にショールが揺れて、腰のあたりに桜色の布きれが見えた。

　大きめのショールに下着だけ。羽純はそういう格好なのである。

「しかし小娘よ。そんな布きれ、どこにあったのだ？」

「寒くなったらいけないと思って、持ってきてたんです……」

「ふん。乙女のあられもない姿、じっくり堪能できると思ったのだがな」

「す、すいませんっ」

　火之迦具土は文句を言いながらも、恐きよう縮しゆくする羽純に腰をおろせとうながす。

　高層ビルのすぐ前である。すこし高いところにあるビルの玄関口へ向かうため、階段になっている。その下から三段目に羽純は腰かけた。

「まずはおまえの体を介して水み無な月づきの霊に接触し──やつの心金を抜き取る」

　とんでもないことを当たり前のように言って、火之迦具土は左手をのばした。そのままさわる。羽純の胸をショールの上から！

　そして、自じ称しよう悪魔は「む？」と顔を引きしめた。

「小娘よ……おまえ、上ヽはつけてないのだな。はずしたのか？」

「あ、はい。“〝できるかぎり薄着”〟と言われましたから……」

　驚かれた理由がわからないのか、羽純はきょとんとしている。

　一方、ハルはどぎまぎした。つけてない。はずした。察するに下着の上ヽ、いわゆるブラをはずしたという意味か。

　羽純はきっと言いつけを守るため、気配りしたのだろう。

「す、すいません。いけなかったんですか？」

「いや、逆だ。よくやったと誉ほめてやる。うむ。ふくらみかけの乳ち房ぶさには、なんともいえぬ初うい々ういしさとつつましさがあってよい」

「え──ああっ!?」

「ふふふ。妾わらわの求めるものはこの奥にあるのだ。覚悟はよいな」

「ええっ!?　ひ、火ひ之の迦か具ぐ土づちさんっ。どうしてそんなところをさわる──んですかっ!?　あ、ああっ!?　そ、そこは……」

　火之迦具土はショールの隙すき間まに左手を差し入れ、少女の胸をまさぐっていた。

　驚おどろいて羽は純ずみが身じろぎし、その拍子にショールが肩から落ちかける。“〝つけてない”〟部分が見えそうになったので、ハルは目をそむけようとした。

　しかし、その前に見えてしまった。

　羽純のつつましやかな場所。谷間というより丘きゆう陵りようめいている。それを織りなす白いふくらみのなかに火之迦具土の手がつっこまれていた。しかも、手首まで埋うまっている。

　火之迦具土は心霊手術さながらに、羽純の体内へ手を挿そう入にゆうしたのだ！

「ちょっとくすぐったいが、がまんしろ。ほら、もういいぞ」

「あ──」

　さっと火之迦具土は左手を抜き出す。その手はエメラルド色の金属球を握にぎっていた。

　前の儀式のとき見た悪あく路ろ王おうの心金と似ている。ハルは訊たずねた。

「なあ。それって、まさか……」

















「うむ。水み無な月づきの心金だ」

　つまり、巫み女この心臓はそのまま『蛇へび』の心金につながっている──？

　ハルが愕がく然ぜんとしている間に羽は純ずみがあたふたと乱れたショールを直していた。一方、火ひ之の迦か具ぐ土づちは心金を差し出してくる。

　いよいよか。ハルはエメラルド色の心金を受けとった。

「手順はさっきあいつが説明したとおり……はじめようか」

「は、はいっ」

　階段にすわる羽純は恥ずかしがって背中を丸め、前かがみ気味だった。

　だが、今は階段に背をつけるようにして仰臥し、細い素足もまっすぐのばす。ハルが作業しやすいようにと気を遣ってくれたのだろう。

　おかげで、ショールに隠れがちだった羽純のウエストがよく見える。

　ひっくりするほど色白で、肌はだもなめらかだった。しかも、こんな体勢だから桜色の下着もはっきり見えてしまう。そして、何より問題なのは胸のあたりだ。

　肩にかけたショールで一応は隠されている。

　しかし、それはつつましやかなふくらみの上半分というところであった。

　羽純のふくらみを下半分だけとはいえ目撃することとなり、ハルは大いに動揺した。それでも助手志願の少女の手前、まじめな顔をどうにか取りつくろう。

　まさしく一いつ世せ一いち代だいの名演技である。ただし、

「やっぱり大きいだけが正義じゃないよなあ……」

　誰だれの耳にも届かない音量で、ひそかにつぶやいてしまったが。

　そのうえ傍で見ていた火之迦具土と目が偶ぐう然ぜん合った拍子に、心を同じくする盟友同士のようにうなずき合ってしまった。

　しかし、それはともかく儀式だった。ハルは目の前の少女に集中する。

　さっき受けとったエメラルド色の心金を手に、羽純の目をまっすぐ見つめる。

「じゃあ、いくよ？」

「ど……どうぞ」

　実はハルも緊張していたのだが、相手を安心させるため、いかにも慣れているように振る舞う。とはいえ、この儀式も二度目。前回よりは冷静だ。

　おかげで心金を持つ右手に何か魔術がかかっているのも感じ取れる。いや、手だけではない。この場所──『場』全体に術がかけられていると、はじめてハルは認識した。儀式の直前、火之迦具土がかけたのだ。

　いにしえの流儀による盟めい約やく儀式。そのアレンジバージョン。

　これを成就させるため、ハルは手をゆっくりとのばした。

　羽純の腹部に水無月の心金を突き入れる。ただし、一気にはいれない。すこしずつ。すこしずつ。ゆっくりと差しいれていく。

　すでに痛みがあるのか、羽は純ずみは苦く悶もんの表情。

　心金の三分の一が入ったところで、天使によく似た顔がさらにゆがんだ。

「！」

　ついに声が出る。声にならない苦痛のうめきであったが。

　思わずハルは手を止めた。すぐに心金を抜く。

「や、やめないでください。おねがいですから、どうか最後まで……してください」

「うん、わかってる。でも、すこしずつ慣らしていこう」

　涙目で訴える羽純をなだめるようにハルは言った。

　歳下の魔女は息をはあはあと荒げ、目に涙のしずくをためていた。それだけ苦痛が強かったのだろう。そういえば悪あく路ろ王おう誕生のあと、織おり姫ひめは『おなかのなかが燃えているような感じで、すごく熱くて、苦しかった』と述じゆつ懐かいしていた……。

　あのときの織姫より苦しんでいるのは、羽純がまだ幼いからか。

　かりそめとはいえ生命を誕生させる儀式。そうだとしても不思議はない。

　ハルは慎しん重ちように手をのばし、羽純のなかに差し入れていった。

「ん……んんっ！」

　羽純が苦痛にあえぐ。それでもゆっくりと心金をいれていく。

　そうやって進行と中断を何度もくりかえうちに、すこしずつ羽純も慣れはじめ、ついにエメラルド色の心金はハルの手首ごと腹中におさまった。

「大丈夫かい？」

「は、はい。どうにか……」

　それからも羽純は苦しそうだったが、ひとまず小しよう康こう状態が続く。

　そして、ついに時が来た。ハルの握にぎりしめる心金が脈みやく打うちはじめたのだ。

　どくっ。どくっ。心臓のような鼓こ動どう。手のひらに収まるほど小さい球体なのに、その鼓動はおそろしく力強かった。

「春はる賀がさん……水み無な月づきが──」

　羽純も脈動を感じ取ったのだろう。目に涙を浮かべながら言う。

　泣いてはいるもののひどくうれしそうだった。充実感と達成感で苦痛もつかのま忘れているようだ。目くばせすると、彼女はうなずいてくれた。

　許可が出たので、羽純のなかからハルは右手をすばやく引き抜いた。

「ん──んんんんんっ！」

　最後の痛みに羽純が叫ぶ。しかし、ハルの右手を幸せそうに見つめていた。

　そこでは水無月の心金が光り輝いている。エメラルド色の球体は今、なかば透すきとおっていた。そして、なかには小さな焔ほのお──。

　そう。新生した心金の内側には、小さいながらも赤々と焔ほのおが燃えていた。

　これを幸せそうに見つめる羽は純ずみは全身汗だくだった。それだけ力を振りしぼり、精一杯がんばったのだろう。ハルは声をかけた。

「さっそくだけど水み無な月づきを呼んでくれ」

「はい！」

　羽純が天を仰あおぎ見ると、夕闇の空に赤い血ち煙けむりがすぐ顕あらわれた。

　しかし、そのなかに巨大な竜蛇型リヴァイアサンはいない。黒い不定形の影がわだかまっているだけだった。心金を抜かれたせいで、肉体も失ったのだろう。

　空の血煙はどんどん大きくなり、濃さも増していく。

　このままだと血の霧きりのみとなって、無む惨ざんに散さん華げするのだろう。だが、ハルの手から新しい心金が浮かびあがった。空へ上昇していく。血煙と不定形の影に吸収される。

　直後、無惨な姿となっていた『蛇へび』は消えうせ、代わりに──

「難産ではあったが、どうにかできあがったな」

　火ひ之の迦か具ぐ土づちのつぶやきだった。その視線の先では竜蛇型リヴァイアサンが空中でとぐろを巻き、夕焼けの空にエメラルド色の光こう彩さいを加えていた。
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　完全に陽が落ちてから約一時間後。織おり姫ひめが目をさました。

「姉さま、もう起きてもいいの!?」

「うん。なんだか不思議。あれだけ参っていたのに、もうすっかり元気だわ」

　織姫は車から出てくるなり、けろりと羽純に言った。

　すぐに屈くつ伸しん運動をはじめ、体をほぐそうとする。軽快な動きだった。ハルはまわりを見まわした。儀式のため火之迦具土が集めた魔力は、まだそれなりの量が残っている。

　そして夜空。よく晴れている。きれいな下か弦げんの月が天を登りつつあった。

「回復の原因はこれか……」

　魔力濃度の高い土地。月の出。夜。どれも魔女に力をあたえる要因だ。

　特に月と夜は重要だ。疑ぎ似じ神しん格かくを使うことで消耗したリヴァイアサンの魔力は夜の到とう来らいと共に全て回復し、使用回数もリセットされるのだから。

「怪け我がや病気じゃなくて、純粋に『蛇』の使いすぎが衰すい弱じやくの原因だもんな」

　うなずいてから、ハルは連れの女子たちに呼びかけた。

「十じゆう條じよう地じも問題なさそうだし、もっとキャンプ向きの場所で夜や営えいの準備をしようか」

「キャンプ、ですか？　わたし、廃はい墟きよのなかに泊まるのはじめてですっ」

「でも、新しん都とに帰らなくていいの？　その方がゆっくり休めるでしょう？」

　ワイルドな宿泊計画に羽は純ずみは顔を輝かせ、織おり姫ひめはまっとうな意見を唱となえる。

　しかし、ハルには新しん都とへもどりたくない理由があった。

「それもありなんだけどね。生存は絶望的だった十じゆう條じよう地じをあっさり見つけて帰ったら、柊ひいらぎさんたちへの言いわけがめんどくさそうだなって。すでに結構あやしまれてるし」

「そ、そういえばそうね」

「日の出前にこっちへもどらなきゃダメだし、面倒なことはすこし棚上げしたい」

「わかったわ。新都に帰ったらシャワーを浴びて、お風ふ呂ろですっきり──なんて考えていたけど、あきらめてあげる。非常事態だものね……」

　がっくりと織姫が肩を落としたので、ハルは気づいた。なるほど風呂か。

　女子にとっては切実な欲求なのだろう。なので、親切心を起こして言ってみた。

「全自動給湯器付きは無理だけど、一応その辺も用意できるよ」

　女子ふたりが目を輝かせた瞬間だった。



　そして、約二時間が経過して──。

　三人は旧千代田区内の中学校校庭で『キャンプ』を開始していた。

　夕食作りは女子たちの担当だった。携帯用ガスバーナーでお湯を沸わかし、パンと厚切りのハムを焼き、目玉焼きを作り、インスタントコーヒーもいれる。

　かんたんだが、結構キャンプらしい献こん立だてができあがっていく。

「ふふふ。姉さまといっしょにお料理するの、ひさしぶりかも」

「魔女の仕事とかでいそがしかったものね、羽純は」

　羽純も織姫も野外での調理に慣れてないようだが、なかなか楽しそうにやっている。

　一方、ハルは着々と『お風呂』の用意を進めていた。

　廃はい墟きよのガレキからコンクリートのブロックをいくつも拾ってきて二列にならべ、その間に木の枝や紙切れ等を火種として積みかさねる。かまどの完成だった。

　かまどの上には大型のドラム缶を設置。あとはポリタンクで運んできた水を一〇〇リットルほど缶に注ぎ入れて、ひとまず準備完了。

　ハルはかまどに火をいれ、ドラム缶の水を沸かしはじめた。

「でも春はる賀がくん。これだけの物、よく隠していたわね？」

「この間から租そ借しや地くちの廃墟でトラブル続きだったからさ。非常時の用意をあちこちに仕込んでおこうと思って。暇ひまを見てはこっちに来て、水や装備を運んでいたんだよ」

　様子を見にきた織姫に訊きかれたので、ハルは答えた。

　ここ最近、旧東京でこなしていた“〝雑用”〟がこれであった。自動車でのアクセスがいいポイント十数箇か所しよを選定して、物資を隠しておく。

　水・食料にはじまって医薬品、無線機、各種装備、日用品、燃料なども。

　そのポイントを何箇か所しよかまわり、必要な物を集めたのだ。

「水とか装備を置いておくのはわかるけど、ドラム缶は意外だったわ……」

「あるといろいろ便利なんだよ。このなかで火を起こせばストーブになるし」

　このシンプルな入浴装置をはじめて利用したのは四歳のとき。はじめて自作を試みたのは七歳のとき。すっかり慣れた今では、世界中どこの僻へき地ちに行っても、水さえ確保できれば日本式入浴を楽しめるハルだった。

　しかし、お湯が沸わくまで一時間はかかる。その間に食事となった。

　食しよく卓たく代わりに校庭へ運んだ学校机をかこんでの晩ばん餐さん。机四つをならべた食卓の中央にはＬＥＤランタンが置かれ、まわりを照らす。

　ハルはさっそく、目玉焼きをありがたく味わった。おいしい。

　野外での食事に満足しつつも、ハルはハッとした。今夜はこれから、さらに重要なイベントがあることに気づいたのだ。

「ねえ春はる賀がくん。もしかして、今すごく楽しんでる？　なんだか機嫌よさそうよ？」

「そうかな？　たぶん気のせいだと思うよ？」

「ふふふふ。わたしはこういうの大好きですし、すごく楽しいですよ」

「いやいや。白しら坂さかがそう言ってくれるならよかったよ」

　羽は純ずみが天使の微笑ほほえみを見せ、ハルは淡たん々たんと応じ、織おり姫ひめが「……？」と首をかしげる夕食もついに終わりとなった。

「片づけはわたしがやっておきますね」

　羽純が言ってくれたので、ハルはありがたく即そく席せきの風ふ呂ろ場ばへ向かう。

　十分にあたたまったドラム缶のなかは、いい湯加減だった。ハルはやりとげた男の顔で大きくうなずいた。鏡を見れば、きっと渋めの微笑が映っているだろう。しかし。

「ちょっとごめんなさい。春賀くん、お風呂作りでいそがしいところ恐きよう縮しゆくだけど、上機嫌の理由、教えてもらえる？」

　そばにやってきた織姫に声をかけられた。ハルは即座に答えた。

「いやいや。機嫌いいなんてことは全然ないよ、うん」

「今、すごくいい笑顔してたのに？」

「……強いて言えば、博はく愛あいに善意っていう美しい心ゆえかな。誰だれかの役に立てるのがうれしいんだ」

　いつか聞いた自じ称しよう悪魔の言葉が出たのは、心のやましさゆえだろうか。

「でも、わたし思い出したのよね。春賀くんの『むっつりなんとか』自己申しん告こく」

「…………」

「それで親切な春賀くんは、いつになったらお風呂の前からいなくなるのかしら？」

「何を言うんだ、十じゆう條じよう地じ。僕がいなかったら誰が火の番をするのさ」

「火を見るだけ？　のぞきとか変な真ま似ねする気ないって誓ちかえる？」

「そんな犯罪行為、するわけないだろ」

　もう隠し切れないと見て、ハルは思うところを真摯に語ることにした。

「僕はただ火の番をするついでに、何かいいものが見えたらいいなって期待しているだけなんだ。運試しっていうかさ。親切な神様が僕にラッキーをくれないかと思って……」

「じゃあ春はる賀がくん。火のそばにいてもいいけど、必ず目隠しをつけてね」

「ええっ!?」

　にこやかな笑顔の織おり姫ひめが、幸運ならぬ不運の女神に見えた瞬間だった。



　ぽちゃん。ぱしゃっ。ぴちゃん。水しぶきの音が聞こえる。

　ドラム缶の下で薪まきが燃える『ぱちぱち』という音も。視覚が目隠しで閉ざされているため、いつもより音に敏感なのだ。今、ハルは火のそばに腰こしをおろしている。

　そして、さらに聞こえてくるのは十じゆう條じよう地じ織姫のくつろいだ声──。

「ふぅぅぅ……。すごくいいお湯……」

　ひさしぶりの入浴で、織姫は身も心もくつろいでいるらしい。

「このままずっとこうしていたい気分……。極楽だわあ～」

「ふふふ。姉さま、すごく気持ちよさそう」

「それはそうよ。まさに命の洗濯ってやつよねえ～」

　そばで見守る羽は純ずみの相づちに答える、ゆるみきった声。織姫は今、熱い湯につかるという日本的幸福を最大限に満まん喫きつしているのだろう。

　無理もない。あれだけ極限状況が続いたあとでの入浴なのだ。

　さぞ幸せそうな表情を浮かべているにちがいない。その顔だけでも見たい気がする。首から下への未練を忘れようとしつつも、ハルはつい織姫の全身を想像してしまう。

　邪じや念ねんをまぎらわせるため、声に出して訊きいてみた。

「ええと……十條地、火加減はどんなものだろう？」

「大丈夫よ～。すごく快適だし、ちょうどいい熱さ。春賀くんのおかげね」

「そりゃよかった。まあ注文を出されても、たぶん火の調節とかできないけど」

「ふふふ。ばっちり目隠ししてるものね。でも、いいじゃない。邪よこしまな心に勝つのも、それでかんたんになったでしょう？」

「代わりに暇ひまでしようがない。そろそろ君のために働かせてくれないかな？」

「そこまで言うなら取ってもいいわよ、目隠し。ただし、わたしがお風ふ呂ろを出るときにはまたつけ直してもらうけど」

　織姫がついに、彼女らしい鷹おう揚ようさと寛大さを見せてくれた。

　ハルはありがたく後頭部の結び目をほどき、目隠しをはずした。すぐ前には即そく席せきかまどとドラム缶風ぶ呂ろ。湯につかる織おり姫ひめの幸福そうな顔だけが見える。

　彼女は今、缶のなかで体育座りをして、肩まで湯につかっているのだ。

　そして、即そく席せき風呂のそばには羽は純ずみが立っており、従姉妹いとこの入浴を見守っていた。

「あ、春はる賀がくんは立ったらダメ。ずっとしゃがんだままでいること。約束だからね」

「了解。腰こしも頭も低くして、火の番に専念するよ」

　この風呂に使われているドラム缶、高さは九〇センチ弱である。

　ハルが立てば、湯のなかにすわる織姫の裸はだかを見おろせてしまう。それを防ぐための指示なので、おとなしく恭きよう順じゆんの意を表した。すると、羽純が苦笑気味に言った。

「でも姉さま。春賀さんがのぞきなんて真ま似ねするはずないと思うけど……」

「ですって。そのとおりだって羽純の前で断言できる、春賀くん？」

「ふふふ。できるに決まってますよね？」

「…………」

「は、春賀さんっ？」

「いいかい、白しら坂さか。この地上にいる全ての男は『すけべ』か『むっつりすけべ』のどちらかに分類できるものなんだ。ちなみに、僕はむっつりの方だ」

「そうなんですか!?」

「ここで告白をためらわない春賀くんが大物に思えてきたわ……」

「それが男の方なんですね……べ、勉強になります……」

「は、羽純も変な感心の仕方をしちゃダメ！」

「ごめんなさいっ、姉さま。……でも、じゃあ、もしかして春賀さん、あヽのヽとヽきヽもやっぱりそういう感じに……？」

「ええと……ひとかけらの邪じや念ねんもなかったといえばウソになるかな」

「!?　あ、あの、でも、春賀さんはすごく……紳士的、だったと思いますよ？」

「そう言ってもらえると助かるよ……」

「ええと、ごめんなさい。あのときって、どういうとき？」

　ゆるみきっていた声を素にもどし、織姫が訊たずねた。

　ハルはぎくりとした。そういえば、水み無な月づきの新生について何も報告していなかった。織姫が起きて以来、夜や営えいの準備でいそがしかったせいだ。

　しかも、素直な羽純はすぐに答えてしまった。

「あ、あのね。言ってなかったけど、姉さまが寝ている間に儀式をしてもらったの。姉さまの悪あく路ろ王おうと同じやり方で『蛇へび』に新しい命を授けるっていう」

「わ、わたしのときと同じ儀式？　あれを羽純も──ええっ!?」

　よほどびっくりしたらしい。驚きよう愕がくのあまり、お風呂のなかで織姫が立ちあがった。

　ざばあっと湯をかきわけて、白い裸ら身しんがあらわになる。

　そう、裸ら身しん。くりかえすがドラム缶の高さは九〇センチ程度なのだ。

　しかも、缶の底には火傷やけど防止のため、五右衛門ごえもん風ぶ呂ろふうに厚い木の板が沈んでいる。

　そのなかで立ってしまった以上、身長一六〇センチ台前半である織おり姫ひめの上半身がまるっと見えてしまうのは当然の結果であり──

　目隠しのないハルは、間近から見あげてしまった。

　つくべき部分はたっぷりとつき、ウエストはきゅっと締まった至高のスタイルを。

　小振りのメロンに似た推すい定ていＦカップのふくらみふたつ──それらがはずむように震えるのも見たし、先端に散る桃色の部分もばっちり目撃した。

　織姫の全身が熱さではなく、羞しゆう恥ちで真っ赤になる瞬間も見とどけた。

　尚なお、なまめかしいへそから下の箇か所しよは、幸いにもドラム缶の陰に隠れていて……。

「きゃああああああああああっっ！」

　望外の幸運をくれたのは、親切な女神さまではなかった。

　うっかりぐせのある天然気味の女の子だと、はっきり理解するハルであった。



　　　　４



「ううううっ。わたしとしたことがあんな大失敗をしちゃうなんて……」

















「いやあ。むしろ、君だからこその失敗という気も」

「と、とどめを刺しにこないで！　ここはやさしく慰なぐさめるところ！」

　校庭の片隅にある芝しば生ふで、落ちこんだ織おり姫ひめが体育座りをしている。

　隣に腰こしをおろしたハルへの返答は、まあまあ元気な声だった。とはいえ裸はだかを見せたショックは大きいようで、織姫はずっとうつむいている。

　夜の一〇時近くだった。入浴や着がえもとっくに終わっている。

　あとは体を休めるだけなのだが、織姫はいまだ校庭で落ちこんだまま。

　原因であるハルが先に休むわけにもいかず、様子を見にきたのだ。ちなみに、明日は早いので羽は純ずみにはもう寝てもらっている。

「で、でも仕方なかったの。あの儀式を羽純がしたって聞いて、びっくりしたし」

「水み無な月づきが復活できるならって、がんばってくれたんだよ」

「う、うん。きっとそうだと思った。すごくいい子だものね。でも、あんなに苦しい儀式でわたしも大変だったし、春はる賀がくんは結構えっちだし、きっとつらかったはずよ……」

「ええと。僕は一応、紳士的だったらしいよ？」

「紳士は紳士でも、自分がむっつりだって告白する偽物紳士……」

「いや、まあ、たしかにそうなんだけど」

「お風ふ呂ろのときもわたしのこと、まっすぐ見ていたし。視線もそらさないで」

「ごめん。突然すぎて、そういうことを全然思いつかなかった」

「ううううっ。春賀くんのえっち。えっち大王。豆とう腐ふの角に頭ぶつけて死──ぬのはかわいそうだから、たんこぶでも作っちゃえ！」

「うん。それくらいなら、いつでもやるよ。結構なものを見せていただいたし」

「け、結構とか言わないで～！」

　どうやら羞しゆう恥ちがいきすぎると、織姫は発言が子供っぽくなるらしい。

　足を抱えこむようにして膝ひざに顔をくっつけ、こちらを見ないようにしている。ハルはどきっとした。混乱している織姫が可愛かわいいと──不ふ謹きん慎しんにも思ってしまったのだ。

　一方、どぎまぎするハルの前で、ようやく織姫は顔を上げてくれた。

「ううっ。で、でも、いいわ。これも水無月が復活するための代償だった……そう思うことにする。ええ。春賀くんにえっちな目で見られたのは、全て必要な犠ぎ牲せいだったのよ！」

「ああ、うん。その節はたいへんすばらしいものを──」

「だから、そういうことは言わないの！　と、ところで話は変わるけど」

　ようやく持ちなおしてきた織姫は、こんなことを訊きいてきた。

「明日の戦い……勝ち目はあると思う？」

「ないんじゃないかなあ」

「ちょっと春賀くん」

「いやね。冷静に考えれば考えるほど、僕らに勝ち目があるわけないと思って。いっそ敵てき前ぜん逃とう亡ぼうしたい気分だけど、それやったら彼ヽが絶対に怒り狂うから」

　パヴェル・ガラドの性格は非常にわかりやすい。

　ハルは確信と共に語った。

「激怒した彼がどれだけの激しさで日本を破壊してまわるか……想像したくないね」

「本当にそうね……。惨劇の原因である春はる賀がくんは良心の呵か責しやくに耐えかねて、炎上する街をさまよい歩くのかしら」

「割とずぶとい方だって自覚はあるけど、さすがに自殺とか考えるかもね」

「結局、戦うしかないのよね、わたしたち。春賀くんだけじゃなくて、魔女のわたしたち──羽は純ずみやアーシャさんも」

　ハルと織おり姫ひめはうなずき合い、それから同時に微苦笑した。

　悩んでも悲観しても仕方がないことなので、笑うしかないのだ。笑うか、やれやれとため息でもつくかして、できるかぎり悪あがきするしか。

「戦ってみてダメでしたの方が、戦う前に逃げるより言いわけしやすいものね」

「負けて当然、引き分け以上でもうけもの。このノリでいくしかない相手だしなあ」

　織姫の言いぐさを聞き、ハルはおかしくなった。

　対ドラゴン関係者に多い、偽ぎ悪あく的な悪ノリ。彼女も身につけつつあるのだ。もしかしたら、感染源はハルとアーシャかもしれない。

「最近、上位種のこととか教わるようになって、感じたんだけど……全面抗争になったら、わたしたち人類ってドラゴンに惨ざん敗ぱいするわよね？」

「うん。だから不平等条約も呑のんだし、支援物資の名目で貢みつぎ物ものも差し出してる」

「こうなったら、伝説の武器を手に入れた春賀くんが勇者になるしかないのかしら。わたしやアーシャさんが仲間役をやるわよ？」

「勇者のパーティーだけじゃ魔王軍に対抗できないよ。せめて軍団くらい作らないと」

　言ってから、ハルは隣にいる同級生をまじまじと見つめた。

　そして頭をかく。言葉を発しようとして口ごもる。なかなか踏ん切りがつかない。

「どうしたの、春賀くん？　急にまじめな顔して」

「いやね。十じゆう條じよう地じが無事でいてくれて、よかったなって……。君が行方不明になったときは、自分でもびっくりするくらい落ちこんだよ」

「は、春賀くんが？　うそ？」

「うそなものか。それに約束、守れなかったし。最大限に善ぜん処しよするってあれ」

「善処してくれたじゃない。ちゃんと助けにきてくれたし。今日も銀色のドラゴンを相手にして、あんなにがんばってくれたじゃない」

「でも、もっと早くああできていれば、十條地だって──」

「ストップ。たらればの話はやめましょう？　わたしたち、どっちも『初心者』同士なんだかし、助け合って、相談し合っていけばいいのよ。ほら、映画のときみたいに」

「助け合う、か……」

「ええ」

「じゃあ十じゆう條じよう地じ。ひとついいかな？」

　ハルはできるかぎり顔を引きしめ、まっすぐ織おり姫ひめの目を見つめながら言った。

「君のことが欲しい。君の全部を僕にまかせてくれないか？」

「え──っ？」

　それからの数十秒。織姫は予想外の反応を見せてくれた。

　思い切り硬直し、視線を左右に動かし、口を開けたものの返答できない。ハルの顔をまじまじと見つめかえし、驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいでととのった面差しをこわばらせている。

　織姫がこんなに動転してしまうとは。意外だった。

「あ、あのね、春はる賀がくん。今の本気なの？」

「もちろん」

「でもアーシャさんのことだってあるんだし、と、突然すぎる。わたし、そういうことを考えたの、今までの人生で一度もないもの！」

　矢や継つぎ早ばやに言ってから、織姫はあわてた感じで付け足した。

「でも、春賀くんがきらいってわけじゃないのよ！」

「この件にアーシャは関係ないと思う。急なのは時間がないからで本当に申し訳ない。で、考えてなかったのなら、すぐに考えて欲しい。それと」

　織姫の言葉にいちいち答えてから、ハルは最後にうなずきかけた。

「君にきらわれてないのは、純粋にとてもうれしいな」

「き、きらいになれるわけないじゃない」

　このとき織姫は頬を赤らめ、ハルの視線を避けるようにうつむいた。

「つきあいは短くてもいろいろあった仲だもの。それにわたしたち、息も結構合う方でしょう？　で、でも、とにかく急すぎるわ！」

「急だけど、すぐに返事が欲しい。でないとまにあわなくなる」

「あ、明日の戦いで死ぬかもしれないから……？」

「というより、戦い自体にまにあわなくなるよ。まあ、君の悪あく路ろ王おうに力を託たくせないと死ぬ可能性大だから、その言い方でもいいのかもだけど」

「え……悪路王？」

「うん。ほら、眷けん属ぞくの盟めい約やくってやつ」

　その瞬間、織姫は「!?」と目をみはり、へたへたとうなだれた。

「わ、わたし、てっきり告白なのかと思っちゃったわ……」

「え、どうして？」

「だだだ、だって急にあんなセリフを言われたから、つい」

「前に火ひ之の迦か具ぐ土づちが参考例みたいに言った誘い文句をそのまま使ったから、気づいてくれると思ったんだけどなあ」

「そんな細かすぎるネタ仕込まれても、全然わかりませんっ！」

　緊張から解放されたせいか、織おり姫ひめはいきなり脱力した。

「もう……驚おどろかせないで。春はる賀がくん、あんなこと言ってたくせにって、本当にびっくりしちゃったじゃない。心臓が飛び出るかと思ったわ」

「あんなこと？」

「ほら。わたしのこと、つきあうとめんどくさそうな女だって」

「ああ、そういえば。まあ、あれについては僕がまちがってたと思うけど」

「ど、どういうこと？」

「いやね。あれから十じゆう條じよう地じともいろいろあったしさ。さすがに僕も君の魅み力りよくがわかってきたというか、自分の目が節穴だったと気づかされたというか」

「わ、わたしの魅力？」

「うん。めんどくさいことも多少はあるだろうけどさ。君とそういう関係になったら、それ以上にいいことがたくさんあるんだろうなって」

「。へ、変なコメントしないのっ。春賀くんらしくない！」

　廃はい墟きよの中学校跡地、夜の校庭。

　ふたりはならんで芝しば生ふに腰こしをおろし、なんとなく空を見あげていた。

　下か弦げんの月が白く輝き、満天の星空が広がる。竜りゆう族ぞく租そ借しやく地ちの廃墟内には人工の明かりなどないので、星がおそろしくきれいだ。とはいえ、あちこち渡り歩いてきたハルは、同じほど美しい星空を飽きるほど見ている。

　今さら目新しいことなど何もないのだが──今夜は不思議と星がまばゆい。

　もしかしたら、そばに十條地織姫がいるからなのか。ふと隣を見る。目が合った。

　今までの狼ろう狽ばいぶりが照れくさいのか、すこし赤面している。同級生。仲間。友達同士だと彼女は言ってくれた。ふたりで助け合えばいいとも。

　自然と笑みがこぼれる。自分も、そして彼女も。ふたりでいっしょに笑う。

　その瞬間だった。織姫の心が開かれたように感じたのだ。

「十條地……？」

「春賀くん……？」

　名前を呼び、見つめ合う。彼女も今、同じことを感じたのだ。

　確信にまかせて、ハルは右手をのばす。織姫は左手を出して応えてくれた。ふたつの掌てのひらが重なって、ふたつの心ヽも近づいて──。

「どこまでやれるか、わからないけど……僕につきあってくれるかな？」

「どこまでついていけるか、わからないけど……わたし、ずっと春はる賀がくんといっしょに戦うつもりよ？　精一杯がんばってみる」

　言い交わした直後、ハルの右手のひらに《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が顕あらわれた。

　織おり姫ひめの左手の甲にも同じ記号が浮かびあがる。眷けん属ぞくの盟めい約やくが成立したのだ。

「やってみると……すごくあっさりできたわね」

「結局いろいろありすぎて、何が成功の要因か、よくわからないけど」

「そ、そう」

　ふたりは手を放した。今夜なすべきことは、これでもう終わりだ。

　あとはさっさと寝て、体力でもたくわえるべきだろう。しかし、ふたりとも腰こしをあげようとはしない。なんとなく名な残ごり惜おしかったのだ。

「と、ところで春賀くん。わたしとつきあうことになっても……本当にいいの？」

「いいと思うよ。こんなことでうそを言ったって仕方ない。でも、十じゆう條じよう地じの方が同意しないだろ？　前に『そんなことあるはずない』とか言ってたし」

「そうだったかしらね……」

　話をしながら、ハルは芝しば生ふの上に右手を置いていたのだが。

　この手のすぐそばに、いつのまにか織姫が左手をおろしていた。あとほんの一、二センチ近づけるだけで、またふたりの手がふれ合ってしまう。

　その距離感が気恥ずかしく、また、微妙にうれしいハルだった。

　織姫も同じ気持ちだと、なぜか確信できるのを不思議に思いながら──。



　ふたりから見えない校舎の陰で、白しら坂さか羽は純ずみがどきどきする胸を手で押さえ、落ちつこうとしていた。従姉妹いとこたちが盟約を交わすところに立ち会ってしまったのだ。

　わざとではない。寝つけなくて、ふたりを捜さがしに来ただけだった。

　従姉妹たちがふたりだけの世界にいるような気がして、あわてて隠れたのである。

　ようやくどきどきが収まってきた。羽純はある決意を固めて顔を上げ、こくりとうなずくのであった。
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「敵さんは結局、猶ゆう予よ期間の四日目までおとなしくしていたわけですか。ドラゴンどもにしちゃあ行ぎよう儀ぎがいいじゃないですか」

「律儀な性格のドラゴンというのも、おかしな話だけどね」

　補佐役である見けん城じようのコメントに、柊ひいらぎ友ゆ加か里りは肩をすくめた。

　東とう京きよう新しん都と高速道路──通称『新高速』を快走する高級国産車の車内である。見けん城じようがハンドルをにぎり、友ゆ加か里りはひとり後部座席に座している。

　すでに深夜。あと一時間もすれば日付が変わる。

「それとも、何かべつに企たくらみがあるとか？」

「その辺は気にしなくてもいいんじゃないかしら。どうせ私たちにできるのはすこしでも戦力をととのえて、アーシャさんをバックアップすることだけだし」

「いいかげんもきわまれりな発言ですが、ごもっともです」

　友加里の適当すぎるコメントに、見城は運転しながら苦笑した。

「こうなると、白しら坂さかのお嬢さんが事実上の戦力外ってのも痛いですねえ。あの娘さん、たしか警視庁だかで待機でしたか、一応？」

「いいえ。朝から晴はる臣おみくんについて旧東京へ行ったわ。織おり姫ひめさんを捜索しに」

「それを許可するほど、あのお嬢さんの『蛇へび』はダメだと」

「三分も全力で戦闘させたら、加速的に肉体崩ほう壊かいが進むだろう……というのが、イスタンブール本部の見立て。ちなみに、ルサールカは一五分が活動限界」

「で、十じゆう條じよう地じのお嬢さんも生存は絶望的……と。白しろ旗はたでも用意しておきますかね」

「ドラゴンたちはきっと意味を知らないわよ。残された希望は、明日の日にち没ぼつまでに国外からの助すけっ人とがどれだけ集まるかだけね」

「国内組はどこも召集に応じないってのが世知辛いですねえ」

　愚痴とも雑談ともつかぬ会話を続けながら、明日にそなえるふたりだった。



　そして夜は更け、日付が変わる直前の深夜零れい時じ。

　アーシャはあてがわれたホテルの寝室で腕うで組ぐみしていた。

　警視庁にて待機中ではあるが、彼女は特級認定の魔女。こういう状況下ではＶＩＰ待遇が約束される。本庁舎に泊まりこみとはならず、近くの高級ホテルに部屋が用意された。

　だがアーシャは眠りもせず、デスクの前にすわっている。

　その上には携帯電話が置かれていた。これをじっと見つめること、しばし。

「とにかく、あのドラゴンに一撃をあたえる……。それがわたしの仕事──」

　すでに幼なじみからの連絡を受けている。

　明日の決戦のため、今は精神を研ぎすましているのだ。持ち前の攻撃性をいかんなく発揮するために。獰猛であり、貪どん欲よくであろうと、一心に念じて。



　さらに時間は進み、日付が変わり、深夜の一刻一刻がすぎていく。

　そして、東の空に薔薇色の曙光がまざりはじめた頃。

「そろそろだな……」

　ハルの運転するワゴン車は、甲こう州しゆう街道を笹塚方面へと進んでいた。

　後部座席には織おり姫ひめと羽は純ずみの姿がある。ふたりとも白を基調とした学園の制服に身をつつみ、緊張のため顔がこわばっている。

　火ひ之の迦か具ぐ土づちがいないのは毎度のこと。だから、気にならない。

　やがてハルたちは新宿副都心に到着した。

　行く手に旧東京都庁の本庁舎も見えてきた。四八階建て、高さ二四三メートル。『凹』の字を思わせる巨大建造物で、高層ビルばかりの副都心でも目立つ存在だ。

　パヴェル・ガラドか、ハルたちか。

　どちらかの墓ぼ標ひようとなる可能性がとびきり高いモニュメントであった。








【第六章　剣か弓か】
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　西にし新しん宿じゆくの一角、旧東京都議会の議事堂前。一ブロック先にはかつての東京都庁・第一本庁舎もある。ハルは羽純といっしょに、朝焼けの光を浴びていた。

　連れの少女は明らかに表情が硬い。思わずハルは声をかけた。

「こんな危険すぎる役に本当はつきあせたくないんだどなあ……」

「い、いいえ。つきあわせてください。水み無な月づきも守ってくれるはずですし」

　緊張しきっているようだが、それでも羽純はきっぱりと言った。

「そ、それでですね。もしわたしが今度の戦いで大丈夫だったら、お、おねがいがひとつあるんですけど……」

「君に頼まれたら何でもＯＫしそうな気もするけど、ちょっと保留でいいかな」

　羽純はすぐに口をつぐんだ。彼女も気づいたのだ。

　暁の光で薔薇色に染まる東の空。そこにまじる一点の黒い染み。どんどん大きくなっていく。あれは飛来するドラゴンの影だった。

「待たせたな、弓の継けい承しよう者しやよ！」

　溌はつ剌らつとした美声と共に、天よりパヴェル・ガラドが降り立った。

　衝撃で『ずん！』と地面が揺れる。ハルと羽は純ずみもバランスを崩しそうになった。

「たいして待ってないよ。今来たところと言っても、それほどウソじゃない」

　緊張する羽純を背中で隠すようにして、ハルは語りかける。

　あいかわらず緊張でのどがかわく。心臓も早はや鐘がねのようだ。それでも、なるべくいつもどおりの声が出せるようにと念じながら。

　白銀のドラゴンは、十数メートル先の交差点で仁王立ちしていた。

「はじめる前に何か言いたいことがあるなら聞くけど？」

「いいや、ない。この期におよんで弁べん舌ぜつが何の役に立つ？」

　パヴェル・ガラドの右手に屠と竜りゆうの剣が顕あらわれた。受けて立つためハルも右手に鋼はがねと黄金の魔銃を呼ぶ。おたがい『杖つえ』を具現化させ、準備はととのった。

　そして、ガラドが高々と剣を天にかざす。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ。この地を爆裂の洗礼にて灼やき浄めよ！」

　白銀色の頭上に魔術記号が五つ顕れた。

　あれは『灼熱と爆裂』の配列！　とっさに不ふ朽きゆうの加護を展開した直後、劫ごう火かと大爆発がハルの周囲を呑のみこんでいった。さっきの秘文字が生んだ攻撃である。

「きゃああああっ！」

「剣と魔法を両方使う気か……」

　真しん珠じゆ色いろの光に守られながら羽純が絶ぜつ叫きようし、ハルはつぶやく。

　不朽の加護はルルク・ソウンの魔術攻撃を受けてもびくともしない。連れの少女のこともしっかり守ってくれている。実際、この防御を当てにして連れてきたのだ。

『蛇へび』のコントロールに不安のある羽純が自分から言い出したのである。

　すこしでも水み無な月づきの近くにいたいと。その方が心を通わせやすいからと──。

　ひとまず防備に不安はない。が、加護の外では爆炎と爆風が吹ふき荒あれていた。コンクリートや金属片も飛びかい、地獄絵図の様相だ。

　ハルは深呼吸して、銃口を空に──ななめ上に向けた。

「自分まで爆発に呑まれるから、空に逃げたんだな……」

　爆炎と爆風で外の様子は全然わからない。しかし、敵ヽのヽ位ヽ置ヽはイメージできていた。そのまま二連射すると確信が込みあげてくる。

　今の二発、空に逃れたガラドを捉えたものの、不朽の加護ではじかれた……。

　ハルが持つ銃型の『杖』。まさに銃の形をした魔法の弓であった。

　ある程度なら銃が勝手に狙ねらいをつけて、撃つべきポイントを悟さとらせてくれるのだ。

「ふふふふ……。君も弓のあつかいに慣れてきたな」

　笑声がひびいたとき、ついに爆炎と爆風が晴れた。

　道路のアスファルトが砕くだけ、ひびわれ、街灯も折れ曲がっていた。旧都議会の議事堂やオフィスビルの低い階も爆発の余よ波はでだいぶ吹き飛んでいる。

　そして、ガラドは予想どおり空中で銀翼を広げ、加護の光につつまれていた。

　もちろん無傷。さらに銀竜の左手首がいきなり裂け、水銀色の鮮血がほとばしる。血はそのまま地上へ落ちていった。

「昨夜のうちに新たな眷けん属ぞくを造っておいた。このうえは我が軍勢も呼びよせ、いくさ場に彩りを加えようではないか！」

　ガラドの頭上に九個のルルク・ソウン文字が顕あらわれ、輝きを放つ。

『錬金』と『魔力付与』を意味する二重配列である。そして、水銀色の血はあの液状に融ゆう解かいした金属に──ならなかった。べつの形にまとまっていく。

　今度は液体ではなく、金属質の固体。しかも、この形状は──

「ティラノサウルス!?」

　ハルは叫んだ。新たなガラドの眷属に見覚えがあったのだ。

　白はく亜あ紀き後期の最も代表的な肉食恐竜だ。ただし、ここに現れたのは、ティラノサウルス・レックスの完全なる骨格模型であった。

　水銀色の金属で、Ｔ―ＲＥＸの骨組みを完璧に再現している。

　しかも、金属製の頭ず蓋がい骨こつが顎あごを開くと、生ける獣のごとき咆ほう哮こうがほとばしった。

　ガアアオオオオオォォォォォォォォォオオッ！

　骨格のみの肉体が動きはじめる。後ろ肢でざっ、ざっとアスファルトの地面をかき、骨だけの胴どう体たいをくねらせ、長い尾を鉄鎖のように振りまわす。

　この骨格模型は錬金の魔術で創造されたメタルゴーレム。

　パヴェル・ガラドは金属の変成を得意とする錬金魔術師アルケミストであり、創造物に魔力をあたえて強化する──付与魔術師エンチヤンターなのだ！

「無論、これで終わりではないぞ。わたしはジズーの特権をもって、天の領域よりハボネスの羽トカゲどもを呼びよせよう！」

　頭上の空で、ガラドが屠と竜りゆうの剣を一振りしながら叫ぶ。

　直後、天より数十の流星が降りそそいでくる。この光景、ハルは幾いく度ども見ている。ドラゴン上位種による小型種ラプトルの召しよう喚かんだ。

　今回の数は四〇匹前後。これだけのラプトルがいっせいに降下してくるのだ。

　ちっぽけな春はる賀が晴はる臣おみを殺さつ戮りくするために、全速力で。

　そして、ついにＴ―ＲＥＸの金属製骨格スケルトンも疾しつ走そうをはじめた。

　もちろんハルと羽は純ずみの方へ。直後、すさまじい衝撃に揺さぶられ、ふたりはしりもちをついた。不ふ朽きゆうの加護を展開したものの、そこにＴ―ＲＥＸが突っこんできたのである。

「きゃああっ！」

「うわっ！」

　羽は純ずみとハルは無傷だった。すぐに立つ。しかし、真しん珠じゆ色いろの守護障壁にＴ―ＲＥＸスケルトンが取りつき、顎あごを大きく開け、かぶりついてきた！

　しかし、加護は破れない。また屠と竜りゆうの剣で切られたときとちがい、心臓も痛まない。

　竜弑し以外の攻撃に対しては、不朽の加護はまさに絶対不ふ可か侵しんなのだろう。

「まあ、このまま丸まる腰ごしで戦ってくれるほど、敵も親切じゃないだろうけど……。とにかく、ここからが正念場みたいだな」

「は、はいっ。わたしも精一杯がんばります……！」

　羽純がけなげに答えてくれた直後、はなれて戦況を見守っていた仲間の声がした。

「悪あく路ろ王おう、わたしたちを助けるために──すぐに来て！」

　召しよう喚かんの言葉だ。直後、白い影が走り込んできた。九きゆう尾びの狐こ狼ろう、悪路王である。

　疾しつ走そうする悪路王。その勢いをぶつける形でＴ―ＲＥＸスケルトンに体当たり。ハルたちの加護に取りついていた怪物は大きくふっとばされる！

　クオオオオォォォォオオオオオッ！

　悪路王が闘志あふれる咆ほう哮こうを放つ。一方、空から四〇匹前後のラプトルがついに上空へ殺到してきた。しかし、このとき。

　今までハルの背にかばわれていた羽純が前に出て、可か憐れんな声を張りあげる。

「わたしの声に応えて、水み無な月づき──！」

　新たな召喚の言葉。羽純は目を閉ざし、祈るように腕うでを組む。

　空に輝く五ご芒ぼう星せいが顕あらわれ、『∞』となり、エメラルド色の竜蛇型リヴァイアサンに化身を遂とげる。新生した水無月の実在化だった。

　ラァァァァァァァラァァァァァラァァァァァァァァ……。

　水無月は歌うように鳴きながら、二枚の羽ヽを広げた。

　金色に光り輝く羽である。それは水無月の背より生えていた。そして、かつては角状部位として異様に長かった右の前まえ肢あしと四本爪が──縮ちぢんでいた。

　今、水無月の前肢は左右ともに同じ長さだった。

　ラァァァァァァァラァァァァァラァァァァァァァァ……。

　ふたたび水無月が歌うと、ラプトルどもは地上への急降下を途中でやめた。行き場を見失ったように、新宿副都心の上空を右往左往している。

　四〇匹のラプトルたちが全て、水無月を畏おそれているようにも見えた。

「弓の継けい承しよう者しやよ。人の身でありながら、竜の血族をしもべとするか」

　対して、主であるパヴェル・ガラドは悠ゆう々ゆうたるものだった。

　リヴァイアサン二体の出現を見とどけても、注意を向けるのはハルひとりだけ。さらにこんなことまで言い出す。

「ふふふふ。そうだ。武具と秘ひ文も字じを操るだけがいくさではない。われら継けい承しよう者しやは竜王の位を狙ねらう者として、軍勢をひきい、将の器も示さねばならん！」

「べつに、そんなつもりはひとつもないんだけどね……」

　ここからが正念場。その思いはガラドも同じらしい。

　あいかわらずの熱血志向にため息をつきつつ、銀竜をにらみつけるハルだった。
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　錬金魔術で生み出されたＴ―ＲＥＸの骨格は、悪あく路ろ王おうとほぼ同サイズだった。

　しかし、立ち方・走り方がまるでちがう。悪路王は狐きつねや狼おおかみと同じく四つ足で大地を踏みしめ、駆かける。対してＴ―ＲＥＸの前まえ肢あしは申し訳程度の短さで、走行時に使うのは強きよう靱じんに発達した後ろ肢だけである。

　だが、双方のスピードは互角だった。

　そして四つ足のせいか機き敏びんさは悪路王、パワーはＴ―ＲＥＸスケルトンが上。

　今もＴ―ＲＥＸが体当たりの勢いで突っ込んできて、噛かみつこうとする。これを悪路王がぎりぎりでかわす。

















　するとＴ―ＲＥＸはビルに激突し、鉄筋コンクリートの壁かべを粉砕してしまった。

「悪あく路ろ王おう！　なるべく相手の正面に立たないようにして！」

　従姉妹いとこたちと別行動していた織おり姫ひめは、パートナーに指示した。

　白き狐こ狼ろうと恐竜の骨こつ格かく標ひよう本ほんは、旧都庁のすぐそばで対決している。戦う間にここまで移動してきたのだ。織姫はすこしはなれて、歩道から見守っていた。

「我が眷けん属ぞくたちよ」

　一方、パヴェル・ガラドは旧議事堂の上空から、戦場を凛り々りしく睥へい睨げいしていた。

　白銀に輝く竜りゆう鱗りんの神々しさとあいまって、威厳ただよう姿だった。

「わたしは剣の竜弑しを継ぐ者として、屠と竜りゆう之の技わざを試みる。おまえたちにこの剣の鋭するどさを託たくし──我が刃と変えてみせよう！」

　ガラドの腕うでが屠竜の剣を高々とかざし、その切っ先を天に向ける。

　彼に召しよう喚かんされたものたちが全て、白金色の焔ほのおにつつまれた。

　悪路王と対峙するＴ―ＲＥＸスケルトンも。新生水み無な月づきの登場以来、所在なげに上空を右往左往するだけだったラプトルたちも──。

　焔は数秒で消える。代わりにＴ―ＲＥＸの頭ず蓋がい骨こつ、その額に《剣の秘ひ文も字じ》が顕あらわれた。

　そして、しっぽの先端が刃の形に変化して、長剣の刀身になってしまう！

「剣で武装をととのえた。そういうことなのね……」

　織姫はごくりと息を呑のんだ。こちらも武器を出さないと負けてしまう。

　だったら──左手でゆたかな胸を押さえる。

　昨夜、この手に秘文字の印を託された。妙な不意打ちをされるおまけ付きで。あのとき、彼があんなことを言うから変にどきどきしてしまった。今もどきどきしている。

　その心持ちが受けいれづらく、織姫は眉をひそめた。

　なにしろ変人だ。どこまでもマイペースで、社交性にも難がある。

　つきあいもまだ短いし、新しい女友達が彼を好いているらしい。しかし、柄がらじゃないのに、ときどき妙にヒロイックな行動を見せる男の子なのだ。

　昨日もそうだし、前に上位種を引きつけるため囮おとりとなったときも──。

「じ、じゃなくてっ。そんなことより集中！」

　激しくかぶりを振りながら、織姫は己を叱しつ咤たした。

「春はる賀がくん、わたしにも文字の力をあずけて。おねがい……！」

　相方に届くはずのない声。しかし、魔術の絆きずなが必ず彼に伝えてくれる。

　案の定、左手の甲に《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が浮かびあがった。そして悪路王の九きゆう尾び。九つそれぞれの先端すこし手前に、黒い鏃ヽが顕れる。

　それは黒曜石によく似た素材を鋭角的に削った、石造りの鏃だった。

　九つの鏃は全て宙に浮き、とがった先端をＴ―ＲＥＸスケルトンに向けている。

「さあ……いざ尋じん常じように勝負！」

　これらの鏃は敵の『剣』と同じ呪的武装。悪あく路ろ王おうが得た『弓』だった。



　また同じ頃、ハルたちは速攻を仕掛けるところだった。

　水み無な月づきを畏おそれて上空でふらふらしていた、四〇匹前後のラプトルたち。こいつらが全て白金色の焔ほのおにつつまれたからである。

「まずいな。剣の文字で強化される前に倒せないか？」

「は、はいっ。水無月に頼んでみます！」

　羽は純ずみが腕うでを組み、上空のパートナーを見つめて祈る。

　その間にハルは適当なラプトル一匹を標的に決め、魔銃を向けた。

　おそらく一〇〇メートルほど上空を飛んでいる。ハンドガンで狙撃できる距離ではない。だが、かまわず撃つ。空から薬やつ莢きようが排出され、赤い光弾が天あま翔かけていく。

　適当すぎる屠と竜りゆうの銃撃は、微妙に狙ねらいをはずしていた。

　白金色に燃えるラプトルの横を通過するだけに見えたが──途中から弧を描いて軌き道どう修正し、命中してしまう。光弾は獲物の心臓をつらぬいた。

「やっぱり銃というより、魔法のデタラメ飛び道具なんだな……」

　廃はい墟きよのどこかに墜つい落らくしていくラプトルを見つつ、ハルはつぶやいた。

　春はる賀が晴はる臣おみだけが使いこなせるカスタムウェポン。生みの親としては満足すべき出来映えだろう。しかし、残ヽ弾ヽの問題がある。そこだけが悩ましい。

「わたしの力なら、いくらでもあげるから……水無月、おねがい！」

　そのとき、羽純が叫ぶ。これに水無月が応えた。

　金色の羽を得た竜蛇型リヴァイアサンはハルたちの頭上に、守護神のようにひかえていたのだが──二枚の羽を大きく広げる。

　さらに、右みぎ前まえ肢あしの掌てのひらに白い珠たまが顕あらわれ、燦然と光を放った。

　ラァァァァァァァァ……ラァァァァァァァ……。

　水無月の歌がふたたび響きわたる。荘そう厳ごんな聖歌のコーラスを思わせる声だ。

　しかし、そこには壮そう絶ぜつな破壊力も秘められていた。歌声が空へ広がっていくと同時に、ラプトルたちが次々と崩ヽれヽてヽいヽっヽたヽのである。

　それは砂の像が風を受けて、さらさらと崩れる光景に酷似していた。

　ラプトルたちの形は前ぶれもなく崩れ、白い砂となって風に乗っていくのだ。

「すごい、です。水無月がこんなこともできたなんて……」

「《風》の疑ぎ似じ神しん格かくなんだろうけど、結構とんでもないな……」

　歌声を聞きながら、羽純とハルはささやき合った。

　ラァァァァァァ……ラァァァァァァ……ラァァァァァァ……。

　上空では数十匹いるラプトルたちがいっせいに崩ほう壊かいをはじめている。

　風──すなわち空気を震動させ、超音波を放っているのだろう。しかも、きわめて指向性が強い。今、水み無な月づきは狙ねらった敵だけを崩壊させているはずだ。

　新生した水無月は前よりも格段にパワーアップしている。

　歌いはじめて、まだ数十秒。すでに二〇匹近くが砂となって消滅ずみ。残りもこのまま掃滅できるか──というとき。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ！　我が眷けん属ぞくどもに新たな姿を！」

　パヴェル・ガラドが口こう訣けつを唱となえた。

　彼の頭上に四つの魔術記号がならぶ。これは『金属操作』の配列だ。直後、残っていた二〇匹のラプトルも崩壊し、水無月の歌も終わったのだが。

　砂となった骸のなかから骨ヽだけが飛び出し、地上へ降下をはじめる。

　全ての骨が鈍にぶい鋼はがね色いろ。この骨格もＴ―ＲＥＸスケルトンと同じく、金属製なのだ。

「ラプトルたち──眷属の骨まで金属製に変えていたのか!?」

　倒されても中身を再利用できるように。ハルはうめいた。

　さすが金属のスペシャリスト、錬金魔術師アルケミストというべきか。上空より骨こつ格かく標ひよう本ほんとなったラプトルたちが舞い降りてくる。

　しかも、骨だけとなった両翼の先端には、短剣の刀身が装着されていた！

「水無月、わたしたちを守って！」

　とっさに羽は純ずみが頼むと、水無月の持つ珠たまより稲いな妻ずまが放たれる。

　しかし、標的の骨ラプトルはこれをぎりぎりかわし、逆に水無月とすれちがいざま、右の翼に付けた短剣でエメラルド色の蛇体を切きり裂さいた。

　キュアァァァァァッ。リヴァイアサンの口より悲痛な鳴き声がもれる。

「水無月！」

　羽純も悲鳴をあげた。骨だけのラプトルたちは不ふ朽きゆうの加護へ殺到してきた。このバリアーに一〇体の骨格標本が取りつき、両翼の短剣を次々と加護へ突き立てていく。

　刺されるたび、ハルの心臓にズキッと痛みが走った。

「く──ううっ」

「大丈夫ですか、春はる賀がさん!?」

「ぼ、僕よりも水無月の方がたぶん苦しいよ……」

　心配してくれる羽純へ答えてから、ハルは魔銃を天に向けた。

　上空では残りの骨ラプトルどもが水無月に群むらがり、よってたかって短剣付きの翼で切り裂いている。このままでは羽純の『蛇へび』ともども斬殺されるだけだ。

「いきなり必殺技……やるしかないか」

　覚悟を決めると、かちゃり、かちゃりという作動音で魔銃は応えてくれた。

　必要ないので狙ねらいはつけない。ハルは無造作に引き金をひいた。次の瞬間、鋼はがねと黄金の銃はありったけの弾丸を銃口より吐き出した。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　超速連射の轟音がとどろく。二七発を一瞬で吐き出したはずだ。

　フルオート射撃。引き金をひいている間、弾丸を連射しつづけるモードだ。

　単発や三点バーストが格闘ゲームでいう通常技なら、これはまちがいなく必殺技。二七発の赤い光弾は標的を求めて、勝手に空を駆かけめぐっていく。

　おかげで、全ての骨ラプトルを一瞬で射殺できた。

　加護の光に取りついていた連中も、水み無な月づきに群むらがっていた連中も全て。ついでに上空のガラドも狙いたかったが、やめておいた。

　まとめて撃ち込んでこその凶悪な威力である。半端に仕掛けても意味はない。

「君が生み出した屠と竜りゆうの弓ゆみは、ずいぶんと異風だな」

　配下が一掃されたあと、ガラドが地上に降下してきた。

　その姿は実に堂々としていて、大軍をひきいる将帥の威風さえ感じさせる。

「竜の種族が知らぬ武具……火のつぶてを吐き出す弓か。なかなかの出来だ。君たち人間も武の研けん鑽さんをおこたらず、新たな力を生み出していたのだな」

「あんたたちに向けて、結構使ってきたはずなんだけどね……」

「そうだったのか。すまん。気にしていなかったぞ」

　今まで人類が撃ってきた火砲・ミサイルの類。ガラドの眼中になかったらしい。

　ふぅ。ため息が出る。竜族の勇者にすら認められるハルの魔銃だが。

「魔法の武器なのに弾切れがあるのはなあ……」

　つぶやく間に、銃把から弾倉マガジンが落ちていく。

　昨日から使いはじめた魔銃の基本性能、そろそろ把握できつつあった。

　単発・三点バースト・フルオートのセレクトが可能。装弾数は三〇発。弾倉はあやしげな魔力が勝手に生成し、再装填してくれる。ただし、それには数分かかる──。

　この程度の弾数でフルオート射撃すれば、一瞬で撃ち尽くしてしまうのに。

「しばらくはこのバリアーと水無月だけが頼りだけど……」

　不ふ朽きゆうの加護で身を守り、ハルは同じ光をまとうガラドとにらみ合う。

　一方、すぐそばで助手志願の下級生が言ってくれた。

「だ、大丈夫ですっ。水無月はまだやれるって言ってます！」

「いや、それがさ。実はやなことを思い出したんだ」

　たしかに水無月は鎌かま首くびをもたげ、威い嚇かくの姿勢でガラドを牽けん制せいしている。竜蛇の体のあちこちに一〇以上の裂傷を負ってはいたが、まだまだ戦闘可能なのだ。

　そんな水み無な月づきへ、ガラドは屠と竜りゆうの剣を突きつけた。

「継けい承しよう者しや同士のいくさに割りこむのであれば、竜弑しの威にも屈くつせぬ魂たましいが必要となる。まがいものよ、貴様にそれがあるか？」

　水無月はいきなり硬直した。微動だにしない。竜弑しの武具が金かな縛しばりにしたのだ。

　前に悪あく路ろ王おうもラーク・アル・ソスにやられていた。通常のリヴァイアサンでは、あのプレッシャーに抗うことができないのだ。

「そういうわけで、僕たちは絶体絶命の大ピンチなんだな……」

　言葉だけは冗じよう談だんめかしたが、ハルの声音はシリアスだった。

　ふたたび羽は純ずみを背にかばい、敵の出方を待つ。というより、それしかできない。

「白しら坂さか、とりあえず水無月は撤退だ。このままだとやられる！」

「は、はいっ。すこし休んでて、水無月！」

　人間たちの指示に応えて、竜蛇型リヴァイアサンは姿を消した。

　対してガラドの方は、屠竜の剣の切っ先をまっすぐ天に向けていた。

「君が必滅之法を見せた以上、わたしも同等の術で応えねばなるまい……」

「やっぱり、そっちにもあったか……」

　魔銃に必殺技があるなら、屠竜の剣にも同じ切り札がある。

　たしかに道理だ。息を呑のむハルの前で、ガラドは雄々しく叫んだ。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ、我が殲滅の成就に力を貸せ！」

　魔術記号が一九個も、剣の刀身に添うようにして顕あらわれた。この配列の意味は『我が呼ぶは雷神の剱。急ぎ鞘より抜き放て』──。

　直後、天にいきなり暗雲が満ち、稲いな妻ずまが大地に落ちはじめた。

「屠竜の剣よ！　天より稲妻を呼び、雷神の剱つるぎを具現せよ！」

　竜弑しの魔力を秘める長剣が電光をまとう。

　さらにパヴェル・ガラドの背後に白い電光が集まり、大だい蛇じやの形になった。

　雷の大蛇が誕生したのだ。しかも、この蛇へびは天より降る稲妻を次々と吸収し、すこしずつ大きくなっている！

「ふふ。屠と竜りゆうの弓ゆみも矢が尽きたようだな。ならば、心おきなく雷を呼び込める」

「まあ、弾がなければ邪魔もできないしね……」

　すでに体長が一〇〇メートルに達しそうなほど、雷の蛇は成長を遂とげていた。

　ハルはぼやき、羽純は苦しげに息を呑む。ガラドが繰り出す『雷神の剱』とやらに、不ふ朽きゆうの加護は耐えられるのか？　まず無理だろうとハルは踏んだ。

　ちらりと魔銃を見る。弾倉マガジンはまだ補充されてない。

　となると、頼りは仲間の助勢だけなのだが──。



　ガラドの眷けん属ぞく、Ｔ―ＲＥＸスケルトン。

　尾骨に竜弑しの長剣が取りつけられ、危険度が格段に上がっていた。というのも、このチェーンのようにしなる尾骨は熟達した剣士の腕うでなみに速く、器用に動いて、みごとに長剣を操るのである。

　剣道家の織おり姫ひめが感心するほど、鋭するどい太た刀ち筋すじだった。

「悪あく路ろ王おう、避けて！」

　指示しても、機き敏びんな悪路王でさえ完全には避けきれない。

　今もＴ―ＲＥＸスケルトンの尾が横よこ薙なぎにした剣から跳びすさったのだが、右肩のあたりをかすかに斬きられた。悪路王の白い毛が数本、アスファルトに落ちていく。

「こっちも武器を──その『弓』を使って！」

　悪路王の九きゆう尾び。それらの手前に浮かぶ九つの黒い鏃。

　内ひとつの先端から、紅あかい閃光が矢のごとく放たれた。これに撃たれてＴ―ＲＥＸスケルトンはのけぞり、後方にふっとぶ。しかし、倒すにはいたらない。

　肋骨のあたりがひしゃげていたが、動きは軽快だ。

　悪路王のふところに飛び込んできて、長剣付きの尾を繰りだしてくる。

「すごい頑がん丈じよう……。もしかして、これも剣の文字のおかげとか？」

　やはり手強い。だが眷属の盟めい約やくがあるおかげか、織姫も《弓ゆみの秘ひ文も字じ》の使い方をなんとなく理解できていた。切り札を使えば快勝できる気もする。

　春はる賀が春臣の魔銃でいうフルオート射撃──必殺技を眷属も使えるのだ。

「火の魔法……疑ぎ似じ神しん格かくを一回使うことになるから、あまり景気よくは使えないけど。でも、今は急いだ方がいいわよね」

　今のところ、悪路王は四足獣の敏びん捷しようさで剣をかわしている。

　しかし、敵の剣さばきを見るかぎり、いつ防御に失敗してもおかしくはない。

「悪路王。火をたくさん出して、あいつを吹き飛ばして！」

　織姫は覚悟を決め、指示を出した。

　悪路王の九尾それぞれの手前で黒い鏃が光り、そこから同時に焔ほのおが放たれる。九つの焔にＴ―ＲＥＸスケルトンが呑のみこまれていく。

　あとは指示神格の魔力が続くかぎり、フルオートの要領で連射──。

　金属製の骨こつ格かく標ひよう本ほんが燃え尽きるまで、織姫は火か焔えん放射を続けるつもりだった。

　そのまま十数秒。焔のなかでＴ―ＲＥＸが膝ひざをつき、前まえ肢あしが胴どうからもげ、前のめりに倒れこむ。しかし、勝利を確信しかけて、織姫は愕がく然ぜんとした。

「ええっ!?」

　焔のなかからＴ―ＲＥＸスケルトンの頭ず蓋がい骨こつが飛び出してきた。

　正確には頭ず蓋がい骨こつと背骨、それにつながる尾骨と例の長剣が──。織おり姫ひめは悟さとった。この骨こつ格かく標ひよう本ほんは生物ではなく、魔術で創造された命の模造品。

　頭蓋骨と背骨だけでも動くデタラメさを見せても、おかしなことは何もない！

「悪あく路ろ王おう!?」

　白き狐こ狼ろうの左肩にＴ―ＲＥＸスケルトンが激しくかぶりついてきた。しかも、その状態から尾骨を稲いな妻ずまめいた速さで動かし、一閃する。

　鋭するどい太た刀ち筋すじだった。斬。九きゆう尾びのひとつがなかば辺りで断ち切られる。

　クオオオオオンンンンンンッ！

　悪路王が悲痛な声をあげた。しかし、瞳にはまだ闘志が燃えている！

「こっちも殴りかえして、悪路王！」

　織姫は叫んだ。接近戦の間合いにいるのはこちらも同じなのだ。

　悪路王が尾の一本をのヽばヽすヽ。もともと長かった尾がさらにゴムのようにのび、人間のボクサーが放つ左フックのように暴ぼう君くん竜の頭蓋骨を強打する。

　しかも、単発で終わらせない。残る七尾で左右のフックをさらに七連打！

　たまらず、Ｔ―ＲＥＸスケルトンも頭蓋骨をのけぞらせた。

　その拍子に口が開き、悪路王も解放される。白き狐狼は即座に貌かおを突き出し、暴君竜の頸くび──ではなく頸けい骨こつに噛かみつき、牙を突き立てる！

「そのまま熱いのを吐いて！」

　噛みついた状態で息ブレス攻撃を放ち、破壊力を全て敵にたたきこむ。

　いつかアーシャも使った戦法だ。悪路王はすぐに熱線を吐き、Ｔ―ＲＥＸスケルトンの頸骨をバーナーでやるように灼やき切ってみせた。

　さすがの骨格標本もついに動きを止め、織姫は息をついた。

「ふぅ……」

　しかし、休んでいる暇ひまはない。

　いつのまにか空に暗雲が立ちこめ、ひっきりなしに稲妻を落としてくる。

　議事堂の方を見れば、パヴェル・ガラドが屠と竜りゆうの剣を大きく振りあげていた。そして、彼の背後には巨大な雷の大だい蛇じやが出現し、鎌かま首くびをもたげている。

　雷蛇の頭部は、近くにそびえる高層ビルの屋上と同じほどの高みにあった！

「悪路王、急いで！　羽は純ずみと春はる賀がくんを助けて！」

　織姫が叫んだ瞬間、パヴェル・ガラドは屠竜の剣を振りおろす。

　電光をまとう刃が襲うのは、春賀晴はる臣おみと従姉妹いとこを守る加護。真しん珠じゆ色いろの光はこの一太刀をどうにか受け止め、持ち堪えた──ように見えた。しかし。

　剣を追って、長大な雷蛇の顎あごがまさに稲妻のごとく落ちていったのである。

　ゴオオオオオオオオオォォォォォォォォォォンンンンンンンッ！

　轟音がとどろいた。極大の雷が放った光で西にし新しん宿じゆくは白く染めあげられていく。

「わあああああああああああっ！」

　そして、不ふ朽きゆうの加護のなかで春はる賀が春臣が絶ぜつ叫きようした。

　そのまま前のめりに倒れる。遠目に見たかぎり外傷はなさそうだが、今の電撃斬ぎりは不可思議な力で彼を痛めつけたらしい。感電したかのように体はぴくぴくと震え、地面に横たわっていた。意識も失ったようだ。

「は、春賀さん！」

　すぐそばにいた羽は純ずみが叫ぶ。従姉妹いとこの方は無事だった。しかし、今までふたりを守っていた不朽の加護は消滅している。晴はる臣おみが昏倒したからか？

「悪あく路ろ王おう！」

　従姉妹と友達を死なせるわけにはいかない。絶望に心をむしばまれつつ、織おり姫ひめが白き狐こ狼ろうを急せかしたときだった。

　遙はるか上空より、巨大な蒼あおい影が超音速の衝撃波と共に急降下してきた。
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「しかし、戦闘当日に助すけっ人と外人が来日ってのも余裕のない話ですなあ」

「その代わり、特級認定マスタークラスの実力者よ。環かん太たい平へい洋ようエリアでいちばんのエースが来てくれるんだから、贅ぜい沢たくは言えないわ」

　白銀のドラゴン上位種が設けた猶ゆう予よ期間の最終日早朝。《S.A.U.R.U.サウル》関東支局のスタッフふたりが交わした会話であった。

　ぼやき節は見けん城じよう玄げん也や、答えたのは上司の柊ひいらぎ友ゆ加か里りである。

　ふたりがいるのはホテルのロビー。ソファに腰こしかけ、コーヒーを飲んでいる。

「環太平洋のエース……ってことは」

「ええ。ほら、アーシャさんも知り合いだっていう」

「正しよう真しん正しよう銘めいの撃墜王で、組織の大幹部じゃないですか。よく招待できたもんです」

「実は私の大手柄──じゃなくてね。ここ数か月、日本のドラゴン出現回数が異常だから、もともと調査旅行で来日するつもりが本人にあったみたい」

「だとしても、ありがたいことで」

　無精ひげを撫なでながら、見城はつぶやいた。背広のよれ具合もふくめて、いつもより身だしなみが一層だらしない。ここ数日、上位種の件で多忙だったせいだろう。

「米軍が気を利かせてくれた特別機で午前一〇時、羽田に到着予定よ」

「了解です。ところで、元ユーロの撃墜王はまだですかね？」

「そろそろじゃない？　朝の五時か六時にはおなかがすいて目がさめるらしいから」

　このホテルはアーシャ・ルバシヴィリの宿泊先である。

　ふたりが早朝から来ているのは彼女を迎えにきたのと、朝食のついでにミーティングでもと考えたためだ。ここでホテルのフロントマンがそばにやってきた。可愛かわいげも洒落っ気もない茶封筒をトレイに載せて。

　友ゆ加か里りは受け取った封筒の中身を一読した。手紙だったのだ。

「特級認定マスタークラスの魔女が連携無視で個人プレーに走るのはよくある話だけど……これはちょっと急すぎるわよね」

　そこには戦術的な理由により開戦を早める旨むねが簡潔に記されていた。さらに織おり姫ひめと悪あく路ろ王おうが救出されたという詳細不明の報告も。

　予想外すぎる展開に、眉をひそめる友加里だった。



　アーシャは夜明け前に旧東京入りしていた。仲間たちとは合流せず、ひとりで西にし新しん宿じゆくエリアに先行し、戦闘の推すい移いを見守っていたのである。

　戦闘にそなえての打ち合わせは、昨晩遅くに衛えい星せい携帯ですませてある。

「昨日の晴はる臣おみ、微妙に浮かれていたような……。声にちょっと張りがあったというか」

　日付が変わる深夜零れい時じより一時間ほど前に、晴臣から連絡があったのだ。しかし、アーシャは電話のあとで微妙な違和感に首をかしげたのである。

（それは織姫の入浴中に起きた椿事で、春はる賀が晴臣のテンションが大いに高まったため起きた変化なのだが、もちろんアーシャが知るよしはなかった）

　ともあれ、目下の問題はパヴェル・ガラドとの決戦である。

　アーシャは左手の甲を見つめた。《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が浮かびあがっている。ドラゴンへの戦意が高まると自然に顕あらわれたのだ。そして下ヽ界ヽを見おろす。

　彼女の現在位置は都庁近くの、あるビルの屋上──。

　その縁より、西新宿の廃はい墟きよと戦場を双眼鏡で見おろしていた。

「そろそろ出番ですね……」

　幼なじみは《弓の秘文字》を使いこなせるようになったという。

　その影響だろう。アーシャも感じていた。あのルルク・ソウン記号をより凶悪に活用できるという確信を。秘文字の力が『銃』という枠組みに落とし込まれたことで、格段にあつかいやすくなったのだ。

　今の自分になら──できる！　揺るぎない自信と共に見守るアーシャの前で。

　ついにパヴェル・ガラドは最強の一ひと太た刀ちを繰りだす寸前だった。

　雷の大だい蛇じやも鎌かま首くびをもたげ、長大な体をくねらせている。それを見とどけ、アーシャはうなずいた。ガラドが剣を振りおろした瞬間、相棒を呼び出す。

「古き清浄の御印よ、かりそめの蒼あおき竜を地上に遣わしたまえ！」

　上空にひしめく雷雲のなかで光が燦きらめく。今、雲中では五ご芒ぼう星せいが『∞』の印となり、ついで蒼あおきワイバーンに化身しているはずだ。

「ルサールカ、一気にたたみかけます」

　高々度からの狙撃という手もある。しかし、アーシャはそれを選ばなかった。

　より大きな破壊力を得るため、二段重ねの攻撃を仕掛けるのだ。

「疑ぎ似じ神しん格かくを形態変化に使用して、加速開始！」

　盟めい約やく者しやの指令コマンドに手負いの『蛇へび』は咆ほう哮こうで応えた。

　キュアアアアアァァァァッ！

　次の瞬間、雷雲よりルサールカが飛び出した。

　地上へ、ではない。さらなる空の高みへ。その肉体は蒼く透すきとおっていた。

　水──。疑似神格で自らの肉体を水のかたまりに変えたのだ。

　ルサールカはそのまま加速と急降下をはじめる。加速するために必要な距離は、雷雲の上に飛び出すことで稼かせいである。

　ぐんぐんと加速を続け──ついに音速の壁かべを越えた。

　生身ではこんな加速にとても耐えきれない。しかし、ワイバーンの形をした水のかたまりなら。話はべつだ。重量トン単位の水塊として、衝撃波ソニツクウエーブをまきちらしながら超音速の急降下。そして、パヴェル・ガラドの背中に激突する。

















　そう、晴はる臣おみに最大最強の一刀をたたきこんだドラゴンへ。

　彼は雷神の剱を振りおろし、背中と両翼を無防備にさらしていた。

　そこに激突。轟音、衝撃、爆風がとどろく──。

「ぬ、おおおおおおおおおっ！」

　ルサールカの音速突撃を背に受けて、それでもガラドは持ち堪えた。

　この一撃を喰くらっても無傷なのだから、不ふ朽きゆうの加護はすさまじい。しかし、音速突撃の圧力までは消せない。シルバードラゴンの巨体はふっとばされた。

　ルサールカといっしょに、ある高層ビルの広い駐車場へゴロゴロと転がっていく。

　しかし、蒼あおき相棒はすぐに起きあがり、戦闘態勢に。

「ルサールカ、疑ぎ似じ神しん格かくを攻撃に使用──氷の嵐アイスストーム！」

　ここからが真打ちの攻撃。アーシャはすかさず指示した。

　ルサールカの形態変化が解けて、いつもと同じワイバーンの肉体にもどる。そして、その背後に白い石造りの鏃ヽが数十個も顕あらわれた。

　悪あく路ろ王おうの鏃とよく似た形状の呪的武装。ルサールカの『弓』だった。

「秘ひ文も字じの魔力も併用して、最大連射フルバースト！」

　晴臣の魔銃でいうフルオート射撃を指示した。

　数十個の白い鏃はドラゴンめがけて飛ひ翔しようしていく。だが、突き刺さるのではない。その周囲を縦横無尽に飛びまわり、竜巻を起こすのである。

　氷・雪片・凍気がいりまじる氷雪の竜巻アイストルネード。

　竜巻の中心にいるガラドめがけて、鏃たちは先端から蒼あお白じろい閃光を連射する。

　ドラゴン上位種すら撃ち抜く竜弑しのレーザーだった。これが重機関銃のフルオート射撃さながら、四方八方よりパヴェル・ガラドを襲うのである。

「蒼きまがいものよ。貴様もいずれ出てくると思っていたぞ……」

　氷の最大連射フルバーストを浴びながら、ガラドはうめいた。

　不朽の加護に守られて無傷。しかし左手で胸を押さえ、片かた膝ひざをついている。春臣から聞いたとおり、心金にかなりの負担がかかっているのだ。

　あれなら反撃もむずかしいはず。だが、それでもガラドは雄々しく吠ほえた。

「貴様を迎え撃つそなえ、わたしにないと思うか！」

「ルルク・ソウンの秘文字!?」

　ガラドの前に魔術記号がひとつだけ顕れた。

『迅速に指示を遂行せよ』を意味するルーン。ビルの屋上から戦況を見守っていたアーシャはハッとした。ガラドの手が屠と竜りゆうの剣を持っていない！

　剣はいつのまにか上空に浮かんでいた。あの白い稲いな妻ずまを帯びたまま。

　そして、屠竜の剣は雷神の剱としてルサールカへ飛んでいく！

「悪あく路ろ王おう！」

　しかし、織おり姫ひめの声に導かれて、白き狐こ狼ろうが走り込んでくる。

　そう、ルサールカのもとへ。間一髪だった。悪路王はすれちがいざま八尾のひとつをアーシャの相棒に巻きつけて、ひきずってくれた。

　おかげで屠と竜りゆうの剣は狙ねらいをはずし、大地に突き刺さる……。

「ならば！」

　ガラドの顎あごが大きく開き、今度は青白い焔ほのおを吐き出した。

　劫ごう火かで灼やかれるのは当然ルサールカ。疑ぎ似じ神しん格かくで防御しないと相棒は死ぬ──。

　しかし、アーシャの口は真逆の指示を言い放った。

「ルサールカ。現在使用中の疑似神格を──二重発動ダブルキヤスト！」

　理性の訴えを無視し、本能に導かれて防御を捨てた。

　キュアアアアアァァァアアアアッ！　蒼あおきワイバーンが吠ほえる。鏃と疑似神格による攻撃を重ねがけし、蒼あお白じろいレーザーの連射をさらに強化する。

「う──くうううっ！」

　アーシャは全身から力が抜け、体が氷のように冷たくなるのを感じた。

　低血糖に酷似した症状。疑似神格を二重発動ダブルキヤストさせると、すさまじい消耗が魔女を襲い、『蛇へび』の制御が困難になるのだ。

　それでもアーシャは歯を食いしばり、フルバーストをどうにか維持。

　結果、焔とレーザー連射が真っ向勝負する形になり──相打ちとなった。

「ぐああああああっ！」

　ガラドが吠え、くずおれていく。真しん珠じゆ色いろの光もいきなり消滅してしまい、白銀の巨きよ躯くは四方八方から降りそそぐレーザーで存分に切り刻まれた。

　が、ルサールカの方も『キュアアアアァァァァァンッ！』と鳴いて、倒れこむ。

　ダブルノックダウンの直後、レーザー、氷嵐、劫火の全てが消え失うせた。

「ルサールカ！」

　アーシャはよろける体に鞭むち打うって、屋上の出入り口へ向かった。



「ほ、本当に大丈夫なんですか、春はる賀がさん!?」

「まあ、なんとかね……ううっ。僕の心臓、何分くらい止まってたんだ……？」

　パヴェル・ガラドが振るった雷神の剱。

　剣本体の直撃はしのいだものの、あの極大の稲いな妻ずまでめいっぱい不ふ朽きゆうの加護を打ちのめされ、使い手のハルは心臓麻痺を起こしてダウンした。

　しかし、それでも気絶せず、ぼんやり意識を保っていたのだから無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　間近で立ち会った羽は純ずみは泣いて取りすがってきた。が、その間も自由にならない体と目でハルはぼうっと状況を見届けていた。

　そして、ようやくしゃべれるようになり、羽は純ずみを安心させたのである。

「わ、わたし、春はる賀がさんが息もしていなかったので、もうダメだと──」

「そりゃ僕もだよ。本当によく生きのびたもんだ……」

　羽純の涙目に見守られながら、ハルはようやく身を起こした。

　向こうでは白銀のドラゴンと蒼あおきワイバーンが大地に横たわっている。とどめを刺される前に、アーシャがやってくれたのだ。

「あのガラドに一矢報むくいることができたんだから、囮おとりになった甲か斐いがあるよ……」

　作戦が上う手まくいって、ハルは安あん堵どの吐息をこぼす。

　まず、最も堅けん牢ろうな部隊が敵をひきつける。そして、機動力と打撃力にすぐれる部隊が敵の側面や後背を突き、包囲・挟撃する──。人類が古代ギリシアの頃より磨いてきた戦術である。アレクサンドロス大王やカルタゴの名将ハンニバルも好んで用いたという。

　古代では囮役が歩兵、強襲役が騎兵部隊になることが多かった。

「明らかに『蛇へび』よりも加護の方が打たれ強いから、適てき材ざい適てき所しよではあるんだけど……めちゃくちゃ心臓に悪かった。いろんな意味で……」

「はい……わたしも寿命が縮ちぢみました……」

　いっしょに囮となってくれた羽純もうなずいている。

　彼女が無事でよかったと、心の底から思う。ハルはふぅと深く息を吐き出した。

　そして、ある予感に駆かられて、敵ヽに目を向ける。今の攻防でルサールカは完全にノックアウト。しかし、もう一方は今まさに上体を起こそうとしていた。

　隣で羽純が「!?」と息を呑のむ。

　そう、パヴェル・ガラドもハルと同じく、回復しつつあるのだ。
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「悪あく路ろ王おう！　もう一度、火の魔法で『弓』を使って！」

　パヴェル・ガラド健在を見て、すかさず織おり姫ひめが指示。別行動となっていた彼女は、ハルたちの方へ走ってきたところだった。

　これに応えて、悪路王の『弓』である九つの鏃はいっせいに焔ほのおを放った。

「ぬ、ぐおおおおおおっ！」

　九つもの焔の渦に呑みこまれ、パヴェル・ガラドが苦しむ。

　彼を守るのは真しん珠じゆ色いろの光──不ふ朽きゆうの加護だ。しかし、その輝きは実に弱々しい。ほとんど消えかかっている。ハルは気づいた。

　ルサールカの一撃で心臓＝心金が弱り、加護もその分、弱まったのだ。

　だが、真しん珠じゆ色いろの光が完全に消え去る寸前、ガラドは悪あく路ろ王おうに飛びかかった。

　しかも、右手に呼びもどした屠と竜りゆうの剣をにぎって！

「この程度では、まだ焼け死ねぬぞ！」

　雄々しく叫んで屠竜の剣を上段から一振り。悪路王の頭を狙ねらう。白き狐こ狼ろうはかろうじて剣を避けたものの、左肩──前まえ肢あしの付け根をしたたかに切られてしまった。

　クオオオオォォォォォンンンッ！

　悪路王が悲痛に鳴く。その隙すきにガラドは長い竜族の尾を振りまわし、丸太で殴るようにして狐狼の胴どうを横から痛打した。

　それでひるませたところに、剣でまっすぐ一突き。

　刃が悪路王の頸くびをかすめた。赤い血がほとばしる。

　次は青白い焔ほのおを吐いて、白き狐狼の全身を灼やく。灼く。灼き尽くそうとする。

　クォォオオオオォォォォォォォンンンッ！

「一度消えて、悪路王！　このままじゃ死んじゃうわ……！」

　織おり姫ひめが指示し、狐狼の巨体は地上から消滅する。

　ガラドは火炎放射を終え、地上のハルに闘志のこもった視線を向けた。

「弓の継けい承しよう者しやよ。おたがい手勢を失い、ついに一騎打ちだ。心が躍おどるな」

「こっちはそんな気分じゃないよ。おととい来やがれだ」

　毒づきながら、ハルは織姫と悪路王に感謝した。

　彼女たちのおかげで、かろうじて間に合った。かしゃりという機械音。ようやく魔銃の弾倉が再装填されたのだ。すかさず連射する。

　ＢＡＮＧ！　ＢＡＮＧ！　ＢＡＮＧ！

　ガラドはすでに空へ逃げていた。はずれてしまう。

　が、急上昇した標的を追って、三発の赤い光弾も空へ駆かけあがっていく。空対空ミサイルじみた追尾性能であった。

「ふふ。加護なしで弓の相手は、やはりむずかしいな！」

　言葉とは裏腹に、ガラドの声に喜色がにじみ出る。

　きりもみするように飛ひ翔しようして追尾する弾丸を惑わしながら、シルバードラゴンは竜りゆう掌しようの人差し指を立てた。その指先で魔術記号が輝く。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じよ。より強き翼を我に！」

　銀の巨体が急加速して、西にし新しん宿じゆくの上空より一瞬にして飛び去った。

「こ、《高速飛行》の魔術、ですか……」

　アーシャの声だった。はぁはぁと息を荒げながら近づいてくる。二重神格行使ダブルキヤストで消耗しきった体に鞭むち打うって、駆けつけてくれたのだ。

「逃げたって線はないよな。いったんひきさがって、体勢を立て直す肚か」

「加護でしたっけ？　それ、どの程度で回復するんでしょう？」

「んー……そうだなあ」

　ハルは魔銃を見つめてみた。これは銃型『魔ま導どうの杖つえ』なのだ。

　屠と竜りゆうの力をコントロールするためのガイド役。《弓ゆみの秘ひ文も字じ》の能力を知りたいときは直感的に悟さとらせてくれる。そうと気づいての行動だった。

「半日くらい心臓を休ませていれば、完全回復するらしい」

「だったら、ここで決着をつけたいですね。あのドラゴンの性格を考えると──」

「すぐもどってくるだろうしね。逃げてくれるなら万ばん々ばん歳ざいだけどさ」

　アーシャの推測にハルもうなずいた。それから言う。

「みんな、ここからはひとりでやってみるよ」

「春はる賀がくん!?」「春賀さん!?」

「たしかに、その方がよさそうです……」

　織おり姫ひめと羽は純ずみが驚おどろくのとは逆に、ひとりアーシャだけがうなずいてくれた。

「私たちの『蛇へび』はどれも限界です。今のままじゃ晴はる臣おみの支援もむずかしいでしょう。かえって、ひとりの方が身ヽ軽ヽでいいかもしれません」

　ハルは苦笑した。さすが腐くされ縁えんの幼なじみ、話が早くて助かる。

「で、でも、わたしの水み無な月づきはまだ動けますよ!?」

「あいつはほら、あの剣を見るだけで金かな縛しばりになるだろ？」

　羽純の訴えにハルは答えた。ルサールカと悪あく路ろ王おうが無事なところを見ると、『眷けん属ぞくの盟めい約やく』を交わしていれば耐えられるのだろう。

　しかし、水無月はあの盟約とは無縁なのだ。

「春賀くん……」

「死ぬ気も自殺する気もないから大丈夫だよ、十じゆう條じよう地じ。それにさ」

　止めるべきか励ますべきか、迷っている様子の織姫へハルは言った。

「昨日の夜から、僕の運勢は最高にラッキーな状態だと思うんだ。ゆうべのあれ、幸運の女神さまに祈るよりも絶対に御利益あるよ」

「ち、ちょっと、そのことは──!?」

「まあ、そういうわけだから、ちょっと行ってくる」

　できるだけ軽い調子でハルは告げ、魔女たちに背を向けた。

　ひとまず旧都庁の北をめざす。高級ホテルや大学病院などが集まっている方だ。

　悲壮感たっぷりに自己陶とう酔すいしながら死地へ向かう。そういうノリは柄がらでもないし、趣味でもない。なるべくふだんどおりの態度を心がけたいところだ。

　が、それでも駆かけ足になってしまうのは、さすがにどうしようもなかった。



「織おり姫ひめさん。私たちにもまだ試せることがあります」

　アーシャに言われて、織姫はハッとした。走っていく春はる賀が晴はる臣おみの背中を見つめながら、いつのまにか考え事をしていたのだ。

「そ、それって、どういう作戦なの？」

「くわしくは歩きながら。ルサールカの方へ急ぎましょう」

　先輩魔女の視線は満まん身しん創そう痍いの相棒へ注がれている。蒼あおきワイバーンはアスファルトの上でぐったりと横たわっていた。

　もともと万全ではない肉体、疑ぎ似じ神しん格かくの濫らん用よう、パヴェル・ガラドの焔ほのお。

　それらがあいまって、ルサールカは限界を迎えている。しかし、アーシャはまだ何かをさせるつもりらしい。勝つためにはきっと、この厳しさが必要なのだ──。

　全国に名を馳はせた女剣士の力強さで、織姫はうなずいた。

「……そうよね。ああいう戦隊だとブラックかブルーになりそうな男の子はわたしの趣味じゃないはず、とか今はどうでもいいことだものね……」

　さっき背中を見送ったときのどきどきをごまかすように、つぶやきながら。

「？　何か言いましたか、織姫さん？」

「ううん、何でもない！」

「羽は純ずみさんも。敵と直接戦闘できなくたって、水み無な月づきにもやれることはありますから」

「は、はいっ。なんでも言ってください！」

　アーシャの言葉に、羽純は勢いこんで答えた。おっとりした性格の従姉妹いとこが珍めずらしいほどに凛り々りしく、決意の表情になっている。

　まだ戦闘は終わってない。三人は横たわる『蛇へび』のもとへ急いだ。



　ハルがもぐりこんだのは、とあるオフィスビルの最上階だった。

　八階建てで、決して高層ビルではない。エレベーターも動かないのに六〇階まで階段で登るなど御免だったのだ。

「まあ、ビルの天てん井じよう越しに狙撃してみるってのも無む茶ちやな話だけど」

　このフロア、以前は何かの会社だったようだ。ハルは応接用とおぼしきソファに寝そべりながら、鋼はがねと黄金の魔銃を右手でもてあそんでいた。

　ハルを狙ねらってガラドが飛んできたら、狙撃──。作戦としてはシンプルだ。

　頼りは魔銃の威力と索敵能力。天井を撃ち抜いて射撃することは何ら問題ない。見えない敵の位置を捉えて狙撃することも大丈夫だろう。

「あとは向こうと僕、どっちが先に攻撃をぶちこめるか……」

　見えなくなったハルの位置を特定するため、ガラドも探知系の魔術を使うだろう。

　どちらの索敵能力が勝まさるかは──不明。読めない。

　これは賭けだ。しかし、希望の材料はひとつだけある。この間、ラーク・アル・ソスは見失ったハルをかんたんには探知できなかった。対して、鋼はがねと黄金の魔銃は見えないガラドの位置を易やす々やすと認識させてくれた……。

「それだけじゃ、全然当てにならないけどね」

　上着のポケットを探り、懐かい中ちゆう時計の感触をたしかめる。

　さっき魔術をかけるときに使った『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』だ。《静音化》《視認妨害》《無臭処理》を重ねがけしてある。

　そして《見敵》も。打てる手は全て打ち、賭けの結果を待っている状態なのだ。

「幸いの運が御利益をくれますように……」

　つぶやいた瞬間、ハルは敵ヽのヽ気ヽ配ヽを感じとった。

　目をつぶる。《見敵》の術と魔銃が連動しているおかげで、焔ほのおの爆発で視界をふさがれたときよりも感覚が鋭えい敏びんだ。

　西にし新しん宿じゆくの上空を高速で飛びまわるパヴェル・ガラドの巨体。

　じぐざぐに飛ひ翔しようしているのは、ハルの遠距離射撃を警戒しての行動だろう。

　すこしでも照準を狂わせようとしているのだ。そうやって時間をかせぎ、ハルの潜せん伏ぷく場所を探知しようとしている……。

　しかし、これくらいの速度と空中機動なら──。ハルは魔銃を天てん井じように向けた。

　頭部を破壊されても尚なお、生きのびた上位種の話がある。

　狙ねらいは胸だった。ドラゴン最大の急所、心金を撃ち抜くためだ。

　そして、ソファに寝そべったまま、ハルは引き金をしぼった。しかも三回。赤い光弾が三つ銃口より放たれ、ビルの天井に大穴を開けて飛翔していく。

　そして着弾。三発とも命中。手応えあり。

「勝てた……？」

　勝利を信じられず、ハルが首をかしげた瞬間だった。

　標的が急加速した。地上へ降下してくる。まっすぐにここ、ハルが潜伏しているビルの上へ急降下してくる。とっさに不ふ朽きゆうの加護を展開した。

　直後、轟音が『ががあああああああああああん！』と響きわたった。

　ビルの天井はあっけなく崩れ、大量のガレキが落ちてくる。青空と銀竜の巨体が見えるようになり、そして青白い焔がハルのいる階に流し込まれた。

「わああああああっ！」

　加護のおかげで負傷はない。が、落ちてきた天井のせいで生き埋うめになった。真しん珠じゆ色いろの光の上に大小さまざまなガレキが積み重なっている。それ以外の何も見えない。

　しかも、加護の光はほとんど消滅しかかっていた。

　ハルの心臓もだいぶ弱っているのだ。すぐに魔銃を三点バーストで発射する。

　周囲のガレキが一気にふきとび、視界がクリアになった。

　青空と、空中で静止するガラドの巨体が目に飛び込んでくる。ビルから距離をすこし取って、屠と竜りゆうの剣を片手で持っていた。竜族のくせにフェンシングめいた構えだ。

「この──！」

　ハルは三点バーストで魔銃を撃った。三発の光弾が一度に放たれるが──

「屠竜の剣よ！　剣神の寵愛を宿し、我に勝利をもたらせ！」

　空中のガラドは三つの光弾を全て、屠竜の剣ではじき落としてしまった。

　その速さ、まさに稲いな妻ずま。剣さばきの巧みさは神技の域。屠竜の剣を取りまくように、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一七個も輝いていた。

　意味は『天よ。我が刃に剣神の寵愛を授けよ』。

「剣の竜弑しに秘められし必滅之法……。雷神の剱だけと思うな」

「いやいや。いくら必殺技だって、剣で銃を防ぐのは反則すぎるって……」

　さっきの狙撃もこれで斬きり落とされたと悟さとり、ハルはため息をついた。

　さすが竜弑しの切り札、デタラメがインフレを起こしている。

「そりゃ僕の銃だって、反則気味の便利さだけどさ」

「まったくだ。竜王の方々をのぞけば、君ほどに手強い敵は竜族にもいないだろう」

　空に浮きながら、ガラドは口を大きく開けた。火を吐くつもりなのだ。

　ほとんど消えかけの加護で、どこまで耐えられる？　数秒、あるいは十数秒か──？

「く……っ！」

　反射的にハルは魔銃を一発撃った。が、屠竜の剣ではじかれる。

　敵はこのために接近してこないのだ。至近距離だと防御もむずかしくなる。

　ハルはあせった。フルオートなら、あの剣をかいくぐってドラゴン最大の急所・心臓を撃ち抜けるだろうか。だが、ガラドも最優先で守るはず。可能性は低そうだ。

　しかし、一か八かの賭けに出ないと勝機はない……。

　ハルはこれが悪魔の誘ゆう惑わくだと自覚していた。ヤケになってギャンブルに挑んでも、いい結果が出るはずないのだ。が、このまま手をこまねいていたら、確実に死ぬ──。

　悪あく路ろ王おうが飛び込んできたのは、そのときだった。

　いきなりガラドの頸くびに喰くらいつく。織おり姫ひめの『蛇へび』は尾が一本切られ、八尾になっていた。そして、狐こ狼ろうの貌かおはかつてないほど凶暴だった。
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　もはや限界を迎え、横たわっていたルサールカ。

　しかし、アーシャは《月》の疑ぎ似じ神しん格かくを行使させた。淡い月の光と闇夜、眩げん惑わくをつかさどる属性だ。さらにいえば、狂気も──。

　古来、月光は人を狂わせるもの。ただの人間を狼おおかみ男おとこに変えるのも満月の夜だ。

「私たちの『蛇へび』で戦力になるのは、今は悪あく路ろ王おうだけです」

「でも、さっきの怪け我がで悪路王はすごく痛がってるから……満足に戦えないと思うわ」

　織おり姫ひめの意見にアーシャは語ったものだ。

「ルサールカの疑ぎ似じ神しん格かくで狂気をあたえて、一時的に暴走させます」

「ぼ、ぼうそう？」

「ええ。細かい指示にしたがわせることは不可能になりますけど──痛みも忘れて、いつも以上の勢いで突進させるくらいなら、なんとかなるはずです」

　ルサールカの実在化もすでに解除し、アーシャは地上で天を仰あおいでいた。

　ここから先、自分ともう一名は足手まといになると判断したのだ。

「姉さまたち、大丈夫でしょうか……？」

「私たちにできることはもう、仲間の幸運を祈るくらいです。今はどんな決着がつくかを見守りましょう」

　隣で心配そうにささやく羽は純ずみへ、うなずきかけるアーシャだった。



「あ、悪路王を暴走させたのか……」

　幼なじみのアイデアだろうと悟さとり、ハルはつぶやいた。

　暴走した悪路王の馬力にはすさまじいものがあった。打ちあげられたロケットのように急上昇してきたかと思うと、一瞬の隙すきを突いてパヴェル・ガラドの喉笛にかじりつき、頸くびごと噛かみ切りにかかったのである。

　悪路王をひきはがそうと、ガラドは剣を持たない左手で狐こ狼ろうの顎あごをつかむ。

「く……！　要らぬ邪魔をしてくれる！」

「アーシャと十じゆう條じよう地じに礼を言わなきゃ、だな」

　ハルはつぶやいた。今なら問題なく狙ねらい撃てる。

　魔銃をかまえ、空中で狐狼と取っ組み合いする銀竜に向ける。狙いは心臓。ガラドにおおいかぶさっている悪路王が邪魔だが、これも問題ない。

「いけ！」

　ハルは弾丸の軌き道どうをイメージしながら撃った。

　銃口より赤い光弾がひとつ放たれる。その弾道は竜たちの横を素通りしたところで大きく曲がり、『Ｕ』の字を描いてガラドの背中に襲いかかろうとする！

　しかし、竜族の勇者はさすがだった。

「屠と竜りゆうの剣よ。剣神の寵愛を受け、我が分身となれ！」

　持っていた屠竜の剣をいきなり捨てたのだ。

　必滅之法『剣神の寵愛』がこの剣をまるで見えざる剣士のごとく操り、なんと屠と竜りゆうの銃撃をはじき落としてしまう！

　しかも、剣はそのまま稲いな妻ずまのごとく急降下をはじめた。

　ビルの最上階──天てん井じようがないので、屋上同然のフロアにいるハルの頭上へ。

　眷けん属ぞくより先にハルを斃すつもりなのだ。ハルはとっさに魔銃を天に向けた。ギャンブルに出るなら今だと覚悟したのだ。

　フルオートで残弾を全て、瞬時に撃ち尽くす。標的は──屠竜の剣！

「向こうとこっち、武器の性能が互角なら……！」

　矛と盾ならぬ、最強の矛と矛のぶつかり合い。

　しかも、屠竜の剣は本体である《剣の秘ひ文も字じ》、ガラドの右手から離れている。

　それだけ魔力も弱まるはずなのだ。だったら──祈りと共にハルは弾丸の行方を見守り、そして、賭けに勝ったことを知った。

　必滅のフルオート連射を刀身に受けて、屠竜の剣はハルの頭上で砕くだけ散った。

　ふぅぅ。深く息を吐き出す。なんとか命を拾った。

　だが、残弾も全て失った。命運はもう悪あく路ろ王おうに託たくすしかない。見れば、巨獣同士の空中格闘戦。やや形勢がかたむきつつあった。

　銀のドラゴンが優勢、八尾の狐こ狼ろうが不利というように。

　屠竜の剣を捨てたおかげだった。ガラドが両りよう腕うでを使って悪路王の顎あごをつかみ、自らの頸部よりひきはがしてしまったのである。

　しかし、悪路王はもとの体勢に全力でもどろうとしている。

　どうにかして狐狼の貌かおを敵に近づけ、ガラドの頸くびを噛かみちぎるつもりなのだ。

「春はる賀がくん、大丈夫だった!?」

　織おり姫ひめの声を聞いて、ハルは驚おどろいた。今いるのは屋上を失ったビルの最上階。こちらに金色の羽を得た竜蛇型リヴァイアサン・水み無な月づきが飛んでくる。

　両腕にあたる前まえ肢あしふたつの手のひらで、織姫を大切そうにかかえこみながら。

「羽は純ずみに頼んで、ここまで運んでもらったの！」

　水無月に降ろしてもらい、織姫はついにビルの最上階へやってきた。

「また弾切れになったけど、なんとか無事だよ。ところで悪路王は？」

「暴走っていうの？　ルサールカの魔法でああいうふうにして、どうにかドラゴンに飛びかからせたんだけど……。言うことを全然聞いてくれないわ」

　織姫はため息をついた。

「近くに来れば、すこしはマシかと思ったんだけど……やっぱり無理」

「だろうなあ。かといって、ガラドくらいの上位種をあの調子で押し切るパワーは──暴走状態でも『蛇へび』たちには期待できないし」

　ハルもため息まじりに悪あく路ろ王おうたちを見やった。

　すでにガラドは八尾の狐こ狼ろうを完全にひきはがしていた。

　そのまま空中での格闘を続けている。白銀の腕うでを振るい、鋭するどい爪で悪路王の毛皮を切きり裂さく。長い尾を丸太のように振りまわし、悪路王の肉体を痛打する。ドラゴン族の顎あごと牙で、野や蛮ばんに噛かみつきかえしさえする。

　一撃受けるたびに、悪路王の赤い鮮血が空にほとばしった。

「悪路王！　せめて『弓』を使って攻撃して！」

　織おり姫ひめの願いが届いたのか、九つの鏃ヽが悪路王の上に顕あらわれた。

　しかし、攻撃が放たれる前に、ガラドは右みぎ掌てのひらの五本爪を振るう。これで悪路王の横っ面が切り裂かれた瞬間、鏃は九つとも消滅した。

「ふふふふ。それを使わせるわけにはいかないからな。この眷けん属ぞくめを葬ほうむれば、わたしの勝利を阻むものはもう何もない──！」

　クオオオオォォォォォオオオオッ！

　うそぶくガラドの爪に幾いく度ども切り裂かれ、悪路王が怒りの咆ほう哮こうをあげる。

　ハルは気づいた。パヴェル・ガラドの右手のひらに《剣の秘ひ文も字じ》が浮かんでいる。あの手と爪は、屠と竜りゆうの剣の代用品となっているのだ！

　そういえば、さっきからハルたちのそばで水み無な月づきがおとなしい。

　金色の羽を得た竜蛇は貌かおをうつむかせ、ガラドに向けて頭を垂れている。《剣の秘文字》に圧倒されているのだろう。

「本物の屠竜の剣ほど切れ味はないようだけど……あれじゃ悪路王は勝てない」

「わたしがもっと悪路王にパワーを分けてあげられたら……」

「それか、僕がもっと弓の威力を強くできれば……」

　劣勢に追いこまれた悪路王を見守るふたり、ハルと織姫の声は暗い。

　力。パワー。出力。破壊力。今の悪路王に最も必要な要素を、ふたりが心の底から欲したとき──ハルはふと思いついて、右手の魔銃を見つめた。

　今までと同じだった。銃型『魔ま導どうの杖つえ』はその方法を直感させてくれた。

「え……っ!?」

　織姫も驚おどろいたのは、相ヽ方ヽの彼女にも魔銃が同じレクチャーをしたからだろう。

　そして、ハルは昨日の夕方を思い出した。

　火ひ之の迦か具ぐ土づちは羽は純ずみの心臓にふれることで、そこから水無月の心金を取り出した。

　魔女の心臓とリヴァイアサンの心金は、もしかしたら最も密接に結びついている部位なのかもしれない。だとしたら、魔銃が教えた方法を実践すれば──。

「は、春はる賀がくん……」

「十じゆう條じよう地じ……」

　場ちがい甚はなはだしいことに、ふたりとも赤面し、同時にうつむいてしまった。

「こ、これはさすがになんというか……やめるべきじゃ……」

「い、意外だわ。むっつりなんとかの春はる賀がくんなら、これを口実にするのかと思った」

「バカ言わないでくれよ。むっつりにも紳士のプライドがあるというかさ」

「で、でも、ここはそういう悠長なことを言えない場面よ？」

　今度は、ふたりして顔を赤くしながら見つめ合う。

　驚おどろくべきことに、織おり姫ひめの側からうながすような発言が出た。しかし、それに乗れるほどの肉食気質はハルにはない。ついでに経験値もない。まいった。

　どうするべきか迷いに迷い、ハルが硬直した瞬間だった。織姫が叫んだ。

「お、女は度胸、男は愛あい嬌きよう！　春賀くん、いいからやっちゃって！」

「そ、それは逆だよ十じゆう條じよう地じっ」

「余計な茶々いれないの！　さあ！」

　織姫はいきなりハルに背中をくっつけ、体重をあずけてきた。

　十條地織姫との密着。彼女のぬくもりをハルは体で感じ、髪の毛と制服から女子らしい香りをかぎとって、大いに動転した。

　困惑もし──さらにいえば、テンションも上がってしまった。

「今は……こういうときだけは、身も心も捧ささげてあげる。だから春賀くん、ふたりであのドラゴンを倒しましょう……？」

　しかも、織姫はハルに背中をあずけながら、切なげに言う。

　前に火ひ之の迦か具ぐ土づちが使ったフレーズの引用。彼女の顔は見えない。しかし、熟柿のように真っ赤であろうことは、たやすく想像できる。

「そ、それとね。ここだけの話で言うわね？」

「え？」

「わ、わたしも春賀くんとおつきあいするの、悪くはないかなって思ってる。ほんのすこしだけど。う、ううん、ほんのすこしよりはちょっと多めだけど」

「ええっ!?」

「春賀くんが危ないことはじめると心配だけど、どきどきもして。ちょっと切なくなったり、きゅんとしたりも……って、今のは忘れて。わ、わたし、とにかくね。ふたりでいっしょに勝ちたいの。春賀くんといっしょに！」

「十條地！」

　さんざん可愛かわいらしい声音でささやかれて、もう何も考えられない。

　迷いを忘れて、ハルは背中から織姫を抱きしめた。右の手のひら──《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が浮かぶ掌てのひらを彼女の前にまわして、ぐにっとつかむ。

　胸を。織姫のゆたかな乳房の左──心臓に近い方を。

　それはハルが知るなかで最もやわらかく、最も弾力にとむ感触だった。

「ん……んんんんっ！」

　織おり姫ひめがうめく。悪あく路ろ王おう誕生のときとちがい、苦痛の声ではない。

　どこか甘やかで、切なげな響き。これでハルの上がったテンションはさらに燃えあがり、その昂たかぶりに合わせて、右手の秘ひ文も字じがすさまじい魔力をたたき出した。

　これが織姫の心臓に伝わり、空中で苦戦する悪路王の心金に伝わり──

　クオオオオオオオォォォォォォォオオオオオオオオオッ！

　白き八尾の狐こ狼ろうはかつてない激しさで咆ほう哮こうした。

　ハルたちが揉もめている間、白銀のドラゴンにさんざん引き裂かれ、切きり裂さかれ、ズタズタに切り刻まれていたのだ。しかし今、狐狼の猛りは爆発的に高まっていた。

　悪路王の前面に巨大な《弓ゆみの秘ひ文も字じ》が顕あらわれる。

　もちろんパヴェル・ガラドはすぐに右手と《剣の秘文字》を振るい、弓の呪紋を引き裂いた──否、引き裂こうとした。

　しかし今回、《弓の秘文字》はガラドの爪をはじきとばした。

「な、に？」

　シルバードラゴンの双そう眸ぼうが驚きよう愕がくで大きく見ひらかれる。

　悪路王が紅ぐ蓮れんの焔ほのおにつつまれたからだ。焔は一気呵成に燃えあがり、大爆発。これを至近距離で受けて、さすがのガラドも吹き飛ばされた。廃はい墟きよのなかに墜つい落らくしていく。

















「あれは……ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ？」

　焔ほのおと爆発のなかで、二一個の魔術記号がきらめいているのをハルは見た。

　その配列の意味は『我、射しや陽ようの神しん弓きゆうを以て天を衝き、日輪を殺めん』。弓の竜弑しが宿す必滅之法、射陽の神弓──。

「眷けん属ぞくを……悪あく路ろ王おうを矢に変えて、撃ち込むのか……!?」

　ハルが気づいた瞬間、空中で燃える悪路王のまわりに鏃ヽが顕あらわれた。

　九つの黒い鏃。今までは狐こ狼ろうの頭と同じくらいのサイズだったのだが、今は悪路王本体と同じほどに大きい──。

　悪路王はそのまま九つの鏃を引きつれて、廃墟へ急降下していった。

　立ちあがろうとしていたガラドの巨体に突っ込んでいく。

「ぬ、ぐおおおおおおおっ！」

　そして炎上。西新宿の一角に巨大な火柱が噴きあがる。

　それはこの地のランドマーク、旧東京都庁と同じほどの巨大さであった。

　全長二〇〇メートルを越す火柱。そのなかで雄々しきシルバードラゴンは激しく灼かれ、

燃焼し、火の神威にもてあそばれていく。劫火によって全身を蹂じゆう躙りんされていく。

　パヴェル・ガラドは今、さながら溶鉱炉に放りこまれた銀塊であった。

　うずまく紅蓮の焔と、狂おしいほどの高温がひたすら白銀の巨体を灼やくのである。

「おおおおおおおおおおっ！」

　最後には絶叫を遺して、爆発──。文字どおりの散さん華げであった。

　そして、この光景を目の当たりにして、よろこぶ余力はハルと織姫にはなかった。



「勝てたのかしら、わたしたち……」

「たぶん。ただ、とんでもない強敵だったせいか、実感がわかない……」

「わたしも。あのドラゴン、ちょっと強すぎだし、しぶとすぎだったわ……」

　ハルに体重をあずけていた織姫と、織姫を背中から抱きしめていたハル。

　ふたりはその態勢のまま、同時にへたりこんでしまった。

　全身から力が抜けて、立っていられなかったのだ。魔女が消耗したときに見せる、低血糖と似た症状だ。また、ふたりともハァハァと息が荒い。

　ペアで激しいスポーツを戦ったあとのように、どちらもぐったりしていた。

　そして、織姫のやわらかな肢し体たい。その重みとあたたかさが不思議なほど心地よいことをハルは知った。しかし、早くどかなければ……。

　動かぬ体にハルがあせりを覚えたとき、いきなり織姫があやまった。

「ごめんなさい、春はる賀がくん。その……お、重いでしょう？」

「ま、まさか。全然軽いよ。うん。本当に」

「で、でも、わたしアーシャさんみたいに細くないし、結構あちこちに、その、お肉がついてるっていうか……とにかく、ある程度の重みがあるはずというか……」

「いやいや。それは逆にさ。すごく結構なことじゃないかなあ」

「ち──ちょっと春はる賀がくんっ。やっぱり、えっち！」

　言い合いながらも、ようやく会話がはずみはじめる。

　なんとなくおかしくなって、ふたりしていっしょに笑ったときだった。

「ふたりとも、大金星です！」

「すごいですっ。わたし、感激しました！」

　アーシャと羽は純ずみに声をかけられた。ふたりとも息を切らせている。

　勝利をよろこび、わざわざビルの階段を登って駆かけつけてくれたのだろう。しかし、ハルも織おり姫ひめも気まずい気分で出迎えることになった。

　なにしろ男子と女子でこんな体勢をして、気だるげにしていたわけで──。

　案の定、羽純は「えっ？　春賀さん、姉さま、こ、これってどういう……？」と視線を左右にし、おろおろと動転してしまう。

　そして、歴戦の魔女にして元ユーロの撃墜王は両目を三角にして叫んだ。

「ははは晴はる臣おみも織姫さんも、ここで何をやってたんですかあああっ!?」

「ち、ちがうの、アーシャさんっ。羽純も落ちついて事情を聞いてっ。これはね、ドラゴンと戦うために必要で仕方のないことであってね……っ！」

　織姫が必死に言いわけしようとしている。

　ハルはといえば、現実逃避するように快晴の空を見あげた。

　プロペラの爆音と共に、上空を一機のヘリコプターが飛んでいった。警視庁か自衛隊の関係者、もしかしたら柊ひいらぎさんあたりが乗っているのかもしれない。

　いずれにしても、今回の戦闘はそれらの組織でもモニターしているだろう。

「あの辺の人たちにも言いわけがいろいろ面倒だなあ……」

　ハルは思わず愚痴をこぼした。しかし、それも全て生きていればこそだ。

　そう思うと、ようやくうれしさがこみあげてくるのだった。








【終章】





「しかし、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが人間にも使えるってのは……」

「意外すぎる新事実、よねえ」

　見けん城じよう玄げん也やの驚嘆をため息まじりに引き継いで、柊ひいらぎ友ゆ加か里りはコメントした。

　ふたりがいるのは横浜市の神奈川県庁舎である。昭和初期の建築で、煉れん瓦が造りのレトロな庁舎だった。その一角に友加里のオフィスはあった。

　魔術という知識体系の普及と運用につとめる研究機関《S.A.U.R.U.サウル》。

　その一員として、関かん東とう地ち方ほうの魔女を統括するのが友加里の職務。公的機関の近くにいると何かと便利なため、県庁の超自然的生物対策局に間借りしているのだ。

「あの少年も厄やつ介かいなことに首を突っこんで、気の毒なもんです」

　プリントアウトした報告書を眺ながめながら、見城は言った。

　春はる賀が晴はる臣おみとアーシャ・ルバシヴィリ。《弓ゆみの秘ひ文も字じ》なる魔術記号にかかわった当事者ふたりが連名でまとめたものだ。

　ドラゴン上位種パヴェル・ガラドとの戦闘から、すでに四日がすぎている。

「いっそ『Ｓ』の字を書いたコスチュームでも着させて、日本の平和を守るスーパーマンみたいにあつかうのはどう？　正体は一切不明って本部にも報告するの」

「たしかに、それだと面倒事がいろいろはぶけそうですが……」

「無理かしら？」

「無理でしょう。なにせ、組織の幹部にもうバレてます」

　冗じよう談だんまじりに提案してみたら、見城に苦笑された。

　無人偵察機が撮影したパヴェル・ガラドとの戦闘映像は、あの日、助すけっ人ととして来日した人物もすでに観賞している。彼女は環かん太たい平へい洋ようエリア最高の魔女で、《S.A.U.R.U.》創設メンバーのひとり『マスター・グレゴリー』の愛娘なのだ。

「今日の面談も気が重いわねえ」

「このことに絶対つっこんでくるでしょうしねえ」

　上司と部下で同じ感想を共有したところで、ドアがノックされた。

　友加里は肩をすくめて、「どうぞ」とうながす。入室してきたのは話題の人物、黒いワンピースをまとった金髪の白人少女であった。



「えっ？　グレッグ先生の娘さん、日本に来てるのかい？」

　新情報にハルが驚おどろくと、そばにいた羽は純ずみが好奇心に目を輝かせた。学園の校庭でベンチに腰こしかけ、仲間内の話に興じていたのである。

「もしかして《S.A.U.R.U.サウル》の方、なんですか？」

「うん。イスタンブール本部で大幹部やってる人のご令嬢で、特級認定マスタークラスの魔女。しかも、環かん太たい平へい洋ようエリアの主席研究員とかもやってたような」

　説明してから、ハルは情報提供者に目を向けた。

「僕は会ったことないけど、アーシャは知り合いなんだろう？」

「ええ。できれば、避けて通りたいタイプの知人ですけど」

　友人と言わず知人と言う。アーシャのつぶやきには、やや毒があった。

　ハルは了解してうなずいたが、羽は純ずみは天使の本領を発揮して、きょとんとしていた。

「わかりやすく言うと、羽純さんとは真逆の人物像です」

「わたしの反対？　どういうことでしょう？」

「つまり悪魔か……」

「絶対スカートの下にしっぽを隠してますね。腹黒で策士ですし。それで、彼女が《弓ゆみの秘ひ文も字じ》と晴はる臣おみについて情報を集めているようです」

　アーシャに教えられて、ハルは天を仰あおいだ。

「僕は実験動物みたいにあつかわれて、研究材料になるのかなあ？」

「その可能性は低いでしょう。あんなデタラメ武器を隠し持つ超危険人物ですし」

「万一のときはガラドを見習って、日本征服にでも挑戦してみようか」

「せ、征服ですか!?」

「まあ、それは冗じよう談だんだけど。とにかく、なるようになれだよ」

　驚おどろく羽純にフォローしてから、ハルは開きなおって言った。

　自分の境遇はすさまじい勢いで変わりつつあり、すでに賽さいも投げられている。

　下手にシリアスぶって悩むより、明日のことは明日の風を見て判断する方がいい。そんなハルを見て、幼なじみはかすかに微笑ほほえんだ。

　しかし、すぐに表情をひきしめ、いきなり話題を変える。

「ところで……最近、晴臣と羽純さんのよからぬ情報を耳にしたのですが」

「へえ、僕らの」

「晴臣が織おり姫ひめさんだけでなく、従姉妹いとこの羽純さんにもちょっかい出して二ふた股またかけている人間のクズ、最低のゲス野郎だという伝聞情報、いわゆるうわさです」

　アーシャに言われて、ハルと羽純は「……」と黙だまりこんだ。

「ほほう。ふたりには何か心当たりがあると？」

「いや、さ。ここ最近、白しら坂さかといっしょにいることが多かったんだけど」

「そ、そうしたら、クラスの人たちに訊きかれたんです。どういう関係なのかって……。わたし、こう答えました。『先輩はわたしのお兄さんみたいな人です』って」

「その後、気づいたら変なうわさが広まっててね」

「うわさって恐こわいですね……。あ、でも。わたしはべつに気にしていませんよ？　先輩とよくいっしょにいるのは事実ですし、悪いことをしているわけでもありませんし」

「白しら坂さかは本当にいい子だなあ。君もそう思うだろ、アーシャ？」

「ちょっと待ってください！　ツッコミどころが多すぎて、こちとら大迷惑です！」

　話をはずませていたら、アーシャがいきなり叫んだ。

「まず、その『先輩♪』というのは何なんですか!?」

「それは僕が頼んだんだ。そう呼んでもらえると、ちょっと甘酸っぱい青春気分にひたれそうな予感がして。試してもらったら結構よくてさ。で、そのまま」

「じゃあ、『よくいっしょにいる』は!?」

「あ、そちらはわたしが頼みました。先輩のお仕事の内容とか、いろいろ教わりたくて、助手みたいなことをさせてくださいって」

「い、いつのまにそんなことに……ははは晴はる臣おみのくせに！」

　なぜか文句を言われたので、ハルは眉をひそめた。そばにいる羽は純ずみも不思議そうにアーシャを見つめている。

「いじめてるわけじゃないんだから、いいじゃないか」

「はい。先輩はわたしのこと、すごく気にかけてくださっていると思います。あ、そうだ。この間、新宿で言いかけた『おねがい』なんですけど……」

　羽純がおずおずと言い出したので、ハルは思い出した。

「ああ。あの戦いを白坂が切り抜けられたら──ってやつか」

「は、はい。先輩、あの文字の力……わたしにも使わせてください。もっと先輩やアーシャさん、それに姉さまを助けられるようになりたいんです！」

　真剣そのものの表情で訴えられて、ハルは返答に困った。

　ひとまず、境遇の変化はこんなところでも進んでいたようだった。



　晴臣たちがにぎやかにやっていた頃、織おり姫ひめは文化部クラブハウスの前にいた。

　すこし前、ベンチで話しこむ従姉妹いとこやアーシャ、それに春はる賀が晴臣を見かけていた。あちらに合流してもよかったのだが。

　しかし、唯一の男子と顔を合わすのが気恥ずかしく、こちらに来てしまった。

「春賀くんって、あのあと何にも変わらないんだから……」

　織姫はぶつぶつとつぶやいた。

　この間の戦闘中、最後の一撃を加える前の会話。

　ふたりの関係になんらかの変化が生じても不思議ではない内容だった。しかし、問題の人物・春賀晴臣はこう解釈したようだった。

『おつきあいするのも悪くはない』＝『いいと認めたわけじゃない』と。

　そのせいか、織おり姫ひめに対する彼の態度は戦闘開始前と変わらないままであった。

「アーシャさんのこともあるし、それでいいの。それでいいんだけど……」

　十じゆう條じよう地じ織姫は生まれてはじめての感覚に、大いにとまどった。

　胸のなかにもやもやする何かがあり、すっきりしない。元凶の少年に文句のひとつも言いたくてたまらない。私の気持ちも知らないで、とか──。

　めったに出さないため息を織姫がつい吐き出したときだった。

「あら。アンタ、今日は寄ってくの？」

　通りがかった怪人にして巨人、ＵＦＯ研のＭ部長に声をかけられた。

「時間があるなら、茶くらい出すから寄ってきなさい。やることがいろいろあるのよ」

「あ、はい。ええ、今日は大丈夫です」

　唐突な指示にハッと我にかえり、織姫は答えた。

　そのままふたりで階段を登り、部室に入る。先客はおらず、ふたりきりだった。

　ここで織姫は思い出した。そういえば、この部長にアーシャは個人的な相談をいろいろしているらしい。銀ぎん髪ぱつの魔女いわく、

『あの人は、そりゃもう心身ともにビッグな方ですから』

　なのだそうだ。たしかに高校生とは思えない貫かん禄ろくと包容力にあふれている。

　だから、だろうか。思わず織姫は言ってしまった。

「あ、あのっ。すこし相談に乗っていただきたいんですけど……いいですか？」

「突然ねえ。ま、でも、いいわよ。アタシはね、人からお悩み相談を持ちかけられて、一回も断ったことがないの」

「じゃあ遠えん慮りよなく。あ、これはわたしじゃなくて、わたしの友達の悩みなんですけど」

「…………」

　とっさに方ほう便べんを使ったら、Ｍ部長はしばらく織姫を見つめ、おもむろに言った。

「いろいろ難なん儀ぎなことになってんのねえ、アンタたち……」



　また旧東京の廃はい墟きよエリア、かつて新しん宿じゆく御ぎよ苑えんだった空き地では──。

　光の粒子がひとかたまり集まり、きらきらと銀色に輝いていた。この光はゆっくりと大きくなり、ある形を取りつつあった。

　それは竜──ドラゴン上位種と呼ばれる超生物の形だった。

　そして、パヴェル・ガラドの名を所有していた。剣の竜弑しを継ぐ者である。

「く……どうにか命を長らえたか……」

　竜弑しの焔ほのおを浴びて爆発し、散さん華げしたのはまちがいない。

　しかし、あの戦いの前にルルク・ソウンの秘ひ文も字じで『よみがえる焔』の配列を描いた恩寵だろう。時間がかかりはしたが、かろうじて蘇そ生せいできた。

　とはいえ、二〇回に一度しか成功しないという至難の秘儀。

　成功に導いてくれたのは僥倖と、手のひらに浮かぶ《剣の秘ひ文も字じ》だろう。竜弑しの文字を継ぐ者は、加護なしでも並はずれた頑強さを得るのだ。

「王への道を踏み越え、竜王の位へいたるまで……斃れるわけにはいかん！」

　執念と熱情を込めてガラドは誓ちかう。しかし、甦った体はガタガタだった。

　なんとか『竜らしき』形を保っているだけなのだ。心金は脈動するたび、耐えがたい激痛を発している。指一本動かすだけでもぐったりと疲れてしまう。

　血と魔力と滋養が足りないのだ。それらを補充し、体を休めねばならない──。

　ガラドは残された力で最大限効率よく動きまわるため、一計を案じた。魔術で体のサイズを縮小させたのである。

　全長十数メートルから、一八〇センチ程度へ。

　変身の魔術も使う。人間の街で雌ヽ伏ヽする必要があるからだ。

　今、パヴェル・ガラドは白皙の美青年であった。銀ぎん髪ぱつである。そして、人間だった。一糸まとわぬ逞たくましい裸形だが、その姿は『人』のものだった。

「この屈くつ辱じよくは──我が覇は道どうの成就で必ず晴らしてみせる！」

　純血の竜族であるガラドにとって、人間への変身はかつてない恥辱であった。



　そして、アラスカの地。

　人間でありながら『王への道』に全てを捧ささげる男、ソフォクレス。白い雪原にもどってきた彼の報告を聞き、雪ゆき風かぜの姫ひめは軽やかに笑った。

「あの銀竜めが敗れたか。ははは、弓の担い手め、なかなかやる！」

　雪風の姫は蒼天の空を見あげた。

　遙はるか遠き月面まで念を送るために。かの地で憩いこう眷けん属ぞくへ呼びかけるために。

「まあ、それだけで雪風が認めるに足る器かは、わからんがな」

　来い。来い。金色の眷属に向けて呼びかける。

　この雪風に仕えるため、地上まで降りてこいと檄げきを飛ばす。

「しかし、興味はわいた。ふふ。地ヽ上ヽに版はん図とを持ったことなどないが、たまにはいいかもしれん。ひさかたぶりに荒ぶるぞ！」

　己の眷属と背後でひかえるソフォクレスに宣言し──。

　雪風の姫は颯さつ爽そうと、白いワンピースの裾すそをひるがえすのだった。










【あとがき】



　おひさしぶりです、丈たけ月づき城じようです。ついに二巻目の刊行となりました。

　これもみなさまのご愛顧があればこそと、厚くお礼申し上げます。

　この作品はもともと

『人間サイズの疑似ウル●●マンと怪獣使いの女の子たちが地球を支配した本物のウル●●警備隊と戦う』

　というコンセプトが原点となっておりまして。

　さまざまなアレンジを加えた結果、今の形に落ち着いたのです。

　執筆をはじめてからは「一冊じゃそこまで行きつけないから、上下巻同時発売とか辞書みたいなぶあつさで出させてくれないかなー」なんて不埒なことも思いつつ一巻を書きあげ、目標地点にたどり着くべく二巻に取りかかった次第です。

　何巻まで続くかはまったくの未定ですが、よろしければおつきあいください。

　……なんて言いつつも、三巻目にして『俺おれたちの戦いはまだ続く！』エンドになる可能性だって、もちろんあるわけですが（汗）。

　問題の次巻、「そろそろ私のターンですよ！」とメインヒロイン（仮）がウォーミングアップしているようです。が、新ヒロインや織おり姫ひめさんたちが見せ場を持っていきそうな気もします。一体どうなるのでしょうね？



　一巻にひきつづき二巻でも多くの方々のお世話になりました。

　まずは編集・校正・デザイン・製本・印刷・営業など、全ての工程にかかわったみなさまへお礼申し上げます。

　イラストの仁に村むらさま、およびＡＬｃｏｔのみなさまにも多忙なスケジュールのなかヴィジュアルと設定を緻ち密みつに彩っていただき、感謝の念に堪たえません。

　今回、雪ゆき風かぜの姫ひめとちょいワル親父おやじ風ハンニバルが個人的にツボでした。

　あと、設定画のパヴェル・ガラドがすばらしくかっこいいです。

　そして、最後に私信を。木き村むら航こう先生、今度こそ献本させていただきますので、お渡しする前に買わないでくださいね（苦笑）。



















　著者
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